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リアのアルバイト生活







　俺おれと同じ高校に通う同級生の望のぞむ野のつみきは、何の比ひ喩ゆ表現もなしにまさしく文字通りの意味で〝致ち命めい的てきに〟料理がヘタである。

　ひょんなことから彼かの女じよの料理上達の礎いしずえとなるため、俺が味見役を引き受けるようになってからもう二ヶ月弱が経過しただろうか。

　今日も今日とて俺はつみきの作った料理を試食するために、彼女の実家である大衆食堂『のぞみや』を訪おとずれ――




　――出だされた魚料理（？）が目の前で爆散した。




　比類なき沈ちん黙もくが食堂の一角を支配する。

　これほど意味の分からない状じよう況きようははじめてかもしれない。

「「「「……」」」」

　絶句しているのは俺だけではなかった。料理を作った張本人であるつみきも、給きゆう仕じをしていたテトラも、同じく『のぞみや』を訪れていたリアも、揃そろって魚の肉にく片へんまみれのまま動けずにいた。

　だって……爆ばく発はつって……おま……。

「つみき」

「……何？」

「俺もこの二ヶ月いろいろとさ、お前の料理を食って何十回と死線を彷徨さまよったけどさ、でもさ、まさかさ……」

「……何よ、ハッキリ言いなさいよ」

「ならハッキリ言わせてもらうけどな……」

　俺は――ダンッとテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「さすがに食おうとした料理が爆発するとは予想もつかねぇよ！　あれか!?　ついに俺を確実にヤりにきたのか!?」

「そんなわけないでしょ！　食べ物だってたまには爆発することもあるわよ！」

「どんな食いもんだよそれ!?」

「シュールストレミング」

「あれはガスで膨ぼう張ちようした缶かん詰づめが破は裂れつするだけだろうが！」

　世シユー界ル一ス臭トいレ食ミべン物グの缶詰が爆発するのは、発はつ酵こうさせたニシンのガスで内圧が高まったせいだ。決して食べ物そのものが爆発するわけではない。

「あーもう、うっさい！　とっとと食え！」

「食えって言ったって何を……むぐっ!?」

　魚料理の残ざん骸がいをつみきに無理やり口へ突っ込まれる。

「どう？」

「む……むぐ」

　真しん剣けんな目で尋たずねられたので、仕方なく突っ込まれた物を噛かんでみて。

　ボンっ！
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「ぼぐはっ!?」

　く、口の中でいきなり爆発した！

　その一いち撃げきでノックアウトされた俺は仰あお向むけに倒たおれ、飛んできたテトラに助け起こされた。

「烈れつ火かさん、大だい丈じよう夫ぶです？」

「お、おう。少量だったから命に別状はない」

「よかったです……。やっぱりよく分からない宇宙食材をつみきさんに調理させるべきじゃなかったですね」

「できればもっと早く気づいてくれ！」

「もちろん止めたんですが、聞いてもらえなかったです」

　ちなみにこの宇宙魚は、この前みんなで行ったベラノ星から仕入れたらしい。王女であるレインがこの町に越こしてきたものだから、頼たのみ込んで送ってもらったそうだ。

　段々『のぞみや』で出す料理が一いつ介かいの大衆食堂と一線を画し始めてるな……いろんな意味で。

「ところで烈火はもうこれ食べないのかな？」

　リアが魚料理の残骸を指差しながら言う。

「ああ。あとは頼む」

「任された」

　うんざり気味の俺の声に反比例して嬉き々きとした表情のリアは、今回も失敗したつみきの料理をお箸はしで食べ始める。

「いつもいつも信じられないんだけど……旨うまいのか？」

「うむ。旨いぞ」

　ボンっ！

　やっぱり爆発した。

「～～～♪」

　それでも構わず彼女はひょいパクひょいパクとお皿の上の残骸を食べ続ける。

　ゲテモノ料理が好きとは聞いていたけど、限度とかってないのかなぁ？　アレをおいしそうに食べる彼女って、普ふ段だんは何食ってるんだろ？

「……」

　まぁゲテモノ好きだからゲテモノしか食えないってわけじゃないだろうけど……そういやリアがフツーの飯を食ってるとこを見たことがないな。

「なぁ、リア」

「んむ？」

　リアは口の中の物を呑のみ込んでからこちらを振ふり向むいた。

「どうした？　烈火」

「リアっていつもは何を食べてるんだ？」

「？　いつもというと？」

「まぁ、主に『のぞみや』に来ない日とか？　あんま自じ炊すいしてるってイメージじゃねーし」

「確かにそうよね。かといってコンビニでお弁当買ってるようにも……」

　俺たちの会話につみきも加わる。

「リアさんはご自分で料理をされないです？」

　お冷を運んできたテトラも興味ありそうだった。

「しないなぁ。昔は食べ物なんて生で食べるかせいぜい焼くかの二択たくだったから、人間たちの発明した『料理』というものには心底驚おどろいているよ。その内自分でもやってみるか」

「……その時は頼むからつみき以外から習ってくれ」

「うっさい！」

「ぎゃはぁ！」

　は……鼻にお盆ぼんで水平チョップは痛い……。

「んー、でもやっぱり自炊してないとなると、ウチに来ない時は何食べてるの？」

　つみきは先さき程ほどの俺と同じ質問をする。

「ひとりでいる時はあまり食べないな」

「お腹なか減らないです？」

　テトラが小首を傾かしげる。

「まぁ何千万年単位の断だん食じき経験があるからなぁ。数日食べないくらい問題ない」

「じゃあ……まさか地上に出てからつみきの作った料理しか食べてないのか？」

　思わず目め尻じりに涙なみだが浮うかぶ俺。

　そこへ再びお盆チョップ！

「いっデェエエえぇ！　おっ、おまっ！　目はやめろよ目は！」

「うっさい！　その反応はいくら私でも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れるわよ！」

「つみきは普段から沸ふつ点てん低いじゃねーか！」

「アンタがいちいち失礼なこと言うからでしょ！」

　涙目の俺と膨ふくれっ面つらのつみきは睨にらみ合あう。

　それを見て、リアがなぜか小さく笑った。

「ふたりは本当に仲がいいな」

「「どこが!?」」

　俺とつみきは揃って抗こう議ぎするが、リアは笑うばかりでそのまま残りの料理を平らげてしまった。

「うむ。ごちそうさま」

「お粗そ末まつ様さま」

　つみきはカラになったお皿をカウンターの奥おくへと引っ込める。

　そこで一時会話は中断したが、つみきが戻もどってきたところで再び話は先程のリアの普段の食生活の話に戻った。

「まぁ食べなくても問題ないんだが、たまに『のぞみや』以外で物を食べることもあるな」

「あっ、そうなんだ」

　つみきが驚き半分、ちょっと残念半分な表情を浮かべる。

「もちろん一番旨いのはつみきの料理なんだが、私は地下暮らしが長かっただろう？」

「ああ」

　俺は頷うなずく。

「それで久しぶりの地上が懐なつかしい、というか物もの珍めずらしくてな。時々空を飛んであちこち旅行に出かけるんだ」

　そういや、前につみきがそんなこと言ってたっけ。

「今のところ国内にしか行ってないのだが……この国にはそこら中にその土地の名物料理というのがあるだろう。そういうのを見ると、つい食べたくなってしまってな」

「へぇー。フツーの料理でもか？」

「私に好すき嫌いはないぞ」

「なるほど」

　旅行先でおいしい物を食べたいという気持ちは俺にも分かる。

「最近食べた中ではたこ焼きというのがおいしかったな」

　たこ焼きか。大おお阪さかにでも行ったのかな？

　リアはその時のことを思い出すように目を閉じる。

「ふわふわでトロトロで、タコとはこんなにおいしかったのかと感心した。味の種類もたくさんあって、どれもおいしかったぞ」

「う～ん、そんなこと言われると食べたくなってくるな」

　コンビニでも売ってたっけ？　売店で焼き立てを食べたければ、電車に乗ってデパートのある街まで行かなければならないが。

「そんなにたこ焼き食べたいならレインに頼んで、ベラノの宇宙タコ仕入れてもらう？」とつみきが手を挙げる。

　おおう、このタイミングでその提案はメチャクチャ魅み力りよく的てきだ。

「でも調理はテトラで頼む」と俺。

「つみきさんはソースを塗ぬる担当です」とテトラ。

「ふたりともなによぉ！」

　つみきは椅い子すに座すわったままじたばたと地じ団だん駄だを踏ふむ。

　それにしてもつみきはいっこうに料理が上達しないなぁ……おにぎりに海の苔りを巻くとか、たこ焼きの市し販はんのソースを塗るとかくらいなら問題ないんだが。もはや呪のろいなんじゃないかという気がしてきた。

「その宇宙タコは旨いのか？」

　心なしか前のめり気味にリアが尋ねてくる。

「とても大きなタコですよ。足が五十本くらいあったです」

　テトラが両りよう腕うでを大きく広げてタコのサイズをアピールする。

　それを聞くと、リアは目をキラキラさせた。

「おお、それはたくさんたこ焼きが作れそうだな。この前はお店のタコがなくなってしまって、少し悲しかったんだ」

「「「……ん？」」」

　ちょっと待て。今、リアがおかしなことを言わなかったか？

「リア。今、お店のタコがなくなったって言った？」

「その通りだが？」

　こちらの質問に不思議そうに小首を傾げるリア。

「それってつまり、お店のタコを食い尽つくしたってこと？」

「うむ」

「さっきあんまり食べないでも大だい丈じよう夫ぶとか言ってなかったか？」

「それはエネルギーの貯蔵量が大きいから大丈夫という意味で、別に小食という意味ではないぞ。食べる時はいくらでも食べられる」

「はぁ……」

　言われてみればリアってリヴァイアサンの時はとんでもない巨きよ体たいだけど、核かくの部分――つまり今目の前にいる女性体――は高身長の女性くらいなんだよな。

　リヴァイアサン形態に変身・維い持じするだけのエネルギーが、人間サイズの体の中に詰つまっているのだと考えれば、確かに彼女の話にも納なつ得とくがいく。

　だが、気になるのはほかにもあって。

「……よくそんなにたこ焼きを買うだけのお金があったなぁ」

「お金？　ああ、人間たちが使ってる硬かたくて丸くて平たい物とペラペラの奴やつか」

「おおっとぉー？」

　この反応はもしかして。

「つみき。テトラ」

　俺はちょいちょいっとふたりを手招き、顔を突つき合わせる。

「なぁ、リアってもしかしてお金のこと知らない？」

「とりあえず『ある』っていうことは知ってるんじゃない？　今の口くち振ぶりからすると」

「でもあんまり分かってなさそうです」

　小声で密談したあと、俺は顔を上げて。

「リア。それで結局お金はどうしたんだ？」

「ん？　いつも誰だれかが店主に渡わたしていたぞ」

「誰かって？」

「その時々による。私がお店の方をジッと見ていると、だいたい誰かが声をかけてくるんだ……そういえばいつも声をかけてくるのは男だな。私がお店の物を食べたいというと、彼かれらがご馳ち走そうしてくれる」

「……」

　俺は再びふたりと顔を見合わせる。

「……それってナンパだよなぁ」

「リアさん美人だしねぇ」

「でもリアさんはナンパされてることに全然気づいてなさそうです」

　確かにテトラの言う通り気づいてなさそうだ。

「リアに限って万が一もないだろうけど……その声をかけてきた男に何かされたか？」

「何か……？　う～ん、私が食べ始めた頃ころはみんなうれしそうにしているんだが、途と中ちゆうから段々態度がおかしくなっていくな」

「おかしく？」

「私と食べ物の間を何度も目が行き来し始める。だが『食べたいのか？』と聞いても首を振る。そのまま食べ続けていると、急に『もうやめて！』とか『勘かん弁べんしてください』と言って謝あやまってくるんだ。そうするともう食べられないらしいから、私は最後にお礼を言ってあとは帰る」

「……」

　少し頭が痛くなってきた。

「……ナンパしてきた奴らの財さい布ふを残らずスッカラカンにしてるな」

「そりゃお店が閉店するくらい食べられたらねぇ……」

「どこの誰かは知りませんがご愁しゆう傷しよう様さまです……」

　まぁ、ナンパしてきた奴らも下心満まん載さいだったんだろうが、少しばかり同情する。

「烈火？　さっきからみんなで何を話しているんだ？」

　リアが俺たちの様子を訝しむ。

「あー……まず何から説明したらいいか……ていうか、先にこれだけ確かく認にんさせてくれ」

「何だ？」

「リアってその硬くて丸くて平たいのとかペラペラの奴って持ってる？」

「いいや」

「やっぱりそうか……」

『リアの物語』が終わった直後は、『つみきの物語』の締しめであるフードチャンピオンの準備とかがあってドタバタしていたから、人間の貨か幣へい制度について教えるのをすっかり失念していた。

　それでもフツーお金がないなんて現代社会を生きる上では致命的なはずなのだが……。

「リアはお金がなくて困ったことなかったのか？」

「いや、特には」

「でも基本の衣食住とかさ……今着てるそのシャツとズボンはどうしたんだ？」

「これか？　これは地上に出た時につみきが譲ゆずってくれたものだ」

「……地上に出た時のリアさんの服のままじゃ、めだって困ると思ったからあげたの。お母さんや私のだとスカートのサイズが合わなかったから、下はお父さんのズボンばっかりになっちゃったけど」とつみき。

　その気き遣づかい自体はいいと思うんだけど……。

「ずっと同じ服だったのに気づかなかったのか？」

「何着かあげたから……それにちゃんと洗せん濯たくしてたし」

「？」

　洗せん濯たく機きもないだろうにどうやって……それをリアに尋ねると、

「川で洗っていた」

　なんて答えが返ってきた。

「今時の川ってそんな綺き麗れいな水じゃないと思うんだけど……」

「確かにあまり綺麗ではないな。まぁ、幸い私は水を操あやつるのは得意だ」

　水みず魔ま法ほうって便利だなー。

「えーと、衣食に問題がない……いや、あるけど……まぁ置いといて。肝かん心じんの住むところはどうしてるんだ？」

「住むところ？」

「家のことだよ」

「家？」

「……リアってどこで寝ねてるんだ？」

「海だ。いつもぷかぷか浮いて寝る」

　これまた予想外の答えが返ってきたなぁ！

「波に揺ゆられて気持ちがいいんだが、たまに人間の乗る船という乗り物に轢ひかれるんだ。あれが少し痛いかな」

　少し痛いで済むのは凄すごいが問題はそんなことじゃなくて。

「野宿……いや、海宿っていうのかこの場合」

「どっちでもいいわよ。いや、どっちにしろよくないんだけど」

　つみきは盛大にため息をついたあと、気を取り直すように「よしっ」と呟つぶやく。

「とにかくリアさんにはお金の大切さと、ナンパ男の撃げき退たい法ほうを教えないとね」

「いや、それより住むところの方が重要だろ」

　俺おれが横よこ槍やりを入れると、つみきは「はいはい」と頷いて。

「分かってるわよそんなこと。地元の不動産屋さんとお父さんが知り合いだから、アパートくらいなら見つかるでしょ。家賃が払はらえるようになるまでは、とりあえず私の部屋に泊とめるわ。客間はテトラが使ってるから」

「そんな悪いです。客間はリアさんに使ってもらって、テトラはジズ星から通うです」

「それじゃ往復大変でしょ」

「でも」

　ふたりは譲り合いを続ける。ちなみにジズ星というのは元々リアが封ふう印いんされていた擬ぎ似じ地球で、今は地底人たちが移住して住んでいる。以前は封印の裂さけ目めが『のぞみや』の裏庭につながっていたが、今は危ないので再封印してしまった。なので、ジズ星から地上に出ようと思ったら、高校の裏山につながる地下道を数時間かけて登らなければならない。

「別に泊めてくれなくても、私は海で寝るから構わないぞ」

　まだいまいち事態を把は握あくしていないリアが小首を傾げながら言う。

「「だからそれじゃダメなんです！」」

「お、おおぅ……」

　両方向からツッコミを入れられ、珍めずらしくリアがタジタジになる。

「つーか、俺ン家ならリビングが空いてるし布ふ団とんも余ってるから、そこで寝てもらっても」

「「それはもっとダメ（です）!!」」

「お、おう……」

　こっちにまでデュアルツッコミが。

「え、えーとそれで？　肝心のリアのお金はどうするんだ？」

「はぁ？　そんなのやることはひとつでしょ」

　つみきは呆あきれた視線を俺に送る。

　彼かの女じよはグッと拳を握って、

「アルバイトよ！」

　そう宣言した。




　　　　　▽




　そんなわけで三日後。

　授業を終えた俺は皐さ月つきたちに断わりを入れ、商店街のスーパーへと向かった。つみきの紹しよう介かいで、俺とリアはここでアルバイトを始めることになったのだ。

「おーい、リア」

「烈火」

　スーパーの駐ちゆう車しや場じようで待ち合わせていたリアは、俺の姿を見つけると座っていた縁えん石せきから立ち上がる。

「悪いな烈火。つき合わせる形になってしまって」

「いや、いいって。つみきとテトラは『のぞみや』で忙いそがしいんだし」

　今日の俺はリアのサポート役だ。

　お金のことはひと通り教えたが、まだ彼女は何かと人の常識に不慣れだ。また分からないことが出てくるかもしれない。そういう時のフォローのために、俺も臨時アルバイトという形で同じバイト先に入ることにしたのだ。

「さて、じゃあ店長にあいさつに行く前にリアの『設定』の確認な？」

「ん？」

「一、リアはホームステイに来た外国人。二、年ねん齢れいは二十四歳さい。三、日本に来たのは二ヶ月前で、だいぶ身の回りも落ち着いてきたのでアルバイトを始めることにした」

　とりあえずリアの外見に沿う形で、俺とつみきで考えた彼女の基本設定だ。

「その『外国』というのは具体的にどの辺りなのだ？」

「『アメリカの緑豊かなところ』って答えときゃ何とかなる、たぶん」

　さすがにどこの州出身かまで突っ込んで訊きいてくる人なんていないだろうし。

　ある意味、年齢を決めるのが一番苦労した。

　とにかくスタイルがよくて美人なので、「とても若く見える綺麗な三十代」にも「とても大人びて見える綺麗な十代後半」にも見ようと思えば見える。実じつ年ねん齢れいは千とか万の単位じゃ利きかないので、余計に苦労した。まぁ、結局無難なところで落ち着いたが。

「あと何で日本に来たのかを聞かれたら『日本の文化に興味があって』って答えるんだぞ」

「分かった。だが、その質問は必ずされるものなのか？」

「まぁ外国人に対する社交辞令みたいな質問だしなぁ」

　たぶん俺も同じ質問するし。

「ふむ。そういうものなのか」

　リアはひとつ頷いて納得した。

　まぁまだこれらの『設定』も穴だらけなんだが、そのフォローのために俺がいる。

　俺が彼女のフォローのために入るってことは、つみきから店長に話してあるはず。常に目の届くところにリアがいるようにしてもらえれば、ひと通りのフォローはできるだろう。

「それじゃあそろそろ約束の時間だし、中に入るか」

「そうだな」

　えーと、確かこの時間だと店長は事務所にいないから、店内を探してあいさつに来てくれって言われてたっけ。

　俺たちは自動ドアをくぐって店内に入る。

　冷れい房ぼうが効いてて涼し～。

　汗あせばんだ肌はだが冷やされるのを感じつつ、俺は近くにいた店員さんに店長の居場所を尋たずね、惣そう菜ざいコーナーへと向かう。

「ウインナーいかがですかー？」

　スーパーによくある試食コーナーでエプロンを着たおばちゃんが声をかけてくる。

　あいさつがあるので俺は軽く会え釈しやくだけして通りすぎ、五メートルほど先の惣菜コーナーで働いている店員服を着たおじさんを発見した。

「あの、すみません。店長さんですか？」

「はい？　そうですが」

　五十代と思おぼしきメガネの男性は振ふり向むきながら、惣菜パックを並べる手を止める。

「はじめまして。望野つみきさんの紹介で、今日からこちらで働かせていただく波なみ乱だれです」

「ああ、君がつみきちゃんが言ってた彼？」

「はい。よろしくお願いします」

「うんうん。元気なのはいいことだ」

　店長は相あい槌づちを打つと、少し視線を俺の後ろへと向けて。

「それで……あっちの人が聞いてた外国の方？」

「え？　って、おおい！」

「ん？」

　俺の大声に、試食コーナーでウインナーをパクパク食べていたリアが振り返かえる。

「リア！　何やってんだよ!?」

「何と言われても……食べてもいいと言われたから」

　リアは口の中の物をゴクンと呑のみ込む。

　見れば、ウインナーを焼いていたはずのホットプレートの上はカラになっていて、おばちゃんの表情が若じやつ干かん引きつっていた。

「す、すみません！　ほら、リアも謝れ！」

「う、うむ？」

　俺はリアの頭を強ごう引いんに下げさせる。

「……大丈夫かなこのふたり？」

　後ろで、店長が小さく呟くのが聞こえた。
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　そういうわけで早さつ速そくバイトに入った俺たちは、まずレジ打ちから始めることになった。

「……で、この画面のボタンを押おすとレジが開くから。つり銭は渡す前に二回数えてね」

「はい。分かりました」

「………………はい」

　店長の説明に俺とリアはそれぞれ返事をする。

「じゃあまぁ練習でひとりずつ入ってもらおうかな。今はそんなにお客さんも入ってないから、慌あわてなくてもいいからね」

　こちらの緊きん張ちようをやわらげるように店長は笑い、別の仕事があるのだろう、「何回かごとに交代してね」と言い残して去っていった。

　やさしい感じの店長で助かるな。

「さて、頑がん張ばるか。どっちからやる？」

「……先に烈火にやってもらっていいか？　もう少し見て覚えたい」

「そっか。んじゃ、俺先に入るから」

　とはいえ少し緊張するなー。初バイトだし。

　しかし、店長の言う通り今はお客さんの少ない時間帯だったので、しばらくレジに誰も来なかった。

　ガタッ

「あ……」

　隣となりのレジに入っていたおばちゃんがいなくなってしまった。

　まぁお客さん来ないし、手が空いたらドンドン次の仕事をやるのがフツーなんだろうな。

　そういうわけで五つあるレジの内、人が入っているのは俺たちのところだけとなってしまった。

　少々不安が増すが、息を吸って気を落ち着かせる。

　大丈夫。お客さんが急に増えて困った時などは、レジの内側にある呼び出しスイッチを押せば、ベルが鳴って店員の誰かが来てくれると教えてもらってるんだ。もしもの時はそれを押せばいい。

　そうこうしている内に初レジの時間がやってきた。

「あら？　学生さん？　新しい子よねぇ」

「はい。臨時なんですけど」

「そう。お願いね」

　はじめのお客さんは気のよさそうな奥おくさんで、カゴの中身も中程度と手て頃ごろな感じだった。いや、手頃って表現もどうかと思うが、初はつ挑ちよう戦せんの相手としては申し分ない。

　ピッ　ピッ　ピッ　ピッ　ピッ　ピッ

「千八百六十円になります」

「はい」

　奥さんは二千円を差し出してくる。

「お預かりします」

　うああ、ちょっと頭が白くなってきた……。

「おかえっ……お釣つり百四十円のお返しになります。あ、っと、レシートになります」

「はい。あとビニール袋ぶくろもらえる？」

「あっ！　す、すみません」

「ありがとう」

　手間取る俺に怒おこることもなく奥さんは微笑ほほえんだ。

　うぐぐ……「お返し」と「お釣り」を言う順番間ま違ちがえた、というかごっちゃになった。レシートも忘れそうになるし、ビニール袋にいたっては完全に頭からすっぽ落ちてた。

　あと地味にお釣りをちゃんと数えてなかった。間違いはしてないと思うが、ちゃんと数え直すように言われていたのに……ううむ。

「……えぇい！」

　落ち込んでてもしょうがない。

　要は慣れと確認だ。手順さえ忘れなければそうそう失敗することもないはず。

　気を取り直した俺は続くお客さんたちの対応をし、五、六人目辺りでようやく澱よどみなくレジを打ち終えることができた。

「五百円のお返しです。ありがとうございましたー」

　ふぅ……やっと一ヶ所もトチらずにやれた。

「……あ」

　リアのこと忘れてた。

　慌てて俺が振り返ると、彼女は同じ場所にジッと佇たたずんでいた。

　もしかして、ずっと俺の手元を見てたのか？　道理でたまにお客さんが俺の後ろに視線をやるわけだ。

「リア。交代するか？」

「…………ああ」

　硬かたい声で返事をして、リアは俺とレジを替かわった。

　ちょっと心配だけど危なければ俺がフォローすればいいか。元々そのためにいるんだし……と、そう思っていたのだが。

「あ～ちょっとそこのお兄さん」

「はい？」

　振り向くと、そこには杖つえをついたおばあさんが立っていた。

「すんませんけど、海の苔りはどこにあるのかのう？」

「海苔……ですか」

　困った、まだどこに何があるか把握してない。

　とはいえ、周囲には俺以外に店員はいないし、おばあさんはこちらをジッと見ている。無視するわけにもいかないだろう。

「……っ」

　リアひとりを残すのは不安だが……。

「海苔はどこかのう？」

　おばあさんは再度尋たずねてくる。

　……仕方ない。

「リア。ちょっと俺ここを離はなれるけど、何かあったらベルを鳴らすんだぞ？」

「べ、ベル？　ベルか？」

「ああ。じゃあ、できるだけすぐ戻もどるから」

　俺はおばあさんを先導し、棚たなと棚の間からどこにどんな商品があるかを探さぐるがなかなか見つからない。ひとりで海苔なんて買う機会ないし、親父とお袋が海外に行ってからも買い物は全部ハリッサ任せだったからなぁ……。

　缶かん詰づめコーナー……この辺か？

　勘かんで選んで海苔を探すが、やはり見つからない。

「海苔は置いてないのかのう……？」

「いえ、そんなことはないと思うんですけど……」

「爺じいさんの朝ご飯どうしようかのう？」

　おばあさんの困った表情。

　俺も困った。

「――波乱様。どうされたのですか？」

「どうかしたのか底なしオロオロニンゲン」

　その時、不意に聞き覚えのある声が聞こえる。

　振り返れば、そこには買い物カゴを持ったスズランと、彼女のカゴに大量のお菓か子しを入れようとして止められているウラウラが立っていた。どちらもメイド服である。

　どうやら彼女たちも買い物に来たようだ――助かった。

「スズラン。海苔がどこに置いてあるか知らないか？」

「海苔ですか？　それでしたらそちらの棚の、ふりかけコーナーの隣ですと私は答えます」

「サンキュッ！」

　俺は手早くお礼を言い、おばあさんをスズランが指差した方へ誘ゆう導どうする。

「あった！　すみません、こちらになります」

「ありがとうねお兄さん」

　ふぅ。何とかなったか。

　案内を終え、俺は安あん堵どのため息をつく。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか波乱様？」

「スズラン。いやぁ、助かったよ」

　だいぶ焦あせってしまったが、スズランが通りかかってくれて本当に助かった。

「波乱様はこちらで何をされているのですか？　そちらのエプロンはお店の物と思われますが、と私は首を傾かしげます」

「今ここでバイトしてるんだよ」

「まぁ、そうなのですか」

「そうそう。リアのつきそ、い、で」

　大事なこと忘れてた！

「スマン！　このお礼はいずれするからまたあとでな！」

「あっ、波乱様」
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「底なし落ち着きのないニンゲンだな」

　その場にスズランとウラウラを置き去りにし、俺おれは急いでリアの許もとへ戻る。

「オオゥ!?」

　レジには長ちよう蛇だの列ができていた。

「リアッ！」

「れ、烈火……」

　リアは泣きそうな顔でこちらを振り返る。

「何してんだよ？　何かあったらベル鳴らせって言っただろ？」

「どれがスイッチか分からなくて……」

　ガクッ、とコケそうになった。

　ベルのスイッチを忘れたのか。

　俺は代わりにベルを鳴らし、至急応おう援えんを頼たのむ。

「すみませーん！　お待たせしましたー！」

　それで俺はリアと交代し、並んでいるお客さんに頭を下げつつレジ打ちを開始した。
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「機械に弱いんなら最初に言ってもらわないとねぇ」

「すみません……」

「申し訳ない……」

　俺とリアは店長に頭を下げる。

「レジ打ちくらいはできてもらわないと困るんだけどねぇ」

　うっ……マズい。店長がリアを雇やとうのに難色を示し始めてる。

「いや、あの、さっきのは俺も傍を離れちゃったし、リアもパニックになっちゃったと思うんですよ！　なるべく早く覚えさせますから、どうか……！」

　慌てて俺はリアをフォローし、何とかバイトを継けい続ぞくさせてもらえるよう頼む。

「う～ん、まぁそうだねぇ。じゃあ、リアさんは何が得意なの？」

　店長の視線が今度はリアに向けられる。

「得意……力仕事ならば、自信はあるが……」

「女の人が力仕事ねぇ……。それなら裏の倉庫で荷物下ろしてる人いるから、それ手伝ってきてくれる？」

　荷物というと、商品が入った段ボールとかだろうか？

　とりあえず俺たちは従業員用の通用口を通ってスーパーの裏手に回り、シャッターの開いた倉庫へと向かう。

「おうっ！　お前らどうした？」

　段ボールやビンの入ったケースを上げ下ろししていたおっちゃんが、俺たちを見て声をかけてきた。

「店長に言われてこちらを手伝いに来ました！」

「そうか！　結構重いぞ！」

「頑張ります！」

「元気いいな！　それなら、そっちの棚の段ボール全部下ろして台車で店の裏口まで運んでくれ！」

「分かりました！」

　俺たちは指示に従って段ボールを運び始める。

「おっ！　っとっとっと」

　言われた通り段ボールはなかなか重い。音からして、中身は缶詰だろうか。

　ひぃこら息を吐はきながら台車まで運び、あとはガラゴロと車輪を転がしてスーパーの裏口まで段ボールを運ぶ。

「おいおい！　ネーちゃん大だい丈じよう夫ぶか!?」

「！」

　運び終えたところで倉庫の方からおっちゃんの驚おどろく声が聞こえ、何かあったのかと急いで戻る。

　そこには件くだんの缶詰入り段ボールを十個ほど縦に積んで持つリアの姿があった。

「別に無理しなくていい、ていうか、よくそんなに持てるなぁ!?」

　リアの正体を知らないおっちゃんは動どう揺ようしまくった声を上げる。

「これくらい問題ないぞ？」

　平然とした顔でリアは答え、台車も使わずに荷物を運ぶ。

「……リア、次からは一度に運ぶ荷物は少なめにな」

　俺は彼かの女じよの進路をふさがないように近づき、こそっと耳打ちした。

「なぜだ？」

「フツーの女の人はそんなにたくさん持てないんだよ。変にめだつのはよくないだろ？」

「なるほど。分かった」

　リアは頷うなずき、とりあえず今持ってる分はそのままスーパーの裏口まで運びに行った。

　こういう細かいところもしっかりフォローしてかないとな。

　なんて思いながら俺は彼女を見送り、仕事に戻ろうとした時、

「ぬぐおおおおおおおお！」

　大量のビン入りケースを抱かかえたおっちゃんの雄お叫たけびが聞こえてきた。

「って！　何やってんですか!?」

「ぬおおおおおお男源げん太た郎ろう！　女子供に負けてらんねぇぜ!!」

　いや、リアは特別なんですって！　あと俺は別に無む茶ちやな運び方してないですよ!?

　というニュアンスをどうやってリアの正体を明かさずに伝えるか迷っている内に――おっちゃんはバランスを崩くずした。

「おがああああああああああ!!」

「ぎゃああああああああああ!!」

　悲鳴を上げる俺とおっちゃん。

「ん？」

　段ボールを置いて戻ってきたリアだけが、事情が分からず首を傾げていた。
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「まぁね、源さんも大人げなかったというか、別に君たちが悪いわけじゃないんだけどね」

「……もうホント何て言うか……すみません」

「……申し訳ない」

　苦い顔の店長さんに俺たちは合わせて頭を下げる。

　直接的ではないにしろ俺たちが原因で、結構な数の商品をダメにしてしまった。ここでクビと言われても仕方がない気がする。

「……うん。まぁ顔を上げて。幸いケガした人もいなかったし、君たちも悪気はなかったんだし、もう少し様子を見ようか」

「あ……ありがとうございます！」

　次の俺たちの仕事は商品のチェックだった。

　棚から棚、コーナーからコーナーへと移動しながら、どの商品がどれくらい売れているかを数えていく。

「うーん、このスナック売れてないなぁ……」

　商品名は「七草味スナック」……健康によさそうな名前だけど味が想像しづらいな。

「リア。そっちの商品はどうだ？」

「……ん？　あ、ああ」

「どうした？」

　うわの空な生返事を返してくるリアに俺は尋ねる。

「いや……お金を稼かせぐというのは想像以上に大変なのだな」

「まぁな」

「こんなに大変な思いをして手にしたお金で私に食べ物を食べさせてくれていた男たちは、とてつもなく親切だったのだな……もっと丁てい寧ねいにお礼を言っておくべきだった」

「……」

　それは微び妙みように違ちがうんだが、水を差すのはやめておこう。

「烈火にも迷めい惑わくばかりかけているし……」

「なんだ、そんなん気にすんなって」

「しかし……」

「いーから。奇き妙みような縁えんかもしれないけど、リアと俺は深く関かかわっちまったからな。リアが幸せになるまで、とことんつき合うさ」

「烈火……」

　リアは数秒、俺の言葉を噛かみ締しめるように口を閉ざすと――見み惚ほれるような微笑みを浮うかべた。

「では、烈火には私を幸せにしてもらわないとな」

「おう。任せとけ」

　俺が笑え顔がおで請うけ負おうと、リアはうれしそうに目を細めた。

「――ん？」

　その時ふとリアが何かに気づいたような声を上げる。

「烈火。ひとつ尋たずねたいのだが」

「何だ？」

「お金を払はらう前にお店の物を自分のポケットに入れるのはいいことなのか？」

「いいわけねーだろ。それじゃ万引きだ」

「今あそこの男がやったぞ」

「……何ィ!?」

　リアが指差した方向はお酒コーナーで、そこにはひとりの男の人がキョロキョロと周囲を見回していた。男の両手はズボンのポケットに突っ込まれている。

「リア。何を入れたか見えたか？」

「小さなビンと小さな袋だが」

　お酒とおつまみとかだろうか？　男のいる場所的にそのふたつだろう。

　さて、リアの言葉を疑うわけではないけれど、ここで大声を上げるのはマズいか？　俺自身は見ていないわけだし、何らかの勘かん違ちがいということもある。

　まずは声をかけて確かめるべきか。

　そう思って俺はお酒コーナーに近づこうとして――その男と目が合った。

　瞬しゆん間かん、男はダッと走り出だす。

「あっ！」

　しまった！　ジッと見すぎたか。

「くそっ！」

　とりあえず追いかける。

「烈火。万引きとは悪いことなのだな？」

　隣を並走するリアが俺に尋ねてくる。まだ事態を把は握あくできていないものの、ひとまず走り出した俺についてきているようだ。

「ああ、悪いことだよ！」

「ではあの男は捕つかまえた方がいいのか？」

「そうだ！」

「分かった」

　そう頷いた瞬間、リアは加速した。

　前方の人とカートをジャンプで飛とび越こえ、着地すると同時にまた加速。人間を超こえた身のこなしであっという間に男に追いつき、

「たァ！」

　飛び蹴げりをかました。

　いや、おそらく相当に手加減したのだろうが、元々の身体能力が高すぎた。蹴けられた男は見事に吹ふっ飛び、自動ドアを破ってゴロゴロと店外に転がってブッ倒たおれてしまう。

「あ……あぁ～～～」

　俺は額に手を当て、天てん井じようを仰あおいだ。
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「そりゃぁね、商品を盗とったあの男が悪いし捕まえようとしてくれたのはいいんだけど……ほら、ウチも客商売だから。やりすぎちゃうのはねぇ……」

　あのあと困った表情を浮かべた店長はそう言って頭をかきながら、俺たちに「不採用」を告げた。

「すまない、烈火……」

「いや、まぁ気にすんなって」

　意い気き消しよう沈ちんした俺たちはひとまずこの件をつみきに報告するため、『のぞみや』へトボトボと向かった。

「あれ？　ふたりともどうしたの？　……なんか元気ないわね」

　つみきは仕事中だったが、俺たちの沈しずんだ様子を見て眉まゆ尻じりを下げる。

「テトラ。ちょっと配はい膳ぜんお願いね」

「分かったです」

　つみきはテトラにそう告げると、俺たちを二階の客間へと上げた。

　俺はことの経けい緯いをつみきに説明する。

「はぁ……まさか初日でクビになるとは思わなかったわ」

　話を聞き終えたつみきは眉み間けんを指で押おさえながらうなった。

「だいたいアンタはリアさんのフォローのためについて行ったんでしょ？　何でこんなことになってんのよ」

「いや、まったくもって面めん目ぼくない……」

　反論のしようもないことなので、俺は居い心ごこ地ち悪く体を縮める。

「……まぁ、やっちゃったもんは仕方ないわね。次のこと考えないと……ほら、リアさんもそんな端はしっこにいないで」

　つみきは気を取り直すように顔を上げ、部屋の隅すみで体育座ずわりしているリアに声をかける。

　彼女の声に反応してリアはふら～と立ち上がって、こっちへ戻ってくるが雰ふん囲い気きは暗い。

「……私がダメな奴やつで申し訳ない」

「まぁまぁ。まだちょっと働くのに慣れてないだけですよ」

　……俺の時とは違ってリアには随ずい分ぶんとやさしくフォローするなぁ。

　まぁ今でこそ『のぞみや』は繁はん盛じようしているが、閉店間ま際ぎわまで追い込まれていた時期もあった。それを救ったのはリアなわけで、感謝するのも当然なのか。

「それで次のバイトなんですけど……ちょっと問題があると言うか何と言うか」

　つみきはちょっと困ったように腕うでを組む。

「問題って？　この商店街にそんな変なバイトがあるのか？」

「ウチの商店街はいたって健全よ。というか、次に紹しよう介かいできるバイトは商店街のバイトじゃないの」

「？　この商店街ってそんなにアルバイト募ぼ集しゆうしてないんだ？」

「じゃなくて……テトラと一いつ緒しよにジズ星に移住した地底人ってたくさんいたでしょ？」

「ああ」

「あれからしばらく経たって、テトラ以外にも結構な数の地底人が地上に出てバイトを始めたのよ。目的はテトラと同じで故郷の発展のために地上の文化の勉強ね。だから今どこのお店も人手は足りてるの」

「へぇー、そうなのか」

　地底人（それともジズ人って言った方がいいのか？）たちも頑がん張ばってるんだなぁ。以前は停てい滞たいした地下暮らしで活力のない人たちだったけど、少しずつ変わってきているらしい。

　テトラの頑張りも実ってきてるんだなぁ……まぁ、それは今は置いといて。

「商店街の働き口が埋うまってるってのは分かったけどよ。何なんだ？　その『ちょっと問題のあるバイト先』って？」

「えぇっと……私のお父さんの同級生がね、この前閉店したファミレスを改装して今度新しくお店を開くのよ」

「何のお店なんだ？」

「メニューと値段的にはファミレスと一緒ね」

「？　要するにファミレスじゃねーか」

「うん、まぁ。チェーン店じゃなくて個人経営になるけど」

「個人ねぇ。けどつみきの親おや父じさんの同級生ってことは、別に怪あやしい人ってわけじゃないんだろ？」

「そりゃもちろん……性格はいい人よ」

「……？」

　つみきは何だか本題を避さけようとして、随分と言葉を選んでる気がする。

「なぁ」

「何？」

「結局その『ちょっとした問題』ってのは何なんだ？」

「えーと…………まぁその、ホントは私の同級生とか紹介してって頼まれてたんだけど、たぶんリアさんなら条件満たしてるかなーとは思うし……」

「つみき？」

「……そのお店はね」

　とうとう観念したつみきは、正直にその問題点とやらを話し始めた。




　　　　　▽




　日曜日。

　新たなバイト先『リンダラバーズ』の開店当日。

「はぁーい。みんな集合ー」

　パンパンと手を叩たたいて店員たちを呼んだのは、『リンダラバーズ』の店長リンダさんだ。喋しやべり方かたで分かる通り、いわゆるオネエ系の方だ。だが体つきはマッチョ。

「もうすぐ開店だけど。みんな愛あい想そよく元気よくかわいくお願いねー」

「「「「「はぁーい」」」」」

「は、はーい」

　ちなみに店員は俺以外全員女の子だ。いや、正確には店長も男なのだがそうカウントするとたぶん怒おこられる。

　まぁ俺が感じている居心地の悪さは、何も男が自分だけという点だけではないのだが。

「いやーここは素す晴ばらしいお店ですねー。眼福眼福」

　相変わらずセクハラ発言を厭いとわない未来人のアールは、ウエイトレスの制服に身を包つつんだ彼女たちを見てコマのように回る。

　……そう、正直な話、ここの制服はエ……もとい、スカートがやや短かったり、胸むな元もとがやけに強調されていたりして、かなり直視しづらい構造をしていた。アールはうれしいかもしれないが、こんな場所に男ひとり放ほうり込まれた俺はどうしたらいいんだ？　主に目のやり場に凄すごく困る。

「んん～？　烈火クン元気ないわよぉ。もっと元気なこ・え・で・っ」

「はい！」

「ノンノン。大声出せばいいってもんじゃないのよ？　もっとセクシーに」

「は、はぁぁ～い！」

「うん。いいわね」

　満足げにリンダさんは頷く。

　あいさつにまでセクシーさを求めるのもどうかと思うが、まぁそこは店長のこだわりなのだろう。

　そもそも店長であるリンダさんが、このお店のコンセプトとして掲かかげているのが「女の子の究極のかわいさ」であり、このエ……ゲフンゲフン、女の子のかわいさを引き立たせる制服も店長のデザインなのだ。

　本当は店内全員女の子で揃そろえたいくらいだったらしいのだが――もちろんここでも店長を男に数えてはいけない――何か問題が起こった時に女の子だけだと不安なので、俺のことも雇ってくれたようだ。

「あら？　リアちゃん名札が曲がってるわよ」

「ん……これでいいだろうか？」

「ええ！　バッチリよ、バッチリ。本当にとってもとってもかわいいわ」

「あ、あり、がとう？」

　……まぁ、半分はリアのついでって感じだろうけど。つみきの紹介だったしな。

「い～い？　ここはかわいい妖よう精せいさんたちの箱庭よ。みんなは日ひ頃ごろのストレスで胃い潰かい瘍ようまみれになった現代人の胃い袋ぶくろを癒いやして差し上げるの」

「「「「「「はぁーい」」」」」」

　いや、返事しといてなんだけどその標語はどうなんだ？

「……よし、頑張らなければな」

　隣となりでリアが小さく気合いを入れている。

　仮にここがダメだったとしても、まだつみきが紹介できるところがなくなったというだけで、ほかにもバイト先は探せばあるはずなのだが、前回の失敗を取とり戻もどそうと張り切っているようだ。

　そんなこんなで『リンダラバーズ』は開店の時間を迎むかえた。
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「烈火クーン。お皿洗ってー」

「はぁーい」

「烈火クーン。生クリーム取ってー」

「はぁーい」

「烈火クーン」

「はぁーい！」

「呼んだだけー」

「遊ばないでくださいよ！」

　基本裏方のキッチン担当と言いつつ調理は店長がやるので、主な俺おれの仕事は雑用全ぜん般ぱんだった。その雑用もホール以外に限られるのだが、それでもかなり忙いそがしかった。

　要するにお客さんがメチャクチャ入ってるのだ。

　この辺はメイド喫きつ茶さもないような町だったが、それでもケータイぐらいは普ふ及きゆうしている。閉店したファミレス跡あとに再びファミレスができたと思って入ってみて、そこに店長曰いわく「かわいい妖精さんたちの箱庭」が広がっていれば、またたく間に噂うわさは広がる。土曜日で休日ということもあり、人はドンドン集まった。

　店長が店内の装そう飾しよくなどに凝こったため、席数は三十程度とやや少なめになっているはずだが、二時間近く満席が続いている。

　さっきチラッと見たが、まだ待合席に人がいた。

　料理の量も値段もフツーのファミレスと変わらないので、注文もドンドン入る。それをたったひとりで捌さばく店長の手しゆ腕わんも凄いが、ホールはオーダーに配膳にてんやわんやだ。俺もあれこれとやっているが、一番仕事が少ないかもしれない。

　こんな忙しくてリアは大丈夫かな……？

　俺は店長の指示をこなしながら、タイミングを見計らって再びホールを覗のぞく。なるべくお客さんに見えないようにと言われているので、こっそりとだ。

　ホールの中でもひと際人の目を引いているリアは、ちょうど注文を受けている最中のようだった。

　当然キッチンからではお客さんとの会話なんて聞き取れないが、とりあえず今のところは上う手まくやれているようだ。

　やはり注文機ハンデイを使わず、メモに手書きする形でお客さんの注文を受けるようにしたのがよかったようだ。

　もっとも売上などは注文機に入力されたデータからはじき出すので、あとでメモした分はまとめて入力しなければならないのだが、それは仕事が終わったあとで俺も手伝うと言ってある。たぶんこれがベストなフォローの形だろう。

　スーパーと違ってレジはひとつだし、これは慣れるまでほかのホールの人に代わってもらえばいい。その分できることは人一倍働くようにしなければならないが。

「烈火クーン。これホールの娘こに渡わたしてきてー」

「はぁーい」

　とにもかくにも忙しかったが、『リンダラバーズ』でのアルバイトは順調だった。

　ところが、ようやく客足も落ち着いてきたかというそんな時。

　ガッシャァーン!!

　まず聞こえてきたのは食器と食器がぶつかる大きな音だった。

「あら？　誰だれかお皿落としちゃったのかしら？　烈火クンちょっと見てきてくれる？」

「ホール出ていいんですか？」

「今ちょっと手が離はなせないのよ。そこのスカートはいていって」

「ええぇえ!?」

「冗じよう談だんよ。スカートはきたいなら、まずは女性ホルモンを打たないとね」

「別にはきたくもないし打ちたくもないです！」

「いーから、ほら早く行って行って」

　変なこと言ってきたのは店長が先なのになぁ……なんて思いつつ、急せかされるがままに俺はホールへと出る。

　サッと店内を見み渡わたして何が起きているのかを把握しようとして――ひとりの男性客に必死に頭を下げているリアの姿を発見した。

「何こぼしてんだよ姉ちゃん！　汚よごれちまっただろうが！」

「も、申し訳ない……」

「申し訳ないじゃねーよ！　拭ふけ、ここ！」

　怒ど鳴なりながら男は料理のソースらしき物で汚れた場所――ズボンの股またの辺りを指す。

「……りょ、了りよう解かいした」

「ちょっと待ったぁあああ！」

　何言ってんだこのおっさん！　そしてリアも何頷うなずいてんだ!?　ああ、そういうのに疎うといのか！　いや、だからってそんなことさせられるか！

「すみませんお客様！　タオルお持ちしましたのでこちらで……」

「なんだおめー。自分で拭かせる気か？」

「で、では俺が拭きますので」

「おめーは関係ねーだろ！　こぼした姉ちゃんが拭け！」

　確かにこぼしたのはリアだけど、イヤらしい考えが透すけて見えんだよ！　鼻の下伸のびすぎだおっさん！

「烈火。ここは私が」

「いいから！　リアも黙だまってなさい！」

　リアはリアで躊躇ためらいがないから、それを止めるのにも苦労する。

「あらあら、どうしたのかしら？」

「店長っ」

　ありがたい。マッチョでオネエなそのキャラの濃こさで、ぜひともこのおっさんの言い分を封ふうじ込めて欲ほしい。

「なんだてめー。店長ぉ？　キモすぎんだよ！」

「はうぅ～～ん！」

「て、店長ー！」

　店長は涙なみだをキラキラさせながら床ゆかによよよと泣なき崩くずれた。意外と繊せん細さいですね！

「おめーもいつまで邪じや魔ましてんだよっ、オラ！」

「うっ！」

　胸を強く小こ突づかれて一いつ瞬しゆん息が詰つまるが、踏ふみ止とどまる。

「烈火っ。お客様、悪いのは私だ。烈火にヒドいことしないでくれ」

「あンだよテメエらさっきから呼び捨てで呼び合いやがって！　こっちはイライラしてんだよ！　責任取れ！」

「うむ。分かっ――」

「待てって」

　俺は再びリアを制す。

「お客様……。すみませんけど、さすがにウエイトレスにそんなことさせられないんで。勘かん弁べんしてもらえませんか？」

「～～～こンのッ！」

　ついに我が慢まんの限界に達したのか、男は俺の胸むな倉ぐらを掴つかみ上あげる。

「……ッ！」

　思ったよりパワーがある。ていうか、俺が非力なのか。グングン首が絞しまる。

「ッ！　すまない。私が悪かったから、烈火を離してくれ！」

「うるせぇ！　生意気なんだよこのガキ！」

　おっさんはますます力を入れてくる。

　う……ちょっとマズいか。

　その時。

「―――烈火を離せ！」

　リアの手が男の顔面を掴む。

「グッ！　オガガガガガガ！」

　アイアンクローを喰くらったおっさんは俺の胸倉から手を離し、自分を拘こう束そくするリアの手を振ふり解ほどこうとするが力が違ちがいすぎた。

「あブブブブブブ……」

　そのままおっさんは泡あわを吹ふいて倒れた。

「……すまない烈火。またやってしまった」

「ゲホッゲホッ……え？」

　謝あやまるリアに、俺は咳せき込みながら尋たずね返す。

「もう迷めい惑わくはかけられないと思って我慢していたのだが、またやってしまった」

「あ……」

　もしかして、この前スーパーでやりすぎたのを気にしてたのか？　だから穏おん便びんに済まそうと……？

「じゃあ、ホントは拭くの嫌いやだったんだな」

「当たり前だ。私は烈火以外にこの体を触さわらせたりしないぞ……。今回はフキンを何枚も重ねれば問題ないと思ったんだ」

「……」

　そういえばおっさんの要求に対して、一瞬だけど口ごもってたっけ。何が「そういうのに疎いのか」だ。ちゃんと嫌がってんじゃねーか。しかもそれを我慢させるほど気をつかわせて。

「……そんなこと、しなくていーって」

　俺はそう言って立ち上がり、エプロンの埃ほこりを払はらう。

　さてと、いきなり問題起こしたんじゃ、またクビかな。今度は何のバイトを探すか……。

「リアちゃん！　あなた強いのねぇ」

「どわぁっ！」

　いきなり復活した店長の興奮気味の顔が間近に現れ、つい悲鳴を上げてしまう。

　店長はリアの手を取り、ぶんぶんと上下に振る。

「リアちゃんがいてくれれば用心棒代わりに男を雇やとう必要なんてないわね。頼たのもしいわぁ」

「えっと、私はここにいていいのか？」

「もちろんよ！」

　満面の笑えみを浮うかべて店長は頷く。

　そういや『リンダラバーズ』は妖精さんたちの箱庭。かわいい女の子たちのお店。本当は店員全員を女の子で揃えたかったと言っていたっけ。男を雇っていたのは、今回みたいな問題が起こった時の用心のため。

　まぁ確かにリアがいれば男の用心棒など必要ないだろうが……しかし。

「店長。でも、このお客さんどうするんですか？」

「……ん？　おっ？」

　ちょうどおっさんも気がつき始めたようで、うっすらとまぶたが持ち上がる。

　原因はどうあれ手を出してしまったのはこちらだし、このおっさんがこのまま何事もなく帰ってくれるとは思えないのだが。

「あらあらそうねぇ」

「ッ!?　!?」

　な、何だ今の？　店長が頬ほおに手を当てた瞬しゆん間かん、味わったことのないような寒気が……！

「そのお客様には私の方から誠心誠意、心を込めてお話しするわ。それに――私が全然『キモくない』ってことを教えて差し上げなくちゃね」

　……店長、笑え顔がおが鬼おにのようです。

「さぁさお客様。ちょっとこちらへ」

「おっ？　おっ？」

　まだ覚かく醒せいしきっていないおっさんの襟えり首くびを掴み、店長は店の奥おくへと消えていく。

　数秒後、にわとりの首を絞めたような悲鳴が聞こえてきた……が、その場にいる全員が暗あん黙もくの了解として、気にしないことにした。
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　こうして無事（？）リアのバイト先も決まった帰り道。

「まぁ、とりあえずバイト決まってよかったな、リア」

「うむ」

　リアは頷く。

「烈火も私の面めん倒どうを見るのが終わったら、今度はお客さんとして来てくれ。たくさんサービスするぞ？」

「ああ、うん」

　俺は答えながらちょっと冷ひや汗あせをかく。

　あのお店の制服を着たリアって破は壊かい力りよく高いからなぁ……。

　まぁ、店長のリンダさんも少し（？）変だが、基本的にいい人だし、リアのことも気に入ってくれているようなので、よくしてくれるだろう。

　ここしばらく続いたリアの私生活問題は、これでいちおう解決の目め途どは立ったかな。

　ただ……ちょっとだけ気になることがある。

「リア」

「ん？　何だ？」

「あのさ……」

　自分から声をかけておきながら、つい俺は口ごもる。こんなことを言うのは、今いま更さらな気がしたからだ。

「もしかして、バイトするの嫌じゃなかったか？」

　働く。お金を稼かせぐ。家に住む。洗せん濯たく機きを使う。――それらは全部人間の常識で、基準だ。俺もつみきもその基準で考えて、リアの生活にあれこれ口出しした。

　彼かの女じよは俺たちの言うことに素す直なおに従っていたけど……本当は、嫌だったんじゃなかろうか？　それなのに俺たちの言うことだから、我慢していたんじゃないのか？

　本当に今更な気づき方だ。ここまでやらせておいて、何言ってんだという気もする。

　それでも聞かずにはいられなかった。もう少しで、あんなことをリアにやらせていたかもしれなかったし、もしかしたらこれからさせてしまうかもしれないから。

　それだけは事前に止めたかった。

「烈火」

　リアは俺を見て立ち止まる。俺も足を止め、彼女と向き合う。

「私は烈火たちの気き遣づかいを迷惑だなんて思ったことは一度もない」

　キッパリとリアはそう言った。

「それに私が人間たちと――烈火たちとともに生きたいと思っているんだ。なら、私の方が人の生活に合わせるのが普ふ通つうのことだろう？　確か、この国の『ことわざ』……だったか？　それにもあるだろう、ほら、ゴウになんたらゴウにうんたらとか」

　……郷ごうに入りては郷に従え、か。

「そっか……。ならいいんだ」

「うむ」

　俺たちは互たがいに頷き合って、再び歩き出だす。

　ひとまず、『のぞみや』へ行って、つみきとテトラに報告か。今度はいい報しらせなので、足取りも軽い。

「……そうだ。一点、訂てい正せいすることがあるな」

　歩みを止めずに、リアは呟つぶやく。

「訂正？」

「前にも言ったかもしれないが、私にとって一番特別なのは烈火、お前だ」

「ブッ！」

　そんなことをサラリと言われても！

「だから、私が一番ともに生きたいと思っているのもお前だ」

「ちょっちょちょちょ、リ、リア？」

　しどろもどろになりながら俺は彼女の方を見た。

　けれど彼女は口を開くのをやめない。

「今まではあちこちフラフラしていたが、これからは私の居所が分かりやすくなっただろう？　烈火の方からも、いつでも遠えん慮りよなく私を訪ねていいからな」

「それってバイト先のこと……だよな？」

　リアは質問には答えず、ただイタズラっぽく微笑ほほえむ。

「サービスするぞ？」




―了りよう―







保健室の先輩と幽霊騒動







　あくる日、体の節々に痛みを覚えて俺は眠ねむりから目を覚ました。

「……またか」

　俺はため息をつく。

　目覚めた俺の視界に入ったのは、逆さまの景色だった。寝ねぼけ眼まなこだったのでちゃんとは見えないが、たぶんここはリビングだろう。

　ここ最近、俺は深夜変な場所で目を覚ますという異常事態に悩なやまされていた。

「よいしょっ、と」

　ソファの背もたれに引っかかっていた脚あしをはずして体を起こし、痛む肩かたをほぐす。

　寝る前は確かに自分の部屋のベッドに入ったんだけどな……。

「……」

　薄うす暗ぐらいリビングの中を確かく認にんすると、やはりドアが開いている。

　よくもまぁ寝ながら器用に開けるもんだ……。

「アール。いるかぁ？」

「何ですか？」

「ぎゃぁ！」

　テレビから這はい出でてくんな！　怖こわいって！

「ビックリさせんなよ！」

「そんな大きな声を出すとハリッサさんが起きてきてしまいますよ？」

「っと……」

　俺は慌あわてて口をふさぐ。

　しばし耳を澄すませてハリッサが起きてこないか確認し、ほっとひと息つく。

「それで？　どうかしたんですか？」

「これで何回目だって話なんだけどさ……。やっぱり今回も俺って寝たまま家じゅう歩き回ってたのか？」

「ええ、そうですよ」

「うわぁ……」

　アールの証言によると俺は夜中に突とつ然ぜん起き出して、家のいたるところをぐるぐると歩いているらしい。もう何回も聞いた話だ。

　常に俺の傍にいてしかも寝ることもないアールの証言なんだから疑いようもない。

　さすがに毎日こうして変な場所で起きるわけじゃないが、起きる場所はバラバラだ。あえて言うならリビング近辺が多いか？　まぁ、あとハリッサの部屋には一回も侵しん入にゆうしてないのは幸いだ。寝てる状態じゃ何するか分からないし。それに。

「もしもハリッサの部屋で朝まで寝てたりしたら、皐さ月つきにブッ飛ばされそうだしなぁ」

「ハリッサさん的にはむしろバッチコイだと思いますけどね」

　アールはいつもわけの分からないことを言う。

「男に不法侵入されて喜ぶ女の子なんているわけないだろ」

「左様ですか」

　やれやれといった感じで未来人は肩を竦すくめる。

「とりあえず、部屋に戻もどったらどうですか？」

「そうだな。寝直すか。今は……うわぁ、五時半か」

　七時に起きられるか地味に心配だ。

　またハリッサに布ふ団とんを引っぺがされるかも。

　にしても体のあちこちが痛い。歩き回りながら壁かべとかにぶつけているのだろうか？　それくらいならまだいいが、もし階段から落ちでもしたらシャレにならない。

　まったく。いったい何が原因なんだか……？




　　　　　▽




　案の定ハリッサに布団を引っぺがされた俺おれは、おかげで遅ち刻こくはしなかったが、寝ね不ぶ足そくが祟たたって世界史の時間に居い眠ねむりをしてしまった。それを先生に見つかってしまい、罰ばつとして教材を旧校舎の倉庫まで持っていくように命じられた。

「うぐ……重い」

　自分の身長よりもデカい筒つつの中に入った世界地図を背せ負おいながら、俺はひぃこら息を切らせていた。

　居眠りするにしても数学の時間とかにしときゃよかった……マジ重い。

　おまけにこういうデカい教材の置き場所が旧校舎というのも運がなかった。

　旧校舎というのは図書館の隣となりにある古い建物だ。特に授業では使っておらず、主に倉庫として使われているらしい。

　これがまた一年生の教室からは遠くて、渡わたり廊ろう下かを二度渡わたらなくてはならない。本校舎から特別教室棟とうへ行くのにひとつ、特別教室棟から旧校舎へ行くのにひとつ。

　特別教室棟から旧校舎へ伸びる渡り廊下は途と中ちゆうでＹの字に分かれていて、左は図書館、右は旧校舎へと続いている。

「あー、遠かったぁ……」

　旧校舎の扉とびらの前で筒を下ろしてひと息つく。

　こんなことならイリスに手伝ってもらえばよかったか。

　まぁ、次は選せん択たく授業で移動教室があったし、人の罰につき合わせるのもなんだしな。

「つーか居眠りの罰とか言うけどさぁ、単に先生がこれ運ぶの嫌だっただけなんじゃねぇの？」

「それもあるかもしれませんねー」

　もう夏間近だというのに暑苦しい軍服姿のままのアールは俺の愚ぐ痴ちに棒読みで答える。

「それ『も』ってどういうことだよ？」

「おや？　気づきませんでしたか。烈れつ火かさんが居眠りしている間、皐月さんとイリスさんが口くち喧げん嘩かをしていたんですよ」

「……まぁ、なんかおぼろげに覚えてるけど」

　というか、その口喧嘩で俺は目を覚ましたのだ。けど確か、皐月とイリスだけでなくロザリンドも一いつ緒しよにいたような？

「居眠りしている烈火さんの寝ね顔がおをイリスさんがつついて遊んでいて、それを皐月さんが止めようとしたんです。イリスさんは当然言うことを聞かず、ムッとした皐月さんは次に烈火さんを起こそうとして、そしたら今度はイリスさんの方が怒おこり……最終的にはロザリンドさんも口論に交じってきましたねぇ」

「はぁ……」

　人が寝ている間に何やってんだあの三人は？

「……ていうか、居眠りしてた俺も悪いけど、騒さわいでた張本人たちがお咎とがめなしだったのは何でなんだ？」

「さぁ？　関係ないかもしれませんけど、あの男性教きよう諭ゆは独身らしいですね」

「……」

　それは本当に関係ないと思いたい。

「烈火さんっていつかヒロインの誰だれかに刺さされるかと思ってましたが、案外男に刺される方が早いかもしれませんねー」

「俺には刺される未来しかないのか」

　とりあえずため息をついておき、会話を打ち切る。もう充じゆう分ぶん休んだ。

「……さてと」
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　再び俺は世界地図の入った筒を背負うと、旧校舎の中へと入っていった。

　旧校舎というだけあって、中はだいぶ古ふる臭くさい。さすがに木製でこそないが、廊下の窓も立てつけが悪そうに風でガタガタ鳴っている。旧校舎は本校舎の陰かげになっているため、照明のついていない昼間の方がむしろ薄暗かった。

　なんか夜になったら幽ゆう霊れいでも出そうだな……。

　少し不気味に思いながら一階の奥の倉庫へと向かう。

「んー、よっと」

　筒を背負ったままドアを開け、中に入る。

　えーと、確か棚たなの二段目に置いとけって言われたよな。

「よいしょっ」

　筒の腹を持ち、木製棚の二段目に横よこ倒だおしに入れる。途中、棚の柱が出ているので、滑すべらせるように入れなければならなかった。

「――痛ッ!?」

　何だ？　手の平に痛みが……。

　見れば何かで引ひっ掻かいたような傷ができていて血が滲にじんでいた。

「うわぁ、金具か？」

　世界地図を下ろさずに入ったから照明もつけられなかったし、棚も整理されているとは言い難がたかったから見落としていたようだ。

　予よ鈴れいまで時間もないし、そんなに痛くもないから水で洗うだけにするか？

「あっ、ダメか」

　そういえば次は選択の美術の時間だ。しかも間の悪いことにデッサンの授業。ケガをしたのは利きき手ての方だし、万が一血で汚よごしてしまったら、ここ数週間分の苦労が無む駄だになる。

「しゃーない。保健室行くか」

　俺はケータイを取り出し、遅おくれる旨むねを先生に言こと伝づてして欲ほしいと皐月にメールした。




　　　　　▽




　保健室は旧校舎から戻ってすぐの特別教室棟の一階にある。

「すみませーん。ちょっと手をケガしちゃったんですけどー」

　俺はドアを開けながら、室内に向かって声をかける。

「って、あれ？」

　保健室の中には誰もいなかった。

　おっかしいな。フツーは保健の先生がいるはずなんだけど。

「そちらのベッドでお休み中なのでは？」

　アールはカーテンのしまっているベッドの方を指差す。

「ンなわけないだろ。まっ、いないもんは仕方ない」

　消毒ぐらい自分でできる……と思ったのだが。

「あれ……？　救急箱ってどこだ？」

　机周りやガラス扉のついたスチール棚などを調べたが見当たらない。

　そうこうしている内に予鈴が鳴ってしまった。

「マズいな。早く見つけないと」

「…………ぃ」

「ん？」

　今、声が。

「アール。何か言ったか？」

「いいえ。本官は何も」

「えっ、じゃあ誰が……」

　俺は左右を見み渡わたし……人ひと影かげがないので後ろを振ふり返かえって――いつの間にか現れた少女と目が合った。

「うわっ！」

「……」

　少女――もといネクタイの色からして二年生の先せん輩ぱい――は俺を見て小さく口を動かすが、何も聞こえない。

　その先輩は髪かみの先がカカトに届くんじゃないかってくらい長いポニーテールだった。髪はアンティークっぽい蝶ちようの髪かみ飾かざりでまとめられている。

　にしても派手な髪飾りだなぁ。校則に引っかかるんじゃないか？

「……ぃ……」

　もう一度先輩は口を動かすが、やはり何も聞こえない。

　彼女は妙みように眠たげな目で俺を見て小首を傾かしげた。

「あ、あの……いったいどこから、ってぇ!?」

　いきなり抱だきつかれた！　わけが分からない！　ていうか、胸が!?

「あらまぁ意外とデカい」

　そんなの言われなくても分かってる！

　俺がわたわたしていると、先輩は耳元に口を近づけてきて。

「先生は職員室」

　かなり小さくだが、ハスキーな声が鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「あっ、と……そうなんですか？」

　俺が尋たずねると先輩はスッと顔を離はなし、こくりと頷うなずく。

　もしかしてさっきからこれを伝えようとしていたのか？

「ありがとう……ございます」

　ムギュッ

「どういたしまして」

　こ、声が小さいから抱きついて耳元で囁ささやいてるのか。なんて心臓に悪い。

「烈火さんのラッキースケベって胸とかハグとかに偏かたよってますよね。これだけの数の『ヒロイン』に囲まれて未いまだにパンチライベントがひとつもないとは……本人の嗜し好こうが『波なみ乱だれの血筋』に何らかの影えい響きようを……」

　黙だまれアール！　変な考察するな！

「え、えーと先輩。先生がいないのは分かったんで、そろそろ離れていただいても？」

　俺がそう提案すると、あっさりと先輩は離れた。

　ふぅ、ビックリしたぁ……。

「ていうか、先輩さっきまでどこにいたんですか？」

　確か入ってきた時、保健室は無人だったはずだが。

「……」

　先輩は後ろのベッドを指差した。

　見れば、さっきまで閉じていたカーテンが若じやつ干かん開いている。

　あそこで寝ていたのか。道理で眠そうだと。あと制服にも少しシワが寄って……！

「あの……おへそ見えてますよ」

　たぶん寝ていて服がズレたのに加えて、さっき俺の耳元に顔を近づけるために背せ伸のびした時に裾すそが出てしまったんだろう。

「……？」

　先輩は言われて自分の体を見下ろし、着衣の乱れに気づくとテキトーな感じで裾をスカートに入れた。

　あんまりその辺に頓とん着ちやくしないタイプなんだな……。

「……」

　ふと先輩はスチール棚の隣に置いてある籠かごに近づいていった。

　すると彼女はその上にかかっていたタオルをどかし、中から救急箱を取り出してみせる。

「ああ！　そこにあったんですか」

「…………」

　先輩はやっぱり聞き取れない小声で何かを言って、スチール製の丸椅い子すを指差す。

「えっと……座すわれってことですか？」

　こくりと頷かれる。

　俺がおとなしく従って丸椅子に座ると、彼女は救急箱を開けて消毒液を取り出した。

　もしかして、先生の代わりに治ち療りようをしてくれるつもりなのか？

「ありがとうございます」

　せっかくなので厚意に甘あまえることにして右手を差し出すと、先輩は脱だつ脂し綿めんに消毒液をつけてちょんちょんと傷口に当てた。

　少し染しみたがそこは我が慢まんして、ガーゼを当ててもらう。

　あとは包帯でも軽く巻いておけばいいのだが……。

「……？」

「どうしました？」

　先輩の視線を追って救急箱の中を覗のぞく。

　包帯らしき物が見当たらない。

「もしかして、包帯切らしてます？」

「…………ぃ」

　たぶん肯こう定ていの言葉を口にして、先輩は困った顔をする。

　しかし、ふと何かを閃ひらめいたらしい表情を浮うかべ、彼かの女じよはポケットから無地のハンカチを取り出した。

「え？　いや、そんな悪いですよ。汚れちゃうかもしれませんし」

　ハンカチで巻いてくれると察した俺は遠慮するが、先輩は構わずガーゼの上から巻いてしまう。意外と強ごう引いん。

「あ、ありがイィィ!?」

　また抱きつかれた！　胸が！　胸が！

「君……さっき誰と話してたの？」

「!?」

　ヤバッ、そういや保健室入ってきた時、誰もいないと思ってアールと話してたんだ。人から見たら独り言に……って、お願いだから抱きつきながらモゾモゾ動かないでくれぇ！

「見えないモノが見えるタイプ？」

「ち、違ちがいます」

　あながち間ま違ちがっていないが常識的に否定しておく。

「気になる……」

　先輩はそう言って、至近距きよ離りでジッと俺を見つめてくる。

　か、顔が近すぎ……！

　俺がいろいろと焦あせっていると、ガラガラと保健室のドアが開く。

　頑がん張ばって振り返ると、白衣を着た女の先生がこちらを見て呆あきれた表情を浮かべていた。

「……不純異性交遊か」

「違います！」

「冗じよう談だんだ」

　しれっと養護教諭は答えてドアを閉めた。

「常盤ときわ。一年生が困ってる。離してやれ」

「……ぃ」

　常盤先せん輩ぱいはわりとあっさり俺から離れてくれた。

　彼女はそのまま妙にふらふらとベッドまで戻ると、ポテッとその上に倒たおれ込む。

「常盤、寝るな。次は現国だ」

「…………」

　先生に言われると常盤先輩はムクリと起き上がり、億おつ劫くうそうに保健室の端はしっこから机を引っ張ってくる。

「あの先生、常盤先輩って？」

「ん？　見ての通り保健室登校のもやし娘むすめだよ。放っておくと部活の時間までネコみたいに寝続けるんで、アホにならんように私が軽く勉強を見てやってる」

　先生にしては随ずい分ぶんバッサリした言い方だなぁと俺は思った。

「で？　一年生は何をしに保健室に来たんだ？　常盤の胸を触さわりにか？」

「違ッ！　手をケガしたんです。……先生がいなかったんで常盤先輩が消毒してくれましたけど」

「そんな恨うらみがましい目をするな。役得だったろ？」

「……」

　ここで否定できないところが男の悲しいところだよなぁ。

「まぁそれは置いておくとして、とっくに授業は始まってると思うが？」

「ゲッ！」

　時計の針を見て俺は驚きよう愕がくし、大おお慌あわてで保健室を飛び出した。




　　　　　▽




　三日後の昼休み。

　俺はいつも通り皐月・イリス・ロザリンドの三人と一緒にお弁当を食べていた。

「旧校舎の幽霊？」

「そうそう。最近、一年生の間で噂うわさになってるのよ」

　こちらが尋ね返すとイリスは笑え顔がおでうんうん頷く。

「旧校舎ねぇ……。まぁ、この間行ったけど、確かに何か出そうな雰ふん囲い気きだったなぁ」

「え？　烈火、幽霊見たの？」

　イリスが身を乗り出して尋ねてくる。

「いや、何かいてもおかしくないなってだけで実際に見たわけじゃ……」

　俺は少しのけぞりつつウインナーを口へ運ぶ。タコさんウインナーだ。今日のお弁当の当番はハリッサだが、また腕うでを上げたらしい。

「そっかぁ。でねでね、その幽霊ってとっても髪が長くて、なんだかワカメが歩いてるみたいなんだって」

「微び妙みように怖くなさそうだな……」

　イメージを想像して苦く笑しようする。髪が長いというと、幽霊は女性だろうか？　まぁ定番のビジュアルではあるが。

「放課後に旧校舎の方に行くと、廊下を歩く幽霊が見られるんだって。『誰？』って声をかけても返事がなくて、そのままいなくなっちゃうとか」

「へぇー。つーか、ロザリンドは幽霊とかって見たことあるのか？」

　興味半分で俺はロザリンドに話を振ってみる。

　吸きゆう血けつ鬼きとして人間の数倍を生きてきた夜の住人である彼女なら、もしかしたら本物の幽霊を見たことがあるかもしれない。

「それらしいモノなら見たことあるが、生あい憎にくと言葉を交かわしたことはないのう。じゃからあれが見み間ま違ちがいだったのか本物だったのか、確かなことは言えぬ」

　そう言ってロザリンドはあんぱんをかじる。

　彼女でも確実なことは言えないのか。

　俺もたいして霊れい感かんとかないしな。

　そこまで考えたところで、ふと思い出す。

「そういや皐月なら森羅の大魔ま法ほうで分かるんじゃないか？」

「ふぁい!?　な、何が？」

「？　いや、だから旧校舎に幽霊がいるかどうか？」

　何を焦ってるんだ？　さっきから黙りこくってるし。

「分からないわよ幽霊のことなんてアカシックレコードはあくまで『この世』の事象が記録されたものだしだいたい幽霊なんてそんなもの実在するわけないじゃないファンタジーやメルヘンじゃないんだぴゃあ！」

「だぴゃあ？」

　要するに分からないってことでいいのか？

　まぁそんな話をしている内に昼休みも終わる。

　次は体育。水泳だ。

「早く行きましょっ」

「おう。って危ねぇ！」

　イリスが振り回まわす水着入れを避さけつつ、俺も自分の水着を持って移動する。

「なんだかんだでプールが一番楽しみよね～」

「まぁな」

　七月に入ったとはいえまだ湿しつ度どは高いし、何より単純に暑い。ベタつく汗あせをすっきり流せるプールはやはり気持ちいい。

「ワシはそれほどでもないがのう」

　はしゃぐ俺おれたちに比べ、ロザリンドはやや不ふ機き嫌げんといったところだ。

　まぁ、吸血鬼は流水が苦手なのだから仕方ない。

「だいたいこのスクール水着というのもダサい。ワシのような高貴な女が着る物ではないのじゃ」

　不機嫌ついでに、ロザリンドは学校指定の水着にも文句を言う。

「ロザリンドさんは『ちっちゃい＋金きん髪ぱつツインテール＋スク水』という最強コンボの破は壊かい力りよくを分かってませんねぇ。もちろん以前の『幼い容姿に大人の黒ビキニ』も大変素す晴ばらしいギャップ萌もえでしたが、やはり鉄板と王道はいつの時代もよい物なのです」

「……」

　俺は必死にアールのセリフを右から左へ受け流す。

「私は別にスク水のデザインも好きだけど、ちょっと胸がキツいのよね」とイリス。

「だがそれがいい」

「……」

　無。無だ。心を無にしろ。決してアールの戯たわ言ごとに耳を貸すんじゃない！

「……烈火。口元が笑ってるわよ」

「ぐっ！」

　失敗した！　皐月の冷ややかな視線が突つき刺さる。

　俺はせめてその冷視線から逃のがれるように顔を大きく背そむけた。と……

「……？」

　今、廊ろう下かの陰かげから誰かがこちらを窺うかがっていたような？

　その人影らしき物はすぐさま見えなくなってしまって、本当にいたのかどうかも曖あい昧まいだったが……なんか、髪がエラい長かった気が……。

「……まさかな」

　数分前まで皐月たちとしていた会話が脳のう裏りを掠かすめたが、俺は口でそれを否定して頭を振った。
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　放課後。

　俺は保健室を訪おとずれていた。

「お邪じや魔ましまーす」

「ん？　何だ、この前常盤に抱きつかれてた一年生じゃないか」

「……それはさっさと忘れてください」

　その覚え方はどうなんだろうと思いつつ、保健室の中に入る。

「ところでこの前は気がつかなかったが、君はなかなか問題児らしいな？」

　言葉とは裏腹におもしろがるような口調で保健の先生はニヤリと口角を上げる。

「いちおう、フツーの生徒をやってるつもりですけど」

「その割には随分と女生徒に手を出しているそうだが？」

「ブッ！」

　何だそりゃ！

「違いますよ！　どうしてそんなこと言うんですか!?」

「この前職員会議で軽く話題になっていてな」

「マぢデすカ!?」

「生徒会に結構な数の匿とく名めい男子から投書もあったらしい」

　絶対にそれクラスメートの誰だれかだろ!?

　それにしても教師の間でそんな風に認にん識しきされてるとは結構ショックだ。フツーの高校生活はいったいどこに……。

「安心しろ。私は別に君が何人に手を出そうが気にしない」

「だからそんな事実は一いつ切さいありません！」

「で？　色男君は保健室に何の用だ？　今度は常盤を口説きに来たのか？」

「あながち間違ってませんね」とアール。

「違う！」

　養護教きよう諭ゆとアールの言葉を同時に否定して叫さけぶ。

「まさか先生が狙ねらいか？　やめとけこんな売れ残り。まだ若いのに人生を棒に振るな」

「～～～」

　この先生の対処法を誰か教えてくれ。まるでペースが掴つかめない。

「……この間借りたハンカチを常盤先輩に返しに来たんですよ。ここにいませんか？」

「見ての通り、いないな」

　まいったな。先輩のクラスも知らないし、ここへ来て聞くのが一番手っ取り早いと思ったんだが……。

「どこへ行ったか知りません？　それとももう帰っちゃいましたか？」

「帰ってはいないと思うぞ？　放課後なら常盤は旧校舎にいるはずだ」

「旧校舎に？」

「あいつは軽けい文ぶん部ぶの部長でな。旧校舎三階の一番奥おくの部屋を部室にしてる」

「何でそんなところを？」

「去年新設した部らしいが、その時部室にできる空き部屋がなかったそうだ」

「そうですか。ありがとうございます」

　俺はお礼を言ってそそくさと保健室を出て行こうとする。

「不純異性交遊は見つからないようにやれよ」

「失礼します！」

　少し強めにドアを閉め、俺は旧校舎へ向けて足早に歩き出した。
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　先生に教えられた通り旧校舎の三階、一番奥の部屋の前までやってきた俺は、ひとつ深呼吸してからドアをノックした。

「…………あれ？」

　返事がない。

　部屋……は一番奥だし間違いようがないよな。

　それとももう帰ったのか？

　なんてあれこれ考えていると、ガラガラとドアが開き、中から常盤先輩が顔を出した。

　そしていきなり抱きつかれる！

「ちょぉ！」

「いらっしゃい」

　ああ……ああ、そうでした。声が小さいんでしたね。離れてくださいお願いします。

　俺は心臓をバクバク言わせながら何とか部室の中に入れてもらい、勧すすめられた木の椅子に座る。

　軽文部の部室というのは、建物自体がそうなのだろうが古めかしく、束になった雑誌があちこちに積まれていた。

「ここって軽文部の部室って聞きましたけど、何する部活なんですか？」

「…………」

　ムギュッ

　って、また抱きついてくるしぃ！

「烈火さん、胸を押おしつけられたくてわざと話しかけてません？」

　ンなわけあるかぁ！　話しかけずにどうやってコミュニケーション取れってんだ、念話か!?　テレパシーか!?

「軽文部は物書きする部活」

　常盤先輩は冷ひや汗ダラダラの俺のことなど気にせず、マイペースに話しかけてくる。

「そういえば君、名前は？」

　ムギュッ　ギュッ

　ついでに胸も押しつけてくる。

　このまま会話続けないといけないのか？　質問に答えないと離れてくれそうにないし。

「な、波乱烈火です」

「烈火クンは入部希望者？」

「いえ、違います。ハンカチ、返しにきて……」

「ハンカチ？」

「抱だきつきながら小首を傾かしげないでください！」

　なんかもぞもぞムニュムニュするんで！

「む、胸ポケットに入ってるんで……ちょ、ちょっと離れて……」

　常盤先輩が離れてくれたあと、俺は胸のポケットから洗せん濯たくしたハンカチを取り出す。

「こ、これ。この前は、ありがとうございました。そ、それじゃあぎゃーん！」

　手早く返してすぐ帰ろうとしたところ、また抱きつかれた。

「烈火クン。軽文部入らない？」

「えっとあの、その、俺ってあんま頭よくないんで」

「重要なのは成績より根気」

「いや、そんな……ていうか、何で俺を？」

　俺が尋たずね返すと、しばし間を置いて。

「今、軽文部は私ひとり。今年から生徒会が部活の統とう廃はい合ごうを始めて、このままじゃ廃はい部ぶにされちゃう」

「ああ、そういやこの前の生徒総会で会長がそんなこと言ってたような……」

　ウチの生徒会長はかなりインパクトの強い名物会長なのだが……まぁ、その話は機会があれば後日。

　ともあれ、要するに軽文部はこのままだと部員不足を理由に廃部にされてしまう可能性大ということだ。常盤先輩が俺を引き留めた理由は把は握あくした。

「だから、入って」

　まぁ、保健室登校って聞いてるし、あんまりほかの生徒と接点がないんだろう。というか、二年生以上の生徒ってもう部活をやるならやる、やらないならやらないですでに決めているだろうから、勧かん誘ゆうしても効果が薄うすいのかもしれない。

　そこで偶ぐう然ぜんとはいえ部室を訪れた俺を勧誘したってことなんだろうけど……。

「お願い」

　だからって膝ひざの上に載のりながら体を押しつけて耳元で切なく囁ささやくとかやめてぇ！

　い、いやここは自制心を総動員してどうにかこうにか考えなければ。

　軽文部がどういう場所か知らないが、自分たちで創つくって今こうして守ろうとしている場所なのだ。常盤先せん輩ぱいにとっては大切な物に違いない。それがなくなろうとしているのなら、俺の答えもちゃんと考えるべきだ。

「……」

　常盤先輩はまた眠ねむたげな目で俺を見つめている。たぶんそれがデフォなのだろう。

　そして、俺が口を開こうとした時、

「レッカはここか！」

　唐とう突とつに部室のドアがバシンッと音を立てて、ロザリンドが中に入ってきた。

「むっ！　レッカ！　その女と何をしておる!?」

「ロザリンド!?　いや、これはその」

　急に今の俺と常盤先輩が人にはどう見える格好をしているかを思い出し、慌あわてて彼女を膝の上から下ろす。

　もう俺と先輩は離はなれたのだが、ロザリンドはまだムッとした顔をしている。

「えー、えっと……そ、そうだ！　何か用か？　俺のこと探してたみたいだけど……」

「おお！　そうじゃ。前に行った国道沿いのパン屋じゃが、なんでも今日から〝カップルデイ〟とやらで、カップル限定の新商品を売っているそうなのじゃ」

　そう言いながらロザリンドはさりげなく俺に近づいて腕を絡からめてくる。

「お、おい、先輩もいるのに腕は……」

「何じゃレッカ？　そこの女は膝に載せておいて……ワシとは腕のひとつも組めんと言うのかのう？」

　ゴゴゴゴゴとロザリンドから底知れぬプレッシャーが伝わってくる。

「い、いやそんなことない、です」

「ふむ。それでいいのじゃ」

　ロザリンドは俺に笑顔を見せ――常盤先輩の方を振ふり向むいて小さく舌を出し――強引に腕を引っ張った。

「よしっ！　ではさっさと行くぞ」

「わっ！　わっ！　ちょっと待てよ！」

　まだ先輩との話が終わってない。

「バカ者。売り切れてしまったらどうするのじゃ？　早く行くのじゃ」

　こちらの制止の言葉を遮さえぎり、ロザリンドはさらに引っ張る腕に力を込めた。

「……」

　常盤先輩はといえば、相も変わらずとろんとした目で俺たちを見送っている。特に止める気はないようだ。

「ほれ！　行くぞ！」

「のわああああ！」

　結局、吸血鬼の腕わん力りよくに抗あらがう術などあるはずもなく、俺はロザリンドに引きずられるようにして連れ去られた。
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　その日の夜。

「……おオウ!?」

　頭の上に何か落ちてきて、俺は驚おどろいて目を覚ました。

「……なんだ、リモコンか、って」

　またリビングか。

　段々ベッド以外で起きるのにも慣れてきてしまった。

　何事も慣れが肝かん心じんとか言うが、これは慣れちゃマズいよな。どう考えても異常事態だし。

　ピィ――――

「ん？」

　妙みように甲かん高だかい音がしてると思ったら、テレビがついてやがる。

　もしかして寝ねながらテレビ観みようとしたのか俺は？

「アール。俺ってばまたひとりでリビングまで歩いてきたのか？」

「ええ。そうですよ」

　天てん井じように逆さまに立ったアールは俺を見下ろしながら答える。

「はぁ……」

　いい加減、原因について考えないとな。

　夜中に勝手に歩き出すって言うと……名前しか知らないけど夢遊病とか？

　あとは……。

「……」

　霊れいの仕し業わざ……とか？

「いやいや」

　まさかなーははは……。

　ちょっと前にイリスから旧校舎の幽ゆう霊れいなんて話を聞いたから、妙な方向に想像力が働いてしまったらしい。

　だいたい聞かされた噂うわさ話ばなしにしたって、長い髪かみの女の幽霊とか、いかにもベタ～な怪かい談だんだったじゃねーか。それに旧校舎はいつも薄うす暗ぐらいし、〝そういう雰囲気〟がある。あんな建物があれば、怪談のひとつやふたつ創られても不思議は……。

　その時不意に、水泳の授業の前に廊下で見た人ひと影かげを思い出した。

「……」

　あれ、今にして思えば異様に髪が長かったような……。

　三ヶか月げつ前なら笑い飛ばすような話だが、何しろ今の俺は究極の巻き込まれ体質だ。

　……おいおい。

「はは、は」

　乾かわいた笑いを漏もらしながら、俺は窓の外に目を向ける。

「……雨かよ」

　なんとも暗い雨がざぁーざぁーと降ふっていた。
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　二時間目の物理が終わり、物理室から教室へ帰る途と中ちゆうの廊下を俺は皐月・イリス・ロザリンドと一いつ緒しよに歩いていた。

「……」

「どうしたの？　烈火」

　さっきからキョロキョロと周囲を見回している俺を見て、イリスが首を傾げる。

「いや、なんか今朝から視線を感じて……」

　直感の域を出ないのだが、朝から誰かに見られているような気がしてならない。

　もちろん、気のせいという可能性もあるにはあるのだが……。

「イリス。この前言ってた旧校舎の幽霊だけど」

「なになに？　烈火、やっぱり何か見たの？」

「それについてはあんまり考えたくないんだが……その噂話についてもっと詳くわしく知らないか？　たとえば幽霊を見ちゃうと、その幽霊が学校から家までついてくるとか……」

「えぇ～？　う～ん……あっ！　そうそう、もしその幽霊に捕つかまっちゃったらその長い髪の中に取り込まれて頭からバリバリ食べられちゃうんだって！」

　イリスはあくまで会話に華はなを添そえるための怪談としか思っていないのか、それはもう楽しそうに答える。

「へ、へぇ～……」

　頭からバリバリか……。

「幽霊ってあくまで元は人間なんだろ？　それが人間喰ったりすんのかな～？　なぁ、ロザリンド？」

「むぅ？　さぁのう、幽霊自体は知らぬが、人間が想念や怨おん念ねんによってモンスターと成ることは稀まれにあるぞ」

　……マジかよ。

「幽霊とはいわば人の無念の塊かたまりであろ？　ならば同じように人じん智ちを超こえた力を得るかもしれぬ」

「でもよぉ、人を喰くうなんてそんな」

「まぁ確かに人喰いとなると、幽霊というより妖よう怪かいといった方が正しいじゃろうな」

　結果が同じならあんまり変わらねーよ……。

「それで？　そんなこと気にするとは、どうかしたのかのう？」

「い、いや、何でもない。単なる興味本位で……」

　俺は慌てて誤ご魔ま化かして視線を逸そらす。

「いいんですかー？　助けを求めなくても」

　アールがそんなことを尋ねてくるが、俺はなるべく澄すまし顔がおでスルーする。

　だいたいまだ幽霊が俺にとり憑ついてるとも限らないし。

　そもそも実際に俺が悩なやまされているのは家の変な場所で起きる現象だ。

　現場は自宅だし、学校からそれなりに離れている。それにその現象が起き始めたのは幽霊を見る前だ。確かに不可解な現象ではあるものの、イコール幽霊の仕業と決めつけられるものじゃない。それにあの時見た髪の長い人影だって見み間ま違ちがいの可能性も……。

「それとも単に『幽霊がいるかもしれないから助けて』って言うのが恥はずかしいだけですか？」

　……ホントにこの未来人は嫌いやなとこ突くのが上う手まいな。

　まぁ恥ずかしくないと言えばウソになるけど。

「皐月でもやっぱり幽霊がいるかどうかは分からないんだよな？」

「はひっ!?　わ、分からないってこの前言ったでしょ！」

「そっかぁ～」

　せめているかいないかだけでもハッキリしてくれれば助かるんだが。

　そんなことを考えながら廊下を四人で歩いていると、向こうから世界史の先生が歩いてきた。彼かれは俺おれの姿を見て一いつ瞬しゆん眉まゆを動かすと、こちらへ近づいてくる。

「波乱。ちょうどよかった。次の授業でまた世界地図を使うから教室に運んでおいてくれ」

「えぇ～～～」

「先生も忙いそがしいんだ。波乱なら場所も分かるだろう、頼たのんだぞ」

　拒きよ否ひする間もなく、先生は言うだけ言うとさっさといなくなってしまった。

　前回は居い眠ねむりの罰ばつだったけど、今回のは何なんだ？　ただ皐月たちと一緒に廊下を歩いていただけなのに。

「烈火さんがその鈍どん感かん力を治さない限り、敵は増え続けていきそうですね～」

　頼むからそういう不吉な予言はヤメロ。

　しゃーない。またあの重い世界地図を取ってくるか。二時間目の休み時間は少し長めとはいえ、早く行かないと授業に間に合わない。

「あっ、アタシも手伝ってあげるわよ」

「ホントかイリス？　サンキューな」

「むぅ。先を越こされた」

「魔ま法ほうさえ使えれば私でも手伝えるのに……」

　ロザリンドと皐月が何やら悔くやしげな表情をしているが、何なんだろう？

　とりあえず俺はふたりと別れ、手伝いを申し出てくれたイリスと一緒に旧校舎へ向かう。

「ひとりじゃなくてよかったですね」

　アールうるせぇ。

　……まぁ、また旧校舎に行くってなった時は少しビクッとなったけど。

　俺たちは社会科の倉庫へと向かい、棚たなから世界地図の入った筒つつを引っ張り出だす。

「じゃあ俺が前の方を持つからイリスが後ろ持ってくれ」

「え？　これくらいアタシひとりでも持てるよ？」

「いや、さすがにそれはちょっと」

　頼まれたのは俺なわけだし。

　そういうわけで俺とイリスは筒の頭と尻しりの方をそれぞれ持って倉庫を出た。

　重い荷物でも、ふたりだとやっぱりだいぶ楽になるな。

「手伝ってくれてありがとな、イリス。助かったよ」

「そう？　じゃあ、今度お返しに一緒に買い物につき合って」

「買い物？　ああ、いいぜ」

「やった」

　イリスのはしゃぐ声が後ろから聞こえてくる。

　女の子と買い物というと……荷物持ち要員か？　イリスはお嬢じよう様さまだし、限度なくたくさん買い物しそうだなぁ。

「ああ、また的はずれなこと考えてる顔してますね」

　アールが人の顔を見ながら勝手にため息をつく。

　未来人の言うことは時に意味不明だ。なんかその言い方だと俺が悪いことしたみたいじゃないか。

「～♪」

　ほら、イリスだって鼻はな唄うたなんか歌って上じよう機き嫌げんだ。

　そんな感じで俺たちは旧校舎の廊ろう下かを歩いていく。

　ざぁー　ざぁー

　外では今朝から雨が降り続いていた。そのせいで今日の旧校舎は一段と暗い。

「っと、ここ段差あるから気をつけて」

　俺は旧校舎から渡わたり廊下に出るところで、イリスに注意しようとして後ろを振り返かえり――




　――長い髪で全身が隠かくれた少女を目もく撃げきした。




「～～～!?」

　驚きのあまり声が出ず、俺は固まる。

　少女の髪は冗じよう談だんのように長かった。かろうじてつま先が見えるくらいで、顔も体も暗い影かげになって全然見えない。

　ズ　ズズ……

　上うわ履ばきを廊下に擦こすらせるようにして少女はこちらに近づいてくる。

　足はある……だけど、最近観たホラー映画の幽霊も足とかフツーについてたよなぁ。

「どうしたの烈火？」

　立ち止まった俺を訝いぶかしんだイリスが名前を呼び、後ろを振り返る。

　それで彼かの女じよは確かに背後の少女を見たはずなのだが……何事もなかったように視線をこちらに戻もどして、

「何かあったの？」

　再び首を傾げた。

　見えて……ない？

「…………ぃ……」

　ズズ……

　さらに一歩、その正体不明の何者かはこちらに近づく。

　その拍ひよう子しに長い髪が揺ゆれて。

　一いつ瞬しゆん、髪の隙すき間まから片方の目がこちらを覗のぞいた。

「ぎゃああああああああああああああああああ！」

「れ、烈火ーどうしたのー？」

　パニクッた俺に、イリスの問いに答えている余よ裕ゆうはなかった。




　　　　　▽




　昼休み。

「幽霊を見た～？」

「……ような気がする」

　呆あきれた顔をしたつみきにマジマジと見られて、俺は体を縮こまらせる。

「旧校舎の幽霊ねぇ。まぁ、私も噂うわさくらい聞いたことあるけど」

　つみきは紙パックのジュースをストローでひと口飲んで間を置く。

「でも何でそれを私に相談するのよ？　大おお友ともさんとかロザリンドとか、もっと適任そうなのがいるじゃない」

「したんだけどあんまり参考にならなくて……。つみきなら何か知らないかと思ってさ」

「どうしてそこで私が詳しいと思うのよ。別に私オカルトマニアとかじゃないわよ？」

「いや、単純に交友関係が広そうだから」

「悪いけどご期待には添えそうにないわね。そういうの、あんまり信じないタチだし」

「そうか……」

　弱ったな……ほかに頼たよれる相手が思いつかないんだが。

「なんなら生徒会に行って、あの生徒会長に相談してみれば？」

「何で幽霊の相談を生徒会に？」

「会長の実家ってあの吉き備び神社らしいわよ」

「へぇー」

　吉備神社なら初はつ詣もうでによく行く近所の神社だ。この町に住んでる人間なら大たい抵ていはあそこに行くはずだ。……お祓はらいとかやってたっけ？

「……ていうかさ、アンタが見たのってホントに幽霊だったわけ？」

　つみきはまたチューとジュースをひと口飲んで、俺の顔を指差す。

「なんか夢遊病？　みたいなことにもなってんでしょ？」

「ああ、それももしかしたら霊のしわ……」

「だーかーらー、いったん幽霊の話から離れなさいよ」

　少し強めの口調で俺の言葉を遮ると、つみきは飲み終えた紙パックをゴミ箱へと放ほうり入れる。

「確か夢遊病ってストレスとかが原因だったりもするはずだし、もしストレスがたまってるなら幻げん覚かくとか見ても不思議じゃないでしょ？」

「幻覚……」

　ある意味、現状に対する最も現実的な答えだ。

　言われてみればそうだよなぁ……。あくまで『波乱の血』が招くのはバッドエンドを迎むかえようとしている『物語』であって、何の脈みやく絡らくもなしに幽霊と遭そう遇ぐうするような性質は持ち合わせていない……はず、たぶん。

「確かに感覚が麻ま痺ひしすぎて、非日常的な出来事に遭遇して当たり前みたいに考えてた節はあるかもな……」

「でしょ？　そりゃまぁアンタの場合、ホントに幽霊って可能性も充じゆう分ぶんにあるけどさ」

「うぐっ」

　やっぱそっちの可能性もゼロにはならないか。

「とりあえず、ひとつずつ可能性を当たっていったらいいんじゃない？」

「具体的には？」

「そうねぇ」

　つみきはしばしうなって。

「カウンセリングでも受けてみるとか」
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　そんなわけで俺はつみきと別れ、保健室を訪おとずれていた。

「ほう、夢遊病ねぇ」

　保健の先生は軽く頷うなずくと小さくて細長い物を口にくわえる。

「禁きん煙えんパイポだ。気にするな」

　唇くちびるでパイポを持ち上げてみせると、先生はスチール机をトントンと叩たたく。

「まぁ夢遊病というのは心的な要因が大きな病気だ。ストレス、というのも要因としてあり得るだろう。ゆえに根治には当人の努力が必要になる」

「あの、俺が夢遊病かそうじゃないかっていうのは、こうハッキリと見分けることができるんですか？」

　それができれば夜中歩き回るのが幽霊の仕業かどうか分かる。

「そんなの簡単だ。家族か誰だれかに少し夜中起きていてもらえばいい。寝ながら階段を下りたり冷蔵庫のドアを開けたりしたら夢遊病だ」

「はぁ、そうですか……」

　期待した答えは得られず、俺はつい気のない返事をしてしまう。

　あの時、イリスには少女が見えていなかった。ということは、誰かに俺を監かん視ししてもらっても、それが夢遊病なのかあの霊の仕業なのかは分からないだろう。

「あっ、じゃあその、もし夢遊病の原因がストレスなら、同じストレスが原因で幻覚を見ることも？」

「ん？　まぁ、ストレスで幻覚を見ることもあるが、それはなかなか重じゆう症しようだぞ？　こうして話してみた限り、君がため込んでいるストレスは軽度な気がするが」

　それとも、と先生はひと呼吸入れて。

「実は現在進行形でとんでもない修しゆ羅ら場ばだったりするのかな？」

「はい。最悪の場合、世界滅めつ亡ぼうまであります」

　アールが勝手に答える。先生には聞こえてないだろうが。

　う～ん、結局のところ原因はストレスだと確信も否定もできない感じだなぁ。

　となると、幽霊の線でも調査を進める必要があるか……。

「全然話は変わるんですけど、先生って旧校舎の幽霊とか知ってます？」

「幽霊？」

「えーとまぁそういう噂があって」

「……生あい憎にくと知らん。この学校に赴ふ任にんしたのは今年からだしな」

「そうですか……」

　俺が腕うでを組んでむ～んとうなっていると。

　ムギュッ！

「うわっ！　と、常盤先せん輩ぱい！」

　いつの間にか背後から忍しのび寄よった常盤先輩が俺に抱だきついてきた。

「烈火クン。入部の件、考えてくれた？」

　彼女は俺の肩かたにアゴを載のせて頭の位置を安定させながら聞いてくる。

「え、えーとあの、ま、まだ……」

　ていうか胸が背中に！　背中にぃ！

「ん？　何だ常盤、えらくその一年生にご執しゆう心しんだな？」

　コクリと頷く先輩。

「人見知りのお前にしては珍めずらし……」

　そこでふと何かに気づいたように先生は手をポンと叩く。

「さすがは当校きっての問題児と言われるだけのことはある。もう常盤を手て籠ごめにしたか」

「してねぇぇえええええええええ！」

　思わず敬語を忘れる。

「単に先輩は俺を軽文部に勧かん誘ゆうしてるだけですよ！」

「それでも充じゆう分ぶん珍しいと思うがな。何かこの一年生に思うところがあるのか、常盤？」

「……」

　常盤先輩は特に何も答えなかった。

　それにしても彼女は人見知りだったのか。初対面の時からやたら抱き着つかれているので、全然そんな感じがしないのだが。

「すみません、先輩。返事はもう少し待ってもらっていいですか？　今ちょっと個人的な問題を抱かかえてて、それを解決してからで」

「……そう」

　やや残念そうに先輩は頷いた。

「そういえば、烈火クンは旧校舎の幽霊のこと調べてるの？」

「え？」

「さっき先生と話してた」

　ああ、聞こえていたのか。

「先輩は何か知ってますか？」

「……ううん、知らない」

「そうですか」

「……そうだ」

　常盤先輩はしばし黙もつ考こうすると、再び口を開く。

「図書館に行ってみたら？」

「図書館に？」

「幽ゆう霊れいって死んだ人のことでしょ？　もし旧校舎で誰か死んだ人がいるなら、学級新聞のバックナンバーにそのことが載ってるかも」

　なるほど……現状、ほかにできることもないし、図書館に行くのもいいかもしれない。

「ありがとうございます。放課後にでも行ってみます」

「うん」

「……それで、そろそろ離はなれてもらえませんか？」

「？」

　常盤先輩とのコミュニケーションは俺の理性を試ためされている気がしてならない……。
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　そんなわけで放課後。

　俺は図書館で、古い学級新聞を読み込んでいた。

「…………」

「烈火さん。寝ねてませんか？」

「…………寝てない」

　眠ねむいけど。

　こう言っちゃなんだけど、ビックリするほどつまらない。とにかく学校行事が羅ら列れつされてるだけだし、あとは季節の話となぜか校長の短歌、たまに犬か猫ねこの話が載っている程度。犬と猫のかわいいモノクロ写真だけが癒いやしだ。

「本当にこの新聞に幽霊のヒントになるような記事があるのか……？」

「さぁ？」

　アールの返事はにべもない。もうちょっとやさしくしてくれても……。

　図書館にはほかにも数人生徒がいる上に静かなので、アールとの会話にも気をつかう。別に話しかけなければいいだけなのだが、喋しやべっていなければ本気で眠ってしまいそうだ。

「……あっ、そうか。これって皐月に調べてもらえばいいのか」

　よく考えたら今探しているのは、幽霊が出る原因となるような事件か事故が旧校舎で起こったかどうかだ。この世のモノでない幽霊を直接調べているわけではないのだから、皐月の森羅の大魔法で調べられるはず。

　そのことに思い当たった俺は『今時間あるか？』と幼おさな馴な染じみにメールを打つが、

「……『生徒会室で会議中』か」

「そういえば皐月さん、クラス委員でしたねぇ」

　あー、確かに授業が終わったあとそんなこと言ってた気がする。定例会議とかで、近ちか頃ごろの学生たちの風紀について話し合う云うん々ぬんとか何とか。

　まぁ仕方がない。俺は『図書館で待ってる』と返事をし、ケータイを閉じる。

「さて……皐月が来るまで何してるかな」

「調べ物の続きでもしたらどうですか？」

　それはメンドい。

「では勉強でも」

　余計に眠くなるだろうが……いや。

「眠ってればいいのか」

　正直ここまで文字を延々と追い続けて、いい加減眠ねむ気けが限界だし。

　俺は腕を枕まくらに、机へと突つっ伏ぷした。
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「……っか。烈火！」

「ん……？」

　人の名前を呼ぶ声で俺は目を覚ました。

「烈火。起きた？」

「皐月……委員会は終わったのか？」

「そうよ。思ったより時間かかっちゃったから急いで来たのに寝てるなんて」

　そう言って、皐月は少し頬ほおを膨ふくらませる。

「悪い悪い、ちょっと調べ物してたらさ……ふぁ」

　俺は謝あやまりながらあくびを噛かみ殺ころす。

「調べ物？　ああ、それで」

　皐月は自分が呼ばれた理由を把は握あくしたようだ。

「私に何か調べて欲ほしいのね？」

「ああ、実は……」

　俺おれが答えようとした時、

「もうすぐ閉館ですよ」

　いつの間にか傍に立っていた司書の先生がそう告げてきた。

　よく見れば窓の外はすでに暗くなっていた。どうやらだいぶ眠っていたようだ。

　先生の視線は、そのまま机の上に積まれている学級新聞へ向けられる。

「す、すぐ片づけますんで」

　俺は慌あわてて新聞を持って立ち上がる。

「私も手伝うわ」

「ワリィ」

　皐月にも一部を持ってもらい、俺たちは学級新聞を元の場所に戻しにいく。

「それで？　私に調べて欲しいことって？」

「えっとな、例の旧校舎の幽霊についてなんだけど」

　ドサドサドサドサ

　突とつ然ぜん、皐月は新聞の束を床ゆかに落とす。

「どうした？」

「いっ、な、何でもないわよ」

　俺たちは新聞を拾い上げる。

「それで、幽霊のことなんだけど」

「幽霊は森羅の大魔ま法ほうでも調べられないって、この前も言ったでしょっ」

「いや、調べて欲しいのは幽霊そのものじゃなくて、旧校舎で昔何か事件なり事故なりがあったかどうかで」

「そそそんなこと調べてどうするのよっ？」

「ほら、幽霊が出るとしたらその原因があるはずだろ？　それを調べて欲しいんだ」

「どっ、どうして烈火がそんなこと知りたいの？」

「え？」

　そういやまだ話してなかったっけ。

「まぁその……実は俺、幽霊見ちゃったかもしれなくてさ」

「ぴぎぃっ!?」

　ぴぎぃ？

「皐月。どうした？」

「な、何でもないわよ！」

　皐月はやや乱暴に新聞を棚たなに戻すと、急に立ち上がる。

「ほ、ほら新聞もしまい終わったしかっ、帰るわよ！　今すぐに早さつ急きゆうに迅じん速そくに絶対に確実にひとりきりで単独行動するとか死亡フラグ立つから私から一メートル以上離れちゃダメよ分かった？　分かったら立って！」

「え？　え？」

「早く！」

「はい！」

　いつにない剣けん幕まくで怒ど鳴なられ、俺は慌てて立ち上がった。

　すると皐月は強ごう引いんにこちらの手を握にぎり、足早に図書館の出口へと向かう。司書の先生は全体の戸と締じまりのチェックがあるらしく、まだ館内を見回っていた。

「えーと……旧校舎で起こったことなら、森羅の大魔法で調べられるよな？」

「無理！」

「ええっ!?　な、何で!?」

「無理ったら無理なの！」

　皐月はとにかく強引に俺を引っ張って早く帰ろうとした。片手でドアを開け、図書館を出る。彼女の閉めたドアが当たりそうになって「危ねぇ！」と叫さけんでしまった。

「おおい、もうちょっとゆっくり閉めてくれよ」

「……」

「皐月？」

　名前を呼ぶがやはり反応がない。

　怪け訝げんに思い、前を見ると、

「………………」

　長い髪かみの幽霊が渡わたり廊ろう下かの先に立っていた。

「……」

「……」

　ど、どうする……？

　こんなん不意打ちだ。まだ何も調べられてないのに、どうしろって……。

『そうそう、もしその幽霊に捕つかまっちゃったらその長い髪の中に取り込まれて頭からバリバリ食べられちゃうんだって！』

「……！」

　そういやイリスがそんなこと言ってたっけ。

「皐月……」

　俺はとりあえず幼馴染の前に出ようとして、

「きゃあああああああああああああああああああ!!」

　悲鳴、というか絶ぜつ叫きようを上げた彼かの女じよに思いっきり突き飛とばされた。

「んっ、な!?」

　そのまま皐月は幽霊のいる方向とは逆――旧校舎の方へと走っていった。

「ちょ、待てよ皐月！」

　俺も慌てて追いかける。一いつ瞬しゆん振ふり返かえると、幽霊の方もまたあの足を床に擦こすりつけるような歩き方で俺たちを追いかけてこようとしていた。

　相手の足が遅おそいのは助かるが、皐月の奴やつどこいった!?

　急いで旧校舎の中に入ったのに、彼女の姿はもう見えない。

「いつも走るの遅いのにどこ行ったんだあいつ!?」

「烈火さんがいきなり声をかけるからですよ」

「俺のせいかよ!?」

　アールのアホに怒鳴り返していると、背後でドアの開く音がして幽霊が追ってくる。足が遅いと言ってもジッとしていたら追いつかれる。

「くっ！」

　ともかく幽霊の視界（があるのかどうかは分からんけども）から逃のがれるため、上へと向かう。

　二階、三階へと上る度に廊下を覗のぞき込むが、やはり皐月の姿はない。

　どこかの部屋に隠かくれたのか？　ていうか旧校舎に逃にげ込まずに図書館か、でなけりゃ渡り廊下から外へ逃げていれば……上うわ履ばきだったからか。混乱してる時でも根はマジメだな。

　きゅっ……

　階段を上履きのゴムが擦る音が聞こえる。下から。

　完全に追ってきてる……捕まったら頭からバリバリか。

「とにかく皐月を探しながら逃げるしかないか……」

「頑がん張ばってくださいねー」

「お前は本当に暢のん気きだなぁ！」

　完全に観客気分だこの未来人。今だけでいいから立場替かわってくんないかな!?

　ひとまず俺もいったん部屋に隠れてやり過ごすため、その辺のスライドドアを開こうとする。しかし、ガタガタと揺ゆれるばかりでどこも開かない。

　使ってない校舎とはいえ、施せ錠じようはしっかりしているようだ。

　しかも普ふ段だん使ってないということは、人の出入りがないということで、出入りがないということは、扉とびらの開け閉めもないということだ。つまり生徒の閉め忘れも期待できないということで……。

　いや、待て。逆に考えろ。普段使ってない校舎なら、教師の見回りも少ないはず。なら、放課後の施せ錠じよう確かく認にんも本校舎より疎かな可能性が高い。

　普段使わないこの旧校舎で、ここ最近開けられた、あるいは開けられた可能性のある部屋はどこだ？

「……一階の社会科の倉庫と、軽文部の部室……」

　その二ヶ所だ。両方とも自分で開けて入ったことがあるから確実だ。

　皐月が隠れているのもそのどちらかである可能性が高い。

　キュッ

「ッ！」

　さっきよりも足音が近い。

　ここは三階だ。まずは軽文部の部室へ行って皐月がいないか確かめる。いなければそこで幽霊をやり過ごし、次は一階の倉庫へ行く。

　ひとまずのプランを決定した俺は軽文部の部室へと走った。

「心なしかいつもより走るのが速いですねー」

「いいだろ別に！」

　絶対こいつおもしろがってる！

　軽文部の部室前に辿たどり着いた俺は祈いのるような気持ちで手を伸のばしドアを――開いた！

　中に入って鍵かぎをかけようとするが、なぜか見当たらない。電気をつけたいが、つけたら見つかりそうなので躊躇ためらった。

　だが以前入ったことのある部屋なので、だいたいの構造なら把握している。

「……っ！」

　隠れるなら奥おくの掃そう除じ用具入れしかない！

　俺は床に積まれているはずの雑誌を蹴け倒たおさないよう、なるべく慎しん重ちように部屋の奥へと急ぐ。

　ガチッ

　掃除用具入れの金属の扉を開けると――中には先さき程ほどから捜していた幼馴染の姿が。

「ヒッ……！」

「皐月！　シッ！」

　悲鳴を上げかけた皐月の口を慌ててふさぐ。たぶん暗くて俺と幽霊を勘かん違ちがいしたと思うので、顔を近づけて掃除用具入れを開けたのが俺だと認にん識しきさせる。

　彼女の体から力が抜ぬけたのを確かく認にんし、少し隙すき間まを詰つめてもらって俺も掃除用具入れの中に入れさせてもらう。

「「……」」

　当たり前だけど、せ、狭せまい。

　モップやらバケツをこんなにも邪じや魔まと思ったのは生まれて初めてかもしれない。動くと金属同士がガタガタと鳴なり響ひびくため、脇わきにどかすこともできなかった。

「……んぅ！」

「わ、ワリ……」

　皐月が苦しそうな声を上げたので、反射的に謝る。彼女の体温とか吐と息いきとかがあまりにも近すぎて、頭がグルグル回り出しそう。

「こんなホラーイベントの中でもしっかりおいしいシチュに陥おちいりますね。烈火さんのラブコメ力には本官も頭が下がります」

　アールはホントにどんな時でも高みの見物だな！

　いつもいつも俺以外には見えないからって好き勝手言いやがって……。

　……ん？

　俺以外には見えない？

　そういえば、イリスと一いつ緒しよに幽霊に遭そう遇ぐうした時、彼女には幽霊のことが見えていなかった……はず。

　じゃあ何で皐月には幽霊が見えてるんだ？

　がららら……

「「！」」

　頭に浮うかんだ疑問はドアが開けられる音で吹ふき飛び、俺と皐月はひしっと抱き合あう。

　キュっ……　キュっ……　キュっ……

　引きずるような足音は段々とこちらへ近づいてくる。

　掃除用具入れの扉の取っ手に、誰だれかが手をかける音がした。

　ガチャンッ！

　一気に扉が開かれ、全身が髪で隠れた幽霊が目の前に現れる。

　とっさに俺は皐月を庇かばい、背中を幽霊へと向けた。どれほど意味があるのか分からないが、こんな箱の中に追おい詰められてはもうほかにできることがない。

　幽霊の腕が、俺の肩に触れた。

「……クッ」

　俺が目を閉じて恐きよう怖ふに耐たえていると――不意に吐息を耳元に感じて、

「烈火クン。つ～かまえた」

「…………へ？」

　この声を、俺は知っている。

　それはこの頃ごろ何度も、この距きよ離り感で聞いているハスキーな声で……。

「……常盤、先せん輩ぱい？」

「正解」

　髪の長い幽霊――もとい、常盤先輩は俺の肩かたに顔を載のせたままコクリと頷うなずいた。




　　　　　▽
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　結論から言うと、俺と皐月が見た髪の長い幽霊というのは、髪を下ろした常盤先輩だった。

「けど、何で髪かみ留どめはずしてたんですか？　前見えないでしょそれ」

「……先生に怒おこられるから」

　先輩のあの派手な蝶ちようの髪留め。あれはやはり校則に引っかかる代しろ物ものらしく、以前教育指導の先生に取り上げられそうになったらしい。

　以来、保健室と部室以外では髪留めをはずすようにしているそうだ。保健室にも先生はいるが、あの先生は規則にうるさくないので大だい丈じよう夫ぶなんだとか。

　というかそもそもそんな派手な髪留めなんて使わなければいいじゃないかと思うが、なんでもお婆ばあちゃんからもらった大切な想おもい出での品らしい。

「作家としてデビューできるまでの願がん掛かけにつけてるの。髪もそう」

「だから切らないんですか」

　道理で半はん端ぱじゃないくらい長いわけだ。

「……あのー、ところでどうして常盤先輩はそんなに烈火にくっついてるんですか？」

　ようやく落ち着いた皐月がジト目で俺たちの方を見てくる。

「えーっと、常盤先輩って声がちっちゃいから」

「そんなの筆談でいいじゃない！」

「……字、汚きたないから嫌いや」

　常盤先輩はそう言って――皐月には聞こえてないだろうけど――ますます俺にギュっと抱だき着ついてくる。

「あァアーーー!?」

　わなわなと指を震ふるわせながら皐月がこちらを指差してくるが、抱き着かれている俺では身動きが取れず冷ひや汗あせをかくばかりだ。

「あ、あの常盤先輩。ひとつ聞きたいことがあるんですけど」

「何？」

「その……違ちがってたらすみません。もしかして常盤先輩、俺たちのこと待まち伏ぶせしてませんでした？」

「……どうしてそう思うの？」

　抱き着いている常盤先輩の表情は俺からでは見えない。

「図書館に行けって言ったのは先輩ですし……それに、放課後は部室にいるはずの先輩が、特別教室棟とう側から現れるのって変、ですよね？」

　単に先輩が部活動をしていて、下校時間になったから帰ろうとしたのであれば、彼女は旧校舎側から出てくるのが自然だ。俺と皐月の行く手をふさぐ方から現れるわけがない。

「なかなか鋭するどいね、烈火クン」

　常盤先輩はあっさりと一連の行動がわざとであることを認めた。

「何でこんなことをしたのか聞いてもいいですか？」

「……」

　ふと常盤先輩は俺から少し体を離はなすと……いきなりこちらの頬をぎゅっとつまんだ。

「烈火クン。私のこと幽ゆう霊れいだって言った」

　その声は怒っていたからなのか、少し距離が離れていても俺の耳に届いた。

「あ……」

　もしかして……あの時の保健室で。

　そうだよな。常盤先輩からすればたまたま旧校舎で会った知り合いが、突然自分のことを見て悲鳴を上げて逃げ出だしたわけで……しかもその後そいつが「幽霊を見た」なんて、先生に相談なんかしてたら……いくら温おん厚こうな人でも怒るわなフツー。

「すみませんでした……」

　状じよう況きようを理解した俺は素す直なおに謝る。

　けど、常盤先輩はまた耳元に口を近づけてきて。

「ダメ。許さない」

「……どうしたら許してもらえるでしょう？」

「簡単――」

　彼女はひと呼吸置く。

「――軽文部に入って」

「なるほど……」

　まぁ、常盤先輩が俺に要求することといったら、それだよなあ。

「返事をする前にひとつ聞いていいですか？」

「さっきもひとつって言った」

「もうひとつで」

「出血大サービス」

　ではお言葉に甘あまえて。

「何で俺なんです？」

　養護教きよう諭ゆは常盤先輩のことを「人見知り」と言っていた。

　それがなぜ、こうもしつこく俺を勧かん誘ゆうするのか知りたかった。単に廃はい部ぶの危機だからなら、それでも構わない。

「君、保健室で見えない何かと話してたでしょ？」

「えっ！　あ、あれは、その」

　そういえばアールと話してるところを見られてたんだっけ。すっかり忘れてた。

「まずあれで君に興味が湧わいたの」

「それだけで？」

「……ううん。その時点はまだ気になってただけ。観察したくて、少しあとを尾つけたけど」

　廊下で見た長い髪はやっぱり常盤先輩の物だったのか。ていうか、尾び行こうなんかしてたんですね。

「……部員が増えないと廃部になっちゃいそうだったし、偶ぐう然ぜんハンカチを返しに来てくれたから、あの時ちょっと勇気を出して誘さそってみたの」

　そしたら、と常盤先輩は言葉をつなぐ。

「烈火クン、あの時の私の言葉を真しん剣けんに考えてくれたでしょ？　それで、やさしいなって思ったの。それからは本当に君に軽文部に入って欲ほしくなった」

「やさしいって、そんな。別に、俺おれはフツーですよ」

　なんだか過大評価されている気がして、俺は少し目を泳がせながら常盤先輩の言葉に応こたえる。

　クスッ、と彼女が小さく笑うのが聞こえた。

「烈火クンって女の子にモテるよね」

「えぇ!?」

「だっていつも女の子たちと一緒にいるよ」

「いや、それはいろいろな縁えんがあってというか……」

　しどろもどろになりながら俺は答える。

　そりゃまぁ『波乱の血』を引く関係で『ヒロイン』と知り合うことは多いが、別にモテるってわけじゃ……ていうか、皐月の表情が夜や叉しやのようになってるんで、そろそろ先輩と離れないとあとでどんな目に遭あうか……。

「私ね、烈火クンをモデルにして小説を書きたいの」

「えっ!?」

　そんなこと正面からお願いされるとメチャクチャ恥はずかしいんですが。

「だから、君のこともっと近くで見ていたいの……。部活、入ってくれる？」

「……」

　もう常盤先輩は言うべきことを全すべて言ったのか、体を離して正面から俺のことを見つめていた。

　こんな真剣な目で見つめられちゃ……断れないな。

　でもちょっと、こっちも驚おどろかされたことに対する仕返しってことで、

「ユーレイ部員でよければ」

　少しユーモアを利きかせた答えを返した。




　――ちなみにこれは後ほど確認したことだが、あの時イリスが「旧校舎で幽霊が見えなかった」のは、ちょうど常盤先輩が階段を下りながら髪留めをはずしているところを見ていたかららしい。「幽霊（常盤先輩）が見えなかった」のではなく、「常盤先輩を見ても幽霊だとは思わなかった」という認識の違いが誤解を生んだのだ。







　　　　　▽




　……あれ？　そういや夢遊病の件は何にも解決してないな。

「まっ、いっか」

　独り言を呟つぶやきながら俺はベッドの上に倒たおれた。

　結局、幽霊問題は俺の勘違いだったんだ。夢遊病の原因はストレスの方なのだろう。あの養護教諭に相談しながら、気長に治るよう改善していこう。

　そう眠ねむ気け混じりの頭で考えつつ、俺はまぶたを閉じた。




　　　　　▽




『……～～十股またかけるとかふざけんじゃないわよ!?』

『十股なんかしてない！　俺を見くびるな！』

『……ホント？』

『もっと多い』

『くたばれェ！』

　……何だ？　ソラ恐おそろしい会話が聞こえてくるような……。

　夢かと一いつ瞬しゆん思ったが、この首にかかる負ふ荷かはどうやら現実っぽい。またソファに脚あしを投げ出すように逆さまに寝ねているみたいだ。

　これが現実なら、さっきのはどこから聞こえてきたんだ？

　俺は目を開ける。

　予想通り逆さまのリビングが視界に入ってきて……吹き替え版と思われる外国のドラマがテレビから流れていた。

　そして、そのドラマを食い入るように見つめる軍服の少女――アールの姿も。

「……」

　問い、俺が夜中〝勝手に〟歩き回っていると言っていたのは？

　答え、アール。

　もうその一点と、目の前に広がっている光景だけで証しよう拠こは充じゆう分ぶんだ。

　俺はゆっくりと音を立てないように体を起こす。

　それからそろりそろりと忍しのび足あしでアールの背後へと近づいていった。彼女はドラマに夢中のようで、俺が起きたことには気がついていないらしい。

　さて……それでは。

「ア・ア・ルゥゥゥゥゥゥ」

「ハッ!?」

　遅いわぁ！

「犯人はお前かよ！」

「うみゃみゃみゃみゃみゃみゃみゃ！」

「アッハッハッ！　よぉーく伸びるなアールの頬ほっぺたは！　オラオラオラオラオラ」

「やみゃへ、やみゃへくらふぁい」

　十分ほどアールの頬ほおの伸び縮ちぢみを堪たん能のうしたあと、俺は彼女を正座させた。

「……で、お前は人の体を勝手に動かして何してたんだ？」

「本官は烈火さんの体以外に触れないでしょう？　ですから……」

　アールの自白によるとこういうことだった。

　この頃すっかりテレビにハマっていた彼かの女じよは、ある日深夜番組も観みたくなった。だが、その時間は俺もハリッサも寝ている。自分でリモコンに触れない彼女にテレビを観る手段はない。

　だが彼女にも唯ゆい一いつ触れる物がある――俺の体だ。

　俺の指を使えばリモコンのボタンも押おせる。

「そのために俺が寝ね静しずまったあと、一階まで体を運んだと」

「そういうことですね」

「お前はもうちっと悪びれろ」

　部屋のドアもリビングのドアも俺の手を使って開けたらしい。体のあちこちが痛かったのは階段とか廊ろう下かを引きずったから。

「まったく。俺の体はマジックハンドの代わりじゃねーんだぞ」

「まぁそれはそうなんですけどね……」

「？」

「眠ねむれない夜というのは、なかなか長いものなのですよ」

「……！」

　アールは眠る必要がない。

　逆に言えば眠れないってことだ。

　ひと晩……あんまり意識したことなかったが、話す相手もいない、暇ひまを潰つぶす物もない状態で過ごすには長い時間なのだろうか。

「……今度、ポータブルテレビ買ってやるよ。枕まくら元もとに置いておきゃ、俺のこと一階まで運ぶ必要もないだろ」

「あらまぁ財さい布ふの中身は大丈夫なのですか？」

「親おや父じに仕送りしてもらうよ。ただし、音量は絞しぼれよな。俺は多少うるさくても眠れるけど、ハリッサが起きるかもしれないから」

「……へぇ」

「何だよ？」

「いえいえ、たかが人工生命体に過ぎない本官に対して、烈火さんはおやさしいですね」

「関係ないだろそんなこと」

　人工だとかそんなの別になぁ。

　俺は呆あきれ気ぎ味みにため息をつく。

　そしたら、アールまでため息をついて……ほんの少し表情を緩ゆるめて。

「やっぱり烈火さんの本命は本官」

「あり得ねぇから」




―了りよう―







学園ラブコメは命がけ!?







　とある日曜日。

　俺とハリッサは家の裏手にある蔵くらの整理をしていた。

　蔵といってもさほど大きくはない。今の家は親父がローンで建てた物だが、この蔵は田舎いなかから土台ごと持ってきた物で、結構古い。中にはご先祖様たちがテキトーに詰つめ込んだと思われる雑多な物品が納められていて、俺も異世界から持ってきた『勇者の剣けん』をしまわせてもらっている。

「……とはいえ、これとかいったい何なんだ？」

　俺は妙みようなトゲトゲのついたステッキを掲かかげ訝いぶかしむ。

　これで変身する魔ま法ほう少女はさぞ物理魔法が得意なんだろうな……。

「……うゲ」

　魔法少女という単語で以前自分が〝それ〟に変身した時のことを思い出してしまった。

「……まぁ、放っておくか」

　俺はステッキの汚よごれだけ雑ぞう巾きんで拭ふき、庭に敷しいたビニールシートの上に置く。

「レッカ様。中の掃はき掃そう除じ終わりました～」

　三さん角かく巾きんを巻いてハタキを持ったハリッサが蔵の中からパタパタと出てくる。

「おう、サンキュー。中の雑巾がけは俺がやるから、庭に運び出した奴やつを拭いといてくれ」

「分かりました～」

「重い物はあとで俺がやるから、残しといていいからな」

「はい」

「あと危険そうな物にも触さわらなくていいから。わけ分からない奴にも」

「はい？」

　こんな注意をしなきゃならんウチの蔵ってどうなってんだ……。

　ご先祖様も俺の親父も変な物を蔵に入れとくなよな～。

「まっ、なるべく気をつけてな」

　俺は軍手を脱ぬぎ、ハリッサとタッチして蔵の中に入った。

　たまっていたホコリはハリッサがハタキで落として掃いてくれたし、あとは雑巾で水みず拭ぶきするだけだ。

「さて、頑がん張ばって午前中に終わらせるか」

「ぜひとも頑張ってください。具体的には、お昼のバラエティが始まる前に」

　もちろん掃除の手伝いなどしない（できない）アールは、空中でのんびりと寝そべりながら催さい促そくする。

　アールはすっかりテレビっ子になってしまったなぁ。

　最近はレンタルショップにもよく行きたがるようになった。その内ポータブルプレイヤーも買うハメになるかもしれない。

「ほら、手が止まってますよ。というか動かしてませんね。終わらせる気あるんですか？」

「へいへい」

　水を張ったバケツに雑巾を浸つけて絞ったあと、俺は上から順に掃除を開始する。

　こういうのは基本的にお袋ふくろ主導でやっていたので、自分でやるのは結構久しぶりだ。

「にしても、普ふ段だんは閉め切ってるのにホコリって結構たまるもんだな。どっから入ってくるんだ？」

「入ってくるというより、天てん井じようから落ちてくるんですよ」

「もしかしてハウスダストとかいう奴か？」

「安心してください。見たところ、有害な物質が降り積もっている様子はありませんから」

「そんなこと分かるのか？」

「体は小さいけど多機能なんですよ、本官は。使ってないだけで」

　それは宝の持もち腐ぐされって言うんじゃないか？

　とはいえ、俺以外に触れない・見えない状態じゃ、いろんな機能を搭とう載さいしてても使う機会がないんだろうか。

「ほら、また手が止まってますよ」

「へーい」

　どんだけバラエティが観たいんだよ。

　というか、「午前中に終わらせる」ってのは正直言ってみただけで、俺とハリッサだけじゃたぶん半日仕事になる。親父とお袋がいない分、人手が足りないからなぁ。

　バラエティが始まる頃ころに昼休きゆう憩けい入れるか……なんて、俺が考えていると。

「きゃあっ」

「ハリッサ？」

　小さな悲鳴が表からして、俺は水拭きを中断する。

「どうしたハリッサ？」

「あっ、レッカ様」

　振ふり返かえったハリッサの手には雑巾が握にぎられ、彼女の目の前には小さな壺つぼが置いてあった。「なんか声が聞こえたから。どうかしたか？」

「実は、この壺が勝手に動いた気がして」

「壺が動いた？」

　中にねずみでも入ってるのか？　いや、でもあの壺、ふたがついてたような……。

「その……汚れだと思って雑巾で拭いた時に、うっかり壺に貼はってあった紙の封ふうのような物を破いてしまいまして。そしたら」

「紙の封？」

　見せてもらうと、確かに壺のふたに封をするように長方形の紙が貼られた跡あとがあった。真っ黒すぎて一見しただけじゃ紙なのか煤すす汚よごれなのかも判別がつかないが。

「？」

　それにしても変な封だ。

　長方形の紙の大きさは俺の手の平より少し大きい程度。当然、壺のふたはそれより大きい。この大きさの紙で封をするなら、三ヶ所か四ヶ所に分けて貼る必要がある。それなのに一ヶ所しか貼っていない。
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　というか、そもそもこのふたはしっかりと壺の口に嵌はまっているらしく、わざわざ封をするまでもないように思える。それでも中身が出ないように用心したいなら、もっとしっかりと封をすべきだ。

　……それとも何か変な物でも入ってるのか？　動くような？

「ハリッサ。ちょっと下がっててくれ。あとハタキ貸して」

「はい」

　俺はハリッサからハタキを受け取り、彼女を後ろに下げる。

　ほんの少しだけふたを浮うかせ、ハタキの柄を引っかけると、俺も一歩分の距きよ離りを開け……思いきってテコの原理でフタを跳はね上あげた。

「……ッ」

　何が出るかと身構える俺だったが、一秒、二秒……十秒経たっても何も起こらない。

　恐る恐る首を伸のばして壺の中を覗のぞくが、中身は空っぽだった。

「なんだよもー驚かせやがって」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ハリッサもやってきて、俺に尋たずねてくる。

「ああ、何にも入ってないよ。勝手に動いたってのも、ハリッサの見み間ま違ちがいだろ」

「はぁ……そうでしたか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようにハリッサは頷うなずく。

「……ん？」

　壺のふたを戻もどそうとした俺は、ふたの裏に漢字で何か書いてあるのを見つけた。

　……これ、漢文？　カタカナも交じってるみたいだけど、よく分からん。まるで読めん。

「どうかしましたか、レッカ様？」

「いや、何でもない」

　まぁ別に気にすることないだろうと思い、俺はそのままふたを閉めた。
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　翌日。午前十時二十分。

　月曜日のこの時間、俺はいつも通り学校の教室にいた。ちょうど二時間目の休み時間に入ったばかりで、次の授業の準備もせずにだらだらしている。

「にしても烈れつ火かってば何でケーブンブなんて部活入ったの？」

「まぁいろいろあって。な、皐さ月つき？」

「その話を私に振らないでよ……あんまり思い出したくないの」

　たわいもないことで皐月たちと談だん笑しようしていると、不意に廊下がざわついているのに気がついた。

「何だ？」

「レッカ様！」

　突とつ然ぜんの大声とともに現れたのは、私服姿のハリッサだった。何でか魔ま術じゆつに使う木の杖つえまで持ってる。

　彼女が振り回まわす杖にビビッた生徒たちはサッと道をあけた。

　そうして難なく俺の前に辿たどり着ついた小さな魔導師は、杖の先せん端たんで床ゆかをダンッと叩たたく。

「さあ！　レッカ様。ウチと一いつ緒しよに、アブラアムへ帰りましょう！」

「ア、アブラアムへ？」

　ハリッサの故郷の名前じゃないか。

「まさか異世界への帰り方が分かったのか？」

「いいえ！　それはまだ分かりませんけど、分からないならそれを探しに行きましょう」

「えっと……」

　何だ？　急激なホームシックに襲おそわれて、どうしても異世界へ帰りたくなったのか？　それにしてはテンションがおかしいが……。

「ちょっと、ハリッサ！　勝手に烈火は連れていかせないわよ！」

「そ、そうよ、ハリッサちゃん。急にどうしたの？」

「何なのじゃ急に？　突然現れたと思ったら騒そう々ぞうしいのう」

　ハリッサのいきなりな宣言にイリスは反発し、皐月は心配し、ロザリンドもこちらへ来て会話に加わってきた。みんな彼女の唐とう突とつな変化が気になっているようだ。

「ハリッサ。本当にどうしたん――」

「そんなことはどうでもいいんです！　とにかくウチと来てください！」

　俺の声を遮さえぎったかと思うと、ハリッサは彼女とは思えない強ごう引いんさでこちらの手を掴つかんで椅い子すから立たせ、教室から連れ出した。

「？　？　え？」

　あまりにもわけが分からず、俺はおとなしくハリッサについていく。

「コラァー！　ふたりともどこ行くのよー！」

「ハリッサちゃん！　待ちなさい！」

「レッカもレッカじゃ！　なぜおとなしくついていく……ハッ、まさか貴様、幼女趣しゆ味み者だったのか!?」

「そんなこと大声で言うんじゃねぇ！　あと違ちがうから！」

「烈火さんは大きな胸の方が好きですもんね。というか、烈火さんがロリコンならロザリンドさんにはむしろ喜ばしいことだと思うのですが」

　アールの口をねじ切りたい！　ホントもう雑巾とか突っ込んでふさぎたい！

　まぁそれは置いておくとして、この逃とう走そう劇げき（？）はあっという間に終わるだろう。なにしろ宇宙人のイリスと吸きゆう血けつ鬼きのロザリンドが追つい跡せき者しやだ。並より少し下の体力のハリッサではすぐ追いつかれる――はずだった。

「エアリム・ネクラム」

　ハリッサが呪じゆ文もんを口ずさむ。

　その呪文なら聞き覚えがあった。彼女の得意な透とう明めい化かの魔術だ。おそらく今の俺おれたちは人の目に見えなくなっているだろう。

　何度となく俺たちを助けてくれた魔術だ。当然、イリスもロザリンドも何が起こったのか分かっただろうが、

「ロザリンド！　ほらっ、前みたいにこうバァーッとやってふたりを見つけなさいよ！」

「そうしたいのは山々じゃが、こんな人前で能力が使えるか！　レッカと学校で会えなくなるじゃろうが！」

　この場では透とう明めいになった俺たちの居場所を暴あばく手段が彼女たちにはない。正確にはロザリンドがコウモリ化して空間を埋うめ尽つくして捜すという手があるが、使えないのではないのと同じだ。

　もっともこの場で俺が声を出だせば、ふたりともそれに気づくだろうが。

「……」

　こちらをジッと見るハリッサの視線を前にして、そんなことできない。

　何で彼女が急に異世界に帰るなんて言い出したのかも、まだ分からないしな。

　俺は手を引く彼女に従って、イリスとロザリンド、それと足が遅おそくて今到とう着ちやくしたばかりの皐月を置いて、その場から離はなれた。
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　ハリッサが俺を連れ込んだのは二年生の教室だった。すでにチャイムは鳴っているが、中には誰だれもいない。ちょうど移動教室だったのだろう。

　それでも教師に見つかったらヤバいが、透明化の魔術は継けい続ぞく中なので心配はなさそうだ。

「それでハリッサ。何でこんなことしたんだ？」

　疑問というか心配する気持ちを込めて、俺はハリッサに尋ねる。

　学校は勝手に入ってきていい場所ではないことは以前教えたし、何か話があるにしてもハリッサなら俺が帰宅するまで待つだろう。

　それなのにわざわざ学校まで押しかけてきて、いきなり異世界に帰ると言い出して、強引に俺を引っ張って……正直、いつもの彼女らしくない。あるいは、そうさせるだけの何かが彼女の身に起きたのか？

「もし何かあったんなら、俺が力になるから。遠えん慮りよなく言ってくれ」

「はい……」

　ハリッサは杖をギュッと握り、俺を上うわ目め遣づかいに見上げる。その目にはうっすらと涙なみだがたまっているように潤うるんでいる気がした。

「あの、ウチ……」

「うん？」

「あの……」

　ハリッサはなかなか言いづらそうに何度も口ごもったあと――




「ウチ、もう辛しん抱ぼうたまりません」




　――なんか変なことを言い出した。

「……うん？」

　俺はわけが分からず首を傾かしげる。

「ワリィ……もうちょっと噛かみ砕くだいて言ってくれないか？」

「ウチのハートはもう限界です」

「うん。まだ何言ってるか分からないよ？　あとハリッサ、近い近い」

　何か言う度にハリッサはこちらに詰め寄よってくるので、いつの間にか俺は窓まど際ぎわに追い込まれていた。

「ハリッサ？」

「レッカ様。ウチ、そんなに魅み力りよくがないですか？」

　魅力？　かわいいかってことか？

「いや、ハリッサは充じゆう分ぶん魅み力りよく的てきだと思うけど」

「うれしいです！　レッカ様！」

「うわっ！」

　ドサッ

　急にハリッサに抱だき着かれてバランスを崩くずし、俺は背中から床に倒たおれてしまう。

「レッカ様ぁ」

　俺の胸の上で、ハリッサが甘あまえた声を上げる。

「ウチ、レッカ様と同じ家で暮らせて、毎日とっても幸せなんですよぉ？」

「そ、そう？　そりゃよかった。ところで、上からどいてくれると助かるんだけど……」

「でも、悶もん々もんとしてることもあるんです」

　ハリッサは俺の頼たのみを無視して続ける。

　悶々って……さっきの「辛抱たまらない」とか「ハートは限界」とかにつながる話か？

「レッカ様。ウチらって、もう結けつ婚こんできる年とし頃ごろじゃないですか……そんな年頃のふたりが同じ屋根の下で暮らしてるのに、別々の部屋で寝ねてて、何にもしないのって変じゃないですか？」

　くるくると、ハリッサの指が俺の鎖さ骨こつの辺りを撫なでる。

「いや、それはハリッサのいた異世界ならの話な？　日本じゃまだハリッサは結婚できる歳じゃないから……」

「むぅー！　だからアブラアムに帰ろうって言ってるじゃないべさ！　そしたら結婚できんべ！」

　なぜかキレ気味にハリッサは怒ど鳴なり、ぽかぽかと俺の胸を叩く。

「ていうか、法律なんて関係ないべさ！　レッカ様、本当はウチのことどう思ってるんだべ？　ウチのこと本当に魅み力りよく的てきって思ってんなら、一緒の部屋で寝てくれたっていいでねーか！　毎晩毎晩ずっと悶々としてたウチの気持ちの責任取ってもらいたいべさ！」

「ハ、ハリッサ！　おち、落ち着いてくれって！」

　ハリッサは俺の上に載のったまま、髪かみや服を引っ張って暴れ始める。お互たがいの着衣が乱れていき、なんだか人に見られたらマズいような格好に……。

「烈火ーっ！　どこーっ！」

「隠かくれても無む駄だじゃぞ！　観念して出てくるのじゃ！」

「ふたりとも静かにして！　授業中よ！」

　廊ろう下かからとっても聞き覚えのある三人の少女の声が聞こえてくる。

　マズい……！　さっきまでは見つけて欲ほしかったけど、今のこの状じよう況きようを見つかったら……考えただけで血の気が引く。

「ハ、ハリッサ。おとなしくしてくれ」

「もごもご」

　俺はハリッサの口を手でふさぎ――なんて犯罪的絵面なんだろうと思ったが心のポケットにしまっておく――部屋の隅すみに隠れる。このまま何とかやり過ごして……。

「むっ……ふたりはこの教室にいるみたいね」

　森羅の大魔法忘れてたーッ!!

　三人はドアを開けて俺たちのいる教室に入ってくる。幸い（幸いか？）俺たちが今どんな状況にあるかまでは調べられていないようだが、完全に居場所はバレていた。

　ヤバい。何とかバレないように移動して逃にげ出さないと。

　俺はハリッサを抱かかえたまま全神経を集中して音を出さないように床を這はい、皐月たちが入ってきた方とは逆の扉とびらから出て行こうとした。

　が。

「レッカたちはこの部屋のどこかにいるのじゃな？　ならワシがさっさと見つけてやろう」

　ロザリンドの奴、コウモリ化する気か!?

「ええ、お願い」

　皐月も止めてくれよ！　いくら人がいないからってマズいだろ!?

　ていうかよく見たら、三人とも目がもんのスゴく怖こわい。据すわってる。

　絶体絶命――そう思った時、

「そこの三人。上級生の教室で何をしてんだ」

　新たな闖ちん入にゆう者しやが教室のドアを開けて入ってきた。

　その人物は髪を後ろでくくり上げ、右目に眼帯をした――一度会ったら忘れられないインパクトを持つ、我らが三みつ橋はし高校の名物生徒会長様だった。

　彼かの女じよの登場でロザリンドの動きは止まったが、代わりに出口もふさがれてしまった。身動きが完全に取れなくなり、仕方なくジッとしている。

「むーむー」

　ハリッサ、頼むから静かにしてくれ！　お願い！

　ここまで半匍匐前進のような進み方をしてきたので、もうなんかお互い言い訳できないくらい服の裾すそとか乱れに乱れまくっている。人に見られたらその場で警察を呼ばれそうな有り様だ。

「会長、これはその、あのですね」

　人に見つかって正気に戻ったのか、皐月がしどろもどろに言い訳しようとしている。

「ワシらは人を捜しておるのじゃ。邪じや魔まをするでない」

　一方、そんなことまるで気にしないロザリンドは、完全に邪じや魔ま者ものを追おっ払ぱらう態度で生徒会長と相対していた。イリスは黙だまっていたが、どちらかといえばロザリンド派のようだ。

「人捜しなぁ。事情は分かんねーが、そいつは授業サボんなきゃなんねーくらい緊きん急きゆうの用件なのか？」

「当たり前じゃ」

「ほう。悪びれもせずに堂々とよく言い切ったもんだ」

　即そく答とうするロザリンドに会長はひとつ頷いて腕うで組ぐみをする。

「まぁ、とはいえこっちも生徒の模も範はんとなるべき立場だ。サボりを咎とがめないわけにはいかねーな」

「フン。随ずい分ぶんと偉そうじゃのう。ならば問うが、そう言うお主こそ授業中だというのに、なぜこんなところにおるのじゃ？」

　そういやそうだ。何で生徒会長がここに？

　生徒会長は二年生のはずだから、もしかしたら授業を受けている最中に皐月たちの話し声が廊下から聞こえてきたのかもしれない。だが、ロザリンドが指し摘てきしたように今は授業中なのだし、誰かが授業をサボっていると思ったなら先生に報告するのがフツーじゃないか？　彼女がひとりで確かめに来るのは不自然だ。

「なかなか痛いところを突つくなぁ。けどオレの用事はちゃんとした緊きん急きゆう性せいも必然性もあるもんさ。まぁ、あんまり人に言えない用だけどな」

「ならそれをワシらが黙っていてやるから、お主もワシらのことを見み逃のがせ」

「交こう渉しようのつもりか？　けど残念。生あい憎にくとオレの用はすぐ済むもんなんだよ」

　そう言うと会長は懐ふところからお札のような物を取り出すと、右目の眼帯を少し上にズラした。

　すると、彼女は露あらわになった右目でまっすぐと俺とハリッサの方を見る。

　えっ？　何でこっちを？　見えてないはずなのに。

「そこか」

　俺の混乱をよそに、会長は何の迷いもなく近づいてきて、そのお札のような物をハリッサに当てた。

「はゥッ!?」

　途と端たんにハリッサは俺の腕うでの中でビクビクと跳ねる。

　一いつ瞬しゆん、彼女の体からスウ～と何かが抜ぬけていくのが見えた気がした。

「……はれ？　ウチ、何でここに」

「ハリッサ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　レッカ様？」

　急に痙けい攣れんなんかしてビックリしたが、どうやらなんともないようだ。ハリッサはただキョトンとして俺を見上げ――急にブルルッと全身を震ふるわせて、石のように固まった。

「ハリッサ？」

　また何か変になったのか？――なんて、俺が思ったところで。

「「「烈火・レッカ」」」

　……………おっ？

　何だろう、顔を上げたくない。凄すごく上げたくない。このまま一生下を向いて生きていきたいくらいだ。

　あ、あれ？　下を向いていて思い出したけど、そういえばハリッサの衣服が乱れに乱れたままだった。俺もボタンがいくつかはずれてる。そんでもって俺たちってばそんな格好で抱き合あってるわけで……。

「……お前ら何をやってる？」

　生徒会長の驚おどろいた声も聞こえる。

　間ま違ちがいない。これ完全に透明化の魔術が解けてる。

　つまりこの完かん璧ぺきに犯罪者っぽい俺の姿が全員に見えているということで……。

　要するに、命いのち乞ごいの時間だった。
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「ぎゃああああああ！　お願い！　もう許して！」

「ん？　気がついたか」

「…………え？」

　えっと……どうなったんだ？　ていうか、ここはどこだ？

　何かとてつもない恐きよう怖ふ体験をした気がする。それこそ記き憶おくを失うくらいに。なぜ自分がここに――どうやら保健室に――いるのか思い出せない。

　養護教きよう諭ゆは禁きん煙えんパイポを口でくいっと持ち上げて。

「君は保健室の前に放置されてたんだ。扉の前まで連れてきておいて放置とはよく分からんな、誰がそうしたのかは知らんが」

「いや、自分でもよく分かんないんですけど」

「複雑な事情が窺うかがえる。まぁ、手当はしておいてやったから安心しろ。命に別状はない」

「……え？　別状が出そうなケガだったんですか？」

「学校の不ふ祥しよう事じになっても困るからノーコメントだ」

　それって半分認めてるんじゃ……？

　まぁいいか……そう思いベッドを下りようとして、何かやわらかい物を掴んだ。

「……ぁ」

「ととと常盤ときわ先せん輩ぱい！」

「ああ、言い忘れてた。常盤も君と同じベッドで寝てるぞ」

「何で!?」

　ビックリしすぎて固まっている俺の手の中に、常盤先輩の……む、胸が、その……収まっているというか収まりきってないというか。

「それにしても隣となりに寝てる女子に気づかず胸を揉もむ奴やつなんてホントにいるんだな」と養護教諭。

「さすが烈火さんは近くにおっぱいあらば無意識にでも喰くいついていきますね。さすがです」とアール。

　なんかこのふたりキャラ被ってないか？

「……ゃ……」

「！」

　目を覚ました常盤先輩の手が俺の手首を掴み、自分の胸の上からどかした。

　お、怒おこられるか？　やっぱり……。

　次に来るであろう叱しつ責せきを俺が覚かく悟ご――する前に、常盤先輩が抱き着いてきた！　せっかく離れたのにまた胸がくっついたよ！　今度は胸むな板いたに！

「おはよ、烈火クン」

「おおおおはようございます常盤先輩！」

「んんん～」

　先輩はまだ眠ねむいのか、抱き着いたままもぞもぞと動く。もぞもぞと動かないで！

「ちょっと先生！　今授業中でしょ!?　保健室登校とはいえ、常盤先輩にちゃんと授業を受けさせて……」

「何を言ってるんだ君は。もうとっくに放課後だぞ」

「え!?」

　どんだけ気絶してたんだ俺は……。

「烈火クン。部活いこ」

「え、えっと、はい」

「あー待て。そういえば君に伝言を預かってた」

　先生はふと思い出したようにパイポを指で弾く。

「伝言？」
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「生徒会長からな。放課後になったら生徒会室に来るように、だそうだ」

　会長が俺に何の用だろう……？

　ともあれ用事ができてしまったので、俺は常盤先輩に断わりを入れ、保健室から生徒会室へと向かった。
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　うーん、とりあえず生徒会室の前まで来たけど、なんだか入るの妙みように緊きん張ちようするなー。

　コンコン

「失礼しまーす」

　俺は若じやつ干かんドキドキしながらノックし、扉を開ける。

「一年の波なみ乱だれ烈火ですが、生徒会長に呼ばれてきました」

「ん、来たか」

　出で迎むかえたのは俺を呼んだ生徒会長本人だった。生徒会室には彼女しかいないようだ。

「まぁ入るといいぞ」

　相変わらず右目の眼帯が強いインパクトを放つ生徒会長――えーと、確か名前は……吉き備び桃もも音ねだったっけ？――は手で入室するように指し示す。

「は、はい」

　俺はそれに従い、中に入ってドアを閉めた。

　これで生徒会室に俺と会長のふたりっきりなわけだが、なぜだろう、虎とらの口に頭を突っ込んだような気分になるのは。変なプレッシャーを感じる。

「さて、波乱烈火。お前はどうしてここに呼ばれたか分かるか？」

「えーと……分かりません」

「本当に分からないのか？　答えはふたつあるぞ」

「え？」

　ふたつもあるのかよ……。

「まず校内に生徒ではない少女を連れ込んで、人気のない教室で服を脱ぬがせていただろ」

「えぇえぇぇええええ!?　い、いつどこで!?」

「……まさか覚えてないのか？」

「いや、ホントに記憶にないんですが……」

「………………まあ、随分と殴なぐられてたしな」

　会長はなぜか目を逸そらす。眼帯があるので横を向かれると表情が全然分からない。

　いったい記憶を失っている間に何が……？

「まあ、その件に関してはお咎めナシとしておく」

「あ、ありがとうございます？」

「もう充じゆう分ぶんな罰ばつは受けてるからな。これ以上は酷こくってもんだ」

　ホントに何があったんだ……？

　むしろこっちから質問したくなってしまったが、会長の話はまだ終わってない。

「で、お咎めナシとは言ったが、もう一方の件もその件とやや関係している。覚えてないとのことだが……お前が連れ込んだ少女――ハリッサという名前らしいが、彼女との関係は？」

「ハリッサ……？　えっと、俺おれの家で居い候そうろうしてる娘こですけど」

「……今新たな問題が浮うき彫ぼりになった気がするぞ」

　会長はため息をついた。

「噂うわさに違わぬ問題児っぷりだな、波乱烈火」

「……なんだかいろいろと根も葉もない噂が立ってるというのは聞いてます」

「あの修しゆ羅ら場ばの現場に立ち会ったオレの感想としては、根も葉もどころか花も実もつけた大木のような気がするがな」

　先生どころか生徒の代表にまでそんな風に思われてるのか俺は……わりとショックだ。

「まあいい。話が脱だつ線せんするからお前の女性関係についてはまた今度ジックリと話を聞くとしよう。今の問題はそのハリッサという少女のことだ」

「ハリッサが、どうかしたんですか？」

「どうもな、あの娘こは悪あく霊りようにとり憑つかれていたみたいだぞ」

「悪、霊……？」

　唐とう突とつな単語に俺は目を白黒させる。

「信じられんかもしれんが本当のことだ。知っているか分からんが、オレの実家は神社だしな。まあそういうことには人より詳くわしいと思ってくれ」

　やや取ってつけた感のある説明は、いわゆる〝信じない人〟向けの言い訳っぽかった。

「大だい丈じよう夫ぶです。俺、そういうの信じられる方なんで」

　そう告げた方が話を進めやすいだろう。実際、この前も、まぁ勘かん違ちがいだったが幽ゆう霊れい騒さわぎに巻き込まれたばかりだし。

「それは助かるな」

「あの、それで、ハリッサは今どこにいるんですか？　ていうか、大丈夫なんですか？」

「ああ。それなら安心していい。とり憑いていた霊は祓はらって、彼女には家に帰るよう促うながした。……まさかお前の家だとは思わなかったが」

「そ、それはまぁともかく。じゃあ、ハリッサは大丈夫なんですね？」

「まぁな。だがひとつ問題がある。祓ったはいいが、霊を取とり逃にがしてしまってな」

　そう言って会長は舌打ちした。

「そこで、お前を呼んだわけだ。あの悪霊の出自に心当たりがないかと思ってな。幸いと言うべきか分からんが、あのハリッサはお前と一いつ緒しよに住んでいるんだろう？　だったら、彼女がとり憑かれた原因にも心当たりがあるんじゃないか？」

「原因……」

　そんなこと言われてもさっぱり見当がつかないが、少し考えてみる。

「えっと、そもそもその悪霊って何をしたんですか？」

「さっき言っただろ。オレが見つけた時には、お前と一緒になって半はん裸らでもみくちゃになっていた」

「ブッ!!」

　俺とハリッサ、そんなことしてたのか!?　しかもそれを会長に見られた!?

　なんだか今後の学校生活に多大な支障をきたすイベントが発生していたようだが（何度も言うが本当に覚えてない）、ひとまず今は置いておく。

　えーと、最近ハリッサとやったこと……。

「あ」

　そういえば昨日。

「ふたりで家の蔵くらを掃そう除じしましたね」

「蔵？　一いつ般ぱん家庭には珍めずらしいな」

「代々変な物を集める血筋というか……珍ちん品ぴんの類たぐいもかなりあったんで、もしかしたらその時に何かおかしな物に触さわっちゃったのかも」

　あの蔵の品々の中になら、悪霊が憑いてる物のひとつやふたつあってもおかしくない。

「なるほどな」

　頷うなずくと、会長は立ち上がる。

「では今からお前の家に案内しろ」

「今から会長がウチに来るんですか!?」

「善は急げだ。それと、人のこと役職オンリーで呼ぶな。オレには吉き備び桃音様という立派な名前がある」

「えっと……じゃあ、吉備会長で」

「桃音会長」

「桃音会長」

「うん。やはりオレの名前は耳触りがいいな。年下の男に呼ばせると実に心ここ地ちよい」

　随分とナルシスト気味なセリフだなぁ……。

「とはいえ、相手が我わが校こうきっての問題児にして女タラシでは、オレの名前の魅み力りよくも半減か。オレの魅力を半減させるとは、次の生徒総会で議題に上げねばならんな」

「早く俺ン家行きましょう！　すぐ行きましょう！　そんで問題を解決しましょう！　全力でお手伝いさせていただきますから、どうか、どうかご勘かん弁べんを！」

「バカめ。冗じよう談だんだ」

　……どこからどこまでがですか？

　見た目だけじゃなく中身もインパクトのある会長だな。さすが「侍さむらい生徒会長」とか「独眼生徒会長」とか呼ばれているだけのことはある。伊だ達て正宗か。

　なんてことを俺が思っていると。

　バンッ！

　突とつ然ぜん、生徒会室のドアが叩たたきつけるように開けられた。

「烈火！」

「つ、つみき？」

　いったいどうしたんだ血相変えて。

　ていうか、その手に持ってる物は――

「新しい料理作ってみたから、食べなさい！」

「むぐ!?　むごはぁ!!」

　――やはり暗黒物質ダークマター!?

　しかも新種だとぅ!?　食感は意外とサクサク。手足もドンドン痺しびれていく。効果出るの早ッ！

「ムッ！　自らオレの前に姿を現すとは見上げた根こん性じようだ！　この悪霊が！」

　視界の端はしで、眼帯を持ち上げた桃音会長が鋭するどく言い放ち、お札を構える。

　取り逃がしたという悪霊が、今度はつみきに乗り移ったのか……やってることはハリッサの時と大おお違ちがいみたいだが。

「おとなしく成じよう仏ぶつしろ！」

　桃音会長がそう言ってお札をつみきに貼はろうとした瞬しゆん間かん。

【ジャマ】

　俺でもつみきでも桃音会長でもない、別の誰だれかの声が聞こえた。

　すると同時に、会長がお札を取り落とし、自分のお腹なかを手で押おさえる。

「ムググ、グ……！　貴様、何をした？」

【……】

　謎なぞの声は沈ちん黙もくする。

「おい、問題児」

　額に脂あぶら汗あせを浮かべた桃音会長は気力を振ふり絞しぼるような口調で、

「しばらく死ぬな」

　と、一方的に告げて風のような速度で生徒会室から走り去っていった。

　暗黒物質ダークマターを大量に抱かかえたつみきにマウントポジションを取られた俺を置いて。

「ほぉら、まだまだあるから。私の愛情が詰つまったお料理、たっぷり食べなさい」

　本当の地じ獄ごくはここからだ……ッ！
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「――ぶおらッ!?」

　とんでもない悪夢を見ていた気がする。毒キノコの胞ほう子しによって地球が滅ほろぶような、そんな夢を。俺はその夢の第一犠ぎ牲せい者しやで……。

「んんん～……」

「って！　常盤先輩！」

　ここはベッド？　つまり保健室？　そして常盤先輩は何でいつも俺と同じベッドで寝ねてるんだよ！

「また抱だき着つかれてるのかキミは」

「先生が俺と常盤先輩のベッドを別にすればいいんでしょうが！」

　全力で抗こう議ぎするが、養護教諭は無視してあくびをする。

「しょうがないだろ、別にしても常盤が勝手にもぐり込むんだから。なんでも昨夜原げん稿こうをひとつ書き終えたとかで、今日は随分とおネムらしいぞ。部室にも行かずに抱き枕まくらを欲ほしがるんだ」

「俺は抱き枕の代わりですか!?」

「まぁいーんじゃないか？　抱き心ごこ地ちがよさそうでうらやましいぞ。先生も眠くなってきた……ふぁぁ」

　ダメだこの先生！　どうしようもねぇ！

「ていうか俺は何で保健室にいるんですか!?」

「何だ？　また覚えてないのか。君は生徒会長に運ばれてきたんだよ」

「生徒会長？」

　って、あの眼帯つけた？

「君は生徒会長に呼び出だされて生徒会室に行って……で、物の三十分ほどで保健室に舞まい戻もどってきたわけだ。一日に二度も気絶して運び込まれる生徒なんてはじめて見たよ」

　そんな呆あきれ気ぎ味みに言われても……と思っていたら、保健室のドアがガラガラと開いた。

　入ってきたのは今話題に出ていた生徒会長だった。

「……おい、問題児。お前は放課後の保健室のベッドで、いったい何をしてるんだ？」

「え？　うわあっ！」

　そういや常盤先輩に抱き着かれたままだった！

　慌あわてる俺に対し、常盤先輩はノロノロとした動きで生徒会長の方を見やる。

「……おはよ。桃ちゃん」

「え？」

「その呼び方はやめろ、緑みど里り」

「え？」

　ふたりは知り合い？

「会長。常盤先輩の声聞こえるんですか？」

「オレの耳はすこぶる感度がいいのだ。それと、桃音会長と呼べと言ったはずだぞ」

　いつの間にそんな親しげな間あいだ柄がらになったんだ俺たち……。いや、なんか違うな。覚えてないけど、そんな親密度がアップするようなイベントはなかった気がする。

　まぁ俺のことは置いといて。

「ふたりって、仲いいんですか？」

「うん」

「まぁ古いつき合いだ」

　先輩ふたりは揃そろって頷く。

　幼おさな馴な染じみという奴なのか……だったら。

「だったら何で桃音会長は軽文部を廃はい部ぶにしようとしたんですか？」

「別に軽文部だけを廃部にしようとしたわけじゃない。活動実績に乏とぼしい部を減らし、無む駄だな部費を削さく減げんしようとしただけだ」

　さらりと桃音会長は答える。

「ウチの高校には特にこれといった、パッとした物がないからな。オレが何か打ち上げてやろうと思ってるんだが、まぁまずは先立つ物がないことには始まらん」

　それで部費を削減して生徒会の資金を増やそうとしたのか。

「でも、常盤先輩は」

「幼馴染だが、それとこれとは話は別だ。オレにはオレのやりたいことがあるし、緑里には緑里のやりたいことがある。そこをお互たがい曲げてつき合うのは友達ではないと俺は思う」

「桃ちゃんは昔からしゃっきりしてるから」

　ともすればドライと言えそうな桃音会長の性格も、常盤先輩は肯こう定てい的てきに受け取っているようだ。

「だいたい、潰つぶされたくないなら抗あらがって戦えばいいだろ。なんなら逆にこっちを潰しに来たっていい。オレはいくらでも受けて立つ。緑里だってお前を口説いて軽文部を存続させただろうが。潰すぞと言われて『嫌いやだ嫌だ』と駄だ々だをこねるばかりで戦いもしない奴のことなど、オレは知らん。欲しい物は戦って勝ち取れ」

　そんなことより、と桃音会長は腕うで組ぐみをして俺を睨にらむ。

「問題児、目を覚ましたならもう立てるか？　立てるなら、早く行くぞ」

「えーと……すみません。どこへ行くんでしょうか？」

「ん？　また覚えてないのか……まぁ、随ずい分ぶんと痙けい攣れんしてたしな」

　俺の身にいったい何が――

「確かお前にあの変な黒い物を口に突っ込んでいた一年生は望のぞむ野のつみきと言ったな」

　――把は握あくした。

「あのあと彼かの女じよにとり憑いていた悪霊もオレが祓っておいた。だがまた取り逃にがしてしまったから、早くお前の家の蔵とやらに行って、奴の正体を確かめに行くぞ」

「んん～～、あぁー……」

　少し思い出した気がする。

　確か俺は生徒会室に呼び出されて、悪霊をどうこうとかって話をされたんだ。それでその悪霊の出自を調べるために、会長と俺の家へ行く約束をしたような。

「だいたい思い出しました」

「よし。では行くぞ」

　そう言って、桃音会長は組んでいた腕うでを解いて歩き出した。
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　いつも通る通学路。今はその帰り道。だが隣となりを歩くのはいつもと違う人物。

「何だ？　オレの顔に何かついてるか？」

「いえ、そうじゃないんですけど……どうして桃音会長はわざわざここまでしてくれるんですか？」

「無論、オレが生徒会長だからだ」

　真っ当なようで、少しナナメ上の答えが返ってきた。

「生徒会長というのは生徒の代表で、学校とは学生の物なのだから、つまりオレは学校の主なのだ。そこへ不法侵しん入にゆうした不届き者はキッチリ落とし前をつけなければならん」

「落とし前って……」

　やっぱこの人どこか変だ。

「まぁ、あとはそうだな――この右目があるからというのもある」

「右目って……眼帯の下ですか？」

「ほかにどの〝右目〟があるっていうんだ？」

　桃音会長は眼帯をズラし、その右目とやらを見せてくれた。

　左目に比べて若干……何だろう、色が濃こい？　いや、色が違う？

　改めてよく観察してみると、どうやら会長の右目はまるで明めい滅めつするようにして、常に色が変化しているようだった。

「……不思議な目ですね」

「だいぶオブラートに包つつんだな。その心こころ遣づかいはよし」

　会長は眼帯を元に戻す。

「生まれた時からこの右目には霊が見えてな。霊視という奴やつだ。吉備家には稀まれにこんな目を持った奴が生まれるそうだが、オレは特別強いようで幼い頃ころはなかなか苦労した」

　その苦労が今の堂々とした独眼生徒会長を生んだのか。なんか納なつ得とくした。

「じゃあ、その目があったからハリッサやつみきに憑いてた悪霊が見えたんですか？」

「そういうことだな……。だがそれにしても、最初は単に悪霊が学校に迷い込んだものと思って祓ったら、突然お前と年とし端はもいかない少女が半裸で現れてビックリしたぞ。透とう明めいになるなど、あれもあの悪霊の能力だったのか？　だとしたら厄やつ介かいだが、霊自身が消えてないのでは意味がないのでは……」

　後半は独り言のようになりながら悪霊の能力について考える桃音会長。

　たぶん、透明云うん々ぬんというのはハリッサの魔ま術じゆつだが、その悪霊はとり憑いた相手の技術まで使えるのだろうか……？

　だがその悪霊がとり憑いた相手の体を操あやつっているのだとしたら疑問が残る。

「確か、とり憑かれたハリッサは俺と、その……揉もみくちゃになってて、とり憑かれたつみきは俺に創作料理を無理やり食べさせてたんですよね？」

「そうだが？」

「悪霊のターゲットはたぶん俺なんだろうと思いますけど、じゃあ悪霊の目的は何なんでしょうね？　ふたりで随分とやってることが違いますけど……」

「む……！」

　悪霊がふたりの体を操って、俺に対してやりたいことが何なのか見えてこない。

　桃音会長には霊視があるのだから、ふたりに悪霊がとり憑いているというのは間ま違ちがいないだろう。だが、悪霊は本当にふたりの体を完全に操っているのか？

「なかなか鋭い指し摘てきだな。ただの問題児ではなさそうだ」

　それは褒ほめ言こと葉ばとして受け取っていいんでしょうか……？

「烈火にーちゃん！」

　俺と会長が話しながら商店街の道を歩いていると、不意に背後から名前を呼ばれる。

　振り返かえると、近所の星ほし川かわ中学校の制服を着たレインとファムがこちらに向かって手を振って近づいてくるところだった。

「ふたりともどうしたんだ、こんなところで？」

「ファムさんと一緒に本日のお夕飯の買い物をしていたのです」

「今帰りー」

　レインとファムはそれぞれ答え、次に俺の隣の桃音会長を見る。
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「そちらの方は？」とレイン。

「ウチの学校の生徒会長」

「吉備桃音だ。えーと……」

「私はレイン・ウォーターチャイルドと申します」

「あたしはファムだ！」

　自己紹しよう介かいをしたあと、俺おれに抱き着いているファム以外のふたりはお互いに会え釈しやくした。

「あの、烈火さん」

　ふとレインが俺に近寄り、小声で耳打ちしてくる。

「こちらの方もその……何かに巻き込まれているのですか？」

「えっとぉ、まぁいちおうそっち関連じゃないよ」

　レインが聞きたいのは桃音会長が『物語のヒロイン』なのかどうか、ということだろう。

　確かに俺と桃音会長は少々フツーとは違った事態に巻き込まれているが、今回の悪あく霊りよう云うん々ぬんの騒そう動どうは『物語』のように危機的な物とは違う気がする。

　俺の『波乱の血筋』が巻き込まれるのは放っておけばバッドエンドになるような、そういった絶体絶命のピンチが迫せまった『物語』であることが常だ。

　だが、桃音会長とともに巻き込まれた今回の悪霊騒動にはそれがない。

　……まぁ、それって逆に言えばついに『波乱の血筋』以外のところでもトラブルに巻き込まれるようになったという、まったく嬉うれしくないニュースでもあるわけだが。それは置いといて。

「とりあえず、ベラノの時みたいな命のやり取りとかは今回ないから、安心してくれ」

「そうですか。よかったですわ」

　ホッとレインが安あん堵どの息をついた時――急に反対側から耳を引っ張られた。

「おい、問題児」

「あの、そろそろ名前で呼んでもらえません？　それ地味に傷つ――」

「うるさい」

　桃音会長は俺の声を切って捨て、ギロリとこちらを睨みつけてくる。

「貴様、まさか校内だけでは飽あき足たらず、中学生にまで手を出して……」

「ンなわけないでしょ！」

「だがあのハリッサという少女も見たところ年ねん齢れいは……」

「だから！　俺はロリコンじゃないですって！」

　あんまりしつこいので俺が声を荒あらげて言うと、会長は「そうか……」と渋しぶ々しぶながら引き下がった。

　その時――不意に視界が九十度ひっくり返る。

「あでっ！」

　イッテェ！　後頭部がッ！

　たぶん、地面に頭を打ちつけた。空青い。

　そんでもっていきなり人に足あし払ばらいをかけやがったのは。

「ファム！　何すんだよ！」

「……烈火にーちゃん」

　人の腹に馬乗りになったファムはジッと俺を見つめ、って、何だその『とろんっ』とした目つきは!?

　ムチュッ

「！！！」

「あーーーーーーー！」

　混乱する俺と、悲鳴を上げるレイン。

　チュッ　チュッ　チュッ

　構わず頬ほおといわず額といわずキスを乱打するファム。

「ちょっ！　なんっ、何なんだ!?」

　かろうじて唇くちびるはお互いのために死守しているが、あまりのわけの分からなさ、唐とう突とつさに面めん喰くらってまともな対応が取れない。

「ファ、ファムさん！　一度ならず二度までも私の前で……ッ！」

　レインは買かい物もの袋ぶくろを取り落とし、わなわなと拳こぶしを握にぎりながら眉まゆを吊つり上あげている。

　そして、さらに怒おこっている人がもうひとり。

「このド阿あ呆ほう！　やはり中学生まで毒どく牙がにかけていたか！」

　言いながら、会長は人の頭を蹴け飛とばそうと脚あしを振り上げる。

「いや、ちょっ！　それ死ぬ！　本気で蹴けられたら死んじゃいますから！」

「死ね！」

　そのまま俺の頭がサッカーボールみたいに蹴飛ばされそうになった時、

「……ムッ！」

　桃音会長は急にお腹を手で押さえる。

「チッ！　貴様か……！」

「桃音会長？」

　彼女が急に苦しそうな表情になったので、俺は心配で声をかける。

「こ、のッ……！　こんなくだらん真ま似ねで、二度もオレが退くと思うなよ！」

　脂汗を流しながらも会長は歯を食くい縛しばりながらお札を手に取り、ファムの後頭部に向かって叩きつけた。

　お札を使ったってことは、もしかして今ファムは悪あく霊りようにとり憑つかれてたのか？　道理でいきなり変なことをしてきたと思ったら……。

「……ん、れ？　烈火にーちゃん、何してんの？」

　正気に戻ったらしいファムが目をぱちくりさせる。

「そりゃこっちのセリフだっての……」

　ひとまず安堵する俺。

「うぐぐ……」

「うぅぅ……」

　ファムは元に戻ったが、桃音会長はまだ苦しそうにしていた。横を見れば、なぜかレインまで同じように顔をゆがめている。

「烈火さん、ファムさん……私、先に、失礼します！」

　そう言ってレインは買い物袋も置きっぱなしにして、ダッシュでこの場からいなくなった。箱入りのお姫ひめ様さまとは思えない速力だ。

　なんだか物もの凄すごく慌ててたな。

「あの……クソ悪霊めっ！　また逃げられた……！」

　一方、桃音会長は悪態をつきながらギリギリと奥おく歯ばを噛かんでいる。怒っているようにも見えるが、何かを全力で我が慢まんしているようにも……お腹を押さえながら我慢することといえば。

「桃音会長……まさか」

「うら若き乙おと女めに向かってそれ以上何かをほざいたら、あの悪霊よりも先に貴様を昇しよう天てんさせるぞ」

　冗じよう談だんに聞こえない脅おどし文もん句くを吐はきながら、桃音会長は踵を返す。

「桃音会長、どこへ？」

「オレは一度家に戻る」

「家に？」

「次こそは確実に捕ほ獲かくしてやるッ……そのための準備に戻るんだ。お前は先に蔵くらの中からそれらしい物を探して表に出しておけ。オレが見ればすぐ分かる」

「わ、分かりました」

「……絶対に許さんぞ、あのアマ……ッ！」

　手負いの虎とらのような殺気を漲みなぎらせながら――あるいは腹イタに耐たえながら――桃音会長は吼ほえ、彼女の家である吉備神社のある方角へと帰っていった。

「あの……〝アマ〟？」

　俺は首をひねりつつ、言われた通り先に蔵の中を調べておくため、家路を急いだ。
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　家に帰った俺は私服に着き替がえてから、ハリッサに手伝ってもらって目ぼしい物をピックアップして蔵の外へと出していた。

　にしてもホント変な物が多いなこの蔵。

「レッカ様。この前掃そう除じをしたばかりなのに、どうしてまた中の物を出すんですか？」

「まぁちょっといろいろあってな」

「？」

　ハリッサは小首を傾かしげる。

　俺も会長からのまた聞きに過ぎないが、ハリッサも悪霊にとり憑かれていたと聞く。だがその時の記き憶おくは特に残っていないようだ……残っていなくて本当によかった。

　だってなぁ、聞いた話の通りのことを俺がしていたなら、こうして目を合わせてなんかいられないし、ハリッサだって気まずいだろう。

「いやぁ、それにしても今回の烈火さんは非常に役得が多いですね」

　蔵からの運び出し作業を頭上から見物していたアールが、俺の頭の上で足をパタパタさせながら言った。体重はまったく感じないがかなり邪じや魔ま。

「何と言いますか、『ヒロイン』のみなさんがとても積極的になられて……まぁ、積極的になった結果烈火さんを昇天させかけた方もいますが、『烈火さんと誰だれかをくっつける』という任務を帯びた本官としては喜ばしい限りです」

「霊れいにとり憑かれてやったことだろ」

　俺はハリッサに聞こえないように小声で反論する。

「……つーか俺あんまりやられたこと覚えてないし」

「おや？　でもハリッサさんとつみきさんの件は桃音さんから聞いて、ファムさんの時は特に記憶を失うような目には遭あっていないでしょう？」

「ぐっ……。でも、みんなだって覚えてないし、自分の意思でやったことじゃないんだから、やっぱりノーカンだっての」

「かもしれませんね。記憶残留型のイベントならよかったんですが、贅ぜい沢たくは言いません。少しでも烈火さんの『ヒロイン』の方々の好意に対するマグロ体質が改善してくれれば本官は満足です」

　またこの未来人は俺に変なステータスをつけ加えようとしやがって。

「いい加減、足が邪魔だ。退けっ！」

「はいはい」

　アールはくるくると縦回転しながら俺の頭から離はなれる。

　ちょうどその時――

「おい、色しき魔ま」

　――……なんかスゲー傷つく単語で人を呼ぶ方が我わが家やにいらっしゃった。

「俺は色魔なんかじゃな、い、で、す、よ……」

「何だ？」

　俺のセリフが尻しり切きれトンボになっていたのに怪け訝げんな顔をしたのは――髪かみを下ろした巫み女こ服姿の桃音会長だった。

　髪かみ形がたも服装も変わって、眼帯まで取ってしまったからだろうか、だいぶ受ける印象が変わっている。だが口元に浮うかべた力強い笑えみと雰ふん囲い気きは、あの独眼生徒会長のままだ。

「会長、その服は？」

「神事とは形から入るものだ。クソ生意気な幽ゆう霊れいを祓はらうには、オレみたいな清い巫女と相場は決まってる」

「〝清い〟巫女……？」

「文句があるのか？」

「いいえ全然！」

　今なんか桃音会長のバックに虎のシルエットが見えた気がした。怖ェ。

　ていうか彼女まさか町中をその巫女服のまま俺ン家まで歩いてきたのか？

「まだ何か言いたそうな顔だな。まあいい、先にこれを渡わたしておく」

　そう言って、彼女はひとつのお守りを俺へ放って寄よ越こす。

「これは？　……見けん鬼き？」

　そのお守りはフツー「交通安全」とか「学業成じよう就じゆ」とか書いてありそうな部分に「見鬼」と書いてあった。

「鬼とは霊のことだ。それを持っていれば、幽霊が見えるようになる護ご符ふが入ってる。貴様にもあのアマの姿が見えた方がいいだろう」

「アマ……ってことは、あの悪霊って女の子なんですか？」

「少なくともオレに見えている外見上はな。いいから肌はだ身み離はなさず持っていろ」

　言われた通り、俺は見鬼の護符をズボンのポケットにしまった。

「さて……その壺つぼだな」

　桃音会長は蔵から持ち出したブツをザッと見み渡わたして、一発でアタリをつけるとその壺の前に膝ひざを突いて調べ始めた。

「む……！」

　壺のふたをひっくり返した桃音会長が険しい声を上げる。

「何か分かりましたか？」

「このバカが！」

「イデェ!?」

　ふたの角で殴なぐられた！　ムッチャ痛い！

「このふたの裏にしっかりとあの悪霊の詳しよう細さいが書いてあるだろうが！　それにこのふたについた破れた札！　悪霊を封ふう印いんするための物だ！　なぜ破ったりした!?」

「そんなの素しろ人うと目めに分かるわけないでしょ！　だいいちふたの裏に書かれた文章なんて、ふた開けなきゃ見られないし！」

　それに日本語の文章が古すぎて読めなかった、というのは黙だまっておいた。

「ふむ……封印されていた霊は、散ちる恋こい鬼おにの咲さく耶や姫ひめというらしいな」

「ちる、こい……何？」

「いいからサクヤとでも覚えておけ」

「はい」

「失しつ恋れんした乙女たちの無念が重なり合った集合体……少女にとり憑き、無念を晴らそうとする……」

　俺と違ちがって成績優ゆう秀しゆうな生徒会長様はすらすらと文章を読んでいく。

「無念って？」

「そりゃ失恋の鬼なのだから、無念は恋こいが叶かなわなかったことに決まってるだろう」

「いや、それは分かる気もしますけど……何でターゲットが俺なんですか？」

　そのサクヤという霊に惚ほれられるようなことした覚えがないんだけど。

「お前が狙ねらわれる理由か……。そうだな、この壺のふたを開けたのは誰だ？」

「それは、俺ですけど」

「なら、封印を解いてくれたから、じゃないのか？」

「え……いや、でも、正確にはふたのお札を破ったのはハリッサで、アデッ！」

　反論しようとするが、桃音会長はゴスッと人の額にチョップしてきた。

「ハリッサは女の子だろうが。それに、このサクヤにとって、誰に恋するかどうかというのはどうでもいいのかもしれない」

「どういうことですか？」

「無念が重なり合った〝集合体〟と言っただろ……。つまり、失恋した乙女の様々な想おもいがくっついてできた鬼なのだから、逆にサクヤ自身に特定の片恋相手というのはいなかったわけだ。だが失恋の鬼であるがゆえに、『恋を成就させたい』という願望に縛られている」

　自分自身は誰に恋したこともないのに、恋を渇かつ望ぼうしている鬼……ということなのか。

「ここからは推測だが、サクヤはとりあえずの〝恋の相手〟にお前を選び、お前と恋するために周囲の少女にとり憑いたんじゃないのか？」

「……ん？　でも、それじゃあみんなの体を操ってたのはサクヤってことになりますよね？　それなら何でハリッサとつみきとファムでやることが違ったんです？」

　体は彼かの女じよたちの物を借りていたとしても、中身が全部同一人物で目的が同じなら、やることも一いつ緒しよになりそうなものだが。

「……そうだな。おそらくサクヤには人を完全に操れるほどの力はないんだろう。たぶんとり憑いた相手の精神と自分の精神を同調させて、彼女たちを通して擬ぎ似じ的てきに恋れん愛あい感情を満たそうとしていたんじゃないのか？」

「擬似的な……なるほど」

　桃音会長の説明に納得した俺はうんうんと頷うなずく。

「烈火さん。ちゃんと桃音さんの説明を理解してますか？」

「当たり前だろ？　みんなはサクヤと精神を同調させられたせいで、彼女の恋をしたいっていう強い欲求にアテられて、あんな変なことをしたってことじゃねーか」

　小声でこそこそと話しかけてきたアールに俺も声をひそめて返答する。

「うぅーわ……」

　なぜそんなナマコを顔面にぶつけられたみたいな顔をする？

　まぁ、アールのことは置いといて――気になることがひとつある。

　何でご先祖様はサクヤを封印した壺を、蔵の中なんかにしまって置いたんだろうか？

　だって、封印できたんだったら、あとは……。

「さて、問題児」

「は、はい」

　思考に没ぼつ頭とうしかけた俺は、桃音会長の声で意識を現実に戻もどす。

「あの悪霊の真名も分かった。これであとは奴やつを誘おびき寄よせてしまえば捕獲することができる。手を貸せ」

「でも、俺たちってもう三回もサクヤを撃げき退たいしてるんですよ？　いい加減、警けい戒かいして近づいて来ないんじゃ……？」

　俺がそう言うと、桃音会長はフフンッと鼻を鳴らす。

「そんなこと簡単だ。奴が自分から喰くいついてくるように餌えさを用意すればいい」

「餌？」

「そうだ。奴は失恋した乙女の想いで成った鬼――」

　会長は口くちの端はをニッと吊り上げる。

「――つまり、猛もう烈れつに嫉しつ妬と深ぶかいということだ」
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　さて……桃音会長の立案した餌作戦のために、俺は近所の公園のベンチに座すわっているわけだが。

「物凄く気が進まねー……」

「いいじゃないですか。烈火さんの世界犯罪級の鈍どんチンを矯きよう正せいするチャンスです」

「アールの罵ば倒とうはいつも意味わかんないけど妙みように堪えるな……」

　俺はため息をつき、辺りを見回す。

　元より遊具も錆さびて人気も寂さびれた公園なので、周囲には誰もいない。正確には藪やぶの陰かげに生徒会長が隠かくれているが、ほかには誰もいなかった。

　と、そこへ。

「烈火」

「皐月」

　公園に現れた幼おさな馴な染じみに向かって、俺は軽く手を上げる。

「どうしたの？　急にこんなところに呼び出したりして……ふたりっきりで」

「あー、いやまぁ、とりあえず座れよ」

「う、うん」

　皐月はキョトンとしながらも俺の隣となりに腰こしを下ろす。

「それで……話って？」

「お前のことが好きなんだ」

　アールは頼たのむから引っ込んでてくれ。

「えぇっとな……話しづらいことなんだけど……」

「……うん」

　俺は時間を稼かせごうと言葉を濁にごすが、こちらの妙な緊きん張ちようが伝わったのか、皐月も変に緊張して体を硬かたくする。

「……何て言うか……」

　俺おれが間を持たせる話題を手て探さぐりで探していると、

「烈火ー！」

　元気な声とともにイリスが、公園の柵さくを飛とび越こえてやってきた。

「って、あれ？　皐月？」

「え？　イリスさん？」

　皐月とイリスはお互たがいの顔を見てぱちくりと目をしばたたかせる。

「烈火……私と話があるんじゃなかったの？」

「それはアタシのセリフよー！　どういうことなの烈火？」

「あ、あれ？　俺、ほかのみんなも呼んだって……」

「「言ってない（わよ）!!」」

「言ってませんね～」

　皐月とイリス、アールにまで同時にツッコまれて俺はタジタジになる。ていうかアールは気づいてたなら教えてくれよ！

　だが、そうこうしている内に。

「烈火さん」

「レッカ」

「波乱様」

「烈火さん」

「烈火」

　テトラ・ロザリンド・スズラン・レイン・シャーリー――とりあえず電話で呼んですぐ来られる知り合いの女の子たち全員が公園に集まってきた。

　こうしてみんなを集めたのは、サクヤを嫉しつ妬とさせるためだ。

　サクヤはすでに桃音会長に三回も撃退されている。今は相当に警戒しているだろう。だが嫉妬深い霊であるサクヤが、ターゲットである俺がこうしてたくさんの女の子たちに囲まれている光景を見て、我慢できるはずがない。

　だから必ず尻しつ尾ぽを出だすはず……と、桃音会長は言っていたけど。

「レッカ！　これはいったいどういうことなのじゃ!?」

　とロザリンドは激げき昂こうし、

「そうね。この状じよう況きようについても説明して欲ほしいけど、昼間にファムとまたキスをしたっていう件についても弁明を求めたいわ」

　とシャーリーは凍いてつく視線を寄越し、

「「「「何それ!?」」」」

　複数の少女が同時に声を荒あらげる。

　……サクヤを誘き寄せる作戦とはいえ、詰つめ寄る彼女たちをなだめるのはひと苦労だ。

「うっ、えぇっとその件については何と言うか……」

　俺は冷ひや汗あせをかきつつ、矢や継つぎ早ばやに飛んでくる言葉の雨を必死に躱かわしていく。

　サクヤの目的は擬ぎ似じ恋れん愛あい体験なのだから、とり憑く相手は俺にある程度近い女の子を選ぶ可能性が高いとも桃音会長は言っていた。

　だが、見鬼の護符を身につけていても、今俺の目の前にいる彼女たちの中にサクヤらしき姿は見当たらない。

　ということは、ここにいない誰かにとり憑いているのだろうか？　ハリッサ・つみき・ファムはすでに一度とり憑いたから可能性は低いと思う。響ひびきは数駅離れたところに住んでいるし、チェルシーにいたっては外国だ。

　となると、あと残っているのは。

「烈火！」

　その時、『リンダラバーズ』の制服を着たリアが公園に現れた。

「って！　何でその制服着たままなんだよ!?」

「今はバイトの休きゆう憩けい中だ！　烈火に会いたくて、走ってきた！」

「制服のまま町中を走るなー！」

「仕方ないだろう！　一刻も早くお前に会いたかったんだ！」

　リアは力強く断言した。

　うぐっ！　なんて恥はずかしいセリフを真顔で言うんだ。しかも大声で。これもサクヤにとり憑かれているからなのか？

　と、そうだ。サクヤはどこに。

「……」

　俺はポケットの中の見鬼の護符を握にぎり締しめ、意識を集中させた。

　すると、ぼやぁ～っとリアの背後に、宙に浮く人ひと影かげが映る。

　サクヤは金きん髪ぱつに髪とお揃そろいの色の瞳ひとみ、そばかすのちょっと残るかわいらしい顔立ちの少女の姿をしていた。

　もっとオドロオドロしいイメージをしていた俺は、予想外のサクヤの外見に驚おどろく。

「何じゃリア！　そのようなふしだらな格好でワシの烈火を誑たぶらかすつもりか!?」

「いつから烈火がロザリンドの物になったのよ！　けど、リアのその格好は反則すぎっていうのには同意するわ！」

　ロザリンドとイリスは『リンダラバーズ』の制服を指差しながら、顔を真っ赤にして叫さけぶ。

　今にもリアに噛みつきそうなふたりだったが。

【ジャマ】

　リアの背後にいるサクヤの口が動いた途と端たん、ふたりは顔色を変える。

「な、何じゃ……」

「痛い痛い痛い！」

　ふたりだけではない、ほかの少女たちもお腹なかを押おさえ、苦しみに耐える表情をしていた。

「な、何なのこれ……？」

「うぅ……もうダメ！」

　ひとりが走り出したのをキッカケに、お腹を押さえていた少女たちは一いつ斉せいに公園のとある施し設せつ目指して一直線に駆かけていった。どこへ行ったのかは、あえて言うまい。

　かなりキツい腹イタを起こすサクヤの能力……最初気づいた時はくだらねーと思ったが、もしかしてメチャクチャ凶きよう悪あくな能力なのかもしれない。

「烈火……」

　リアは頬ほおを紅潮させて、まっすぐ俺の方へと近づいてくる。

　うるんだ視線。赤い頬。男にとって殺人的なデザインの制服も相まって、かなり色っぽいオーラが出ていた。

　正直これがサクヤのせいだと分かっていなかったら、そのままリアの胸に飛び込んでしまいそうだ……いや、何考えてんだ俺は。ピンクオーラにあてられて思考がダメな方に転がってる気がする。

　しっかりしろ、俺。

「烈火。さぁ、私と来てくれ」

「な、何でだよ？　俺と何する気なんだ？」

「以前、生き娘むすめをやめるなら相手は烈火がいいと言っただろう？」

「あ、ああ？　ていうか、それって結局どういう意味なんだ？」

　響には自分で調べろと言われたが、面めん倒どうで調べなかったんだよな。

「ふふっ、そんなこと私の口から言わせるな」

　マヂで何をなさる気なんですかリアさん。

「ッ、と!?」

　ジリジリと後ろへ下がっていた俺は、先さき程ほど座すわっていたベンチに足を引っかけてしまう。ベンチの背もたれに背中をぶつけ、完全に追おい詰められた。

「さぁ、烈火。もう逃にげられないぞ」

「そうだなぁ……」

　俺はチラリとリアの後ろ、サクヤへと視線を向ける。

【――？】

　リアにとり憑ついた霊は、俺と視線が合ったことに怪訝そうな表情を浮かべた。

　……今だッ！

「よッ！」

　素す早ばやく体を折おり畳たたんでベンチの下へ両手を突っ込んだ俺は、そこに隠してあった物――サクヤを封印していた壺を抱かかえ上あげる。

【――!?】

　常に半目気味だったサクヤの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　彼女はとっさにリアから離れようとするが、しかし――

「遅おそいわ！　うつけ！」

　藪の陰から飛び出した桃音会長が、巫女服の袖そでを振ふり乱みだし、手元で奇き妙みような印を組む。

　一拍ぱく遅おくれ、パリッ……と何かの〝力〟が奔はしる音がして、ベンチを中心とした円状の結界が張はり巡めぐらされた。

　これでサクヤは逃げられない。

【な、何なのよぉこれぇ!?　私の邪じや魔ましないでよぉ！】

　結界に囚とらわれたサクヤは錯さく乱らん気味に叫ぶが、桃音会長はまったく躊ちゆう躇ちよしない。

「おとなしく壺の中に戻ってろ！」

【私に何の恨うらみがあるのよぉ～!?】

　桃音会長が裂れつ帛ぱくの気合いとともに新たな印を組むと、サクヤはリアから引っぺがされ、まるで暴風に弄もてあそばれる木の葉のように宙をくるくると舞まい、最後には俺が抱える壺の中へ。

　サクヤが壺の中へ叩たたき落おとされる瞬しゆん間かん、彼女と目が合った。

「問題児！　ふただ！」

「はい！」

　俺は壺と一緒に隠してあったふたを手に取り、壺の口を即そく座ざに封ふうじる。桃音会長から預かっていたお札を取ると、そのふたの上に貼はりつけた。

「……ん？　何だ？　私はアルバイトをしていたはずだが」

　リアがキョトンとした顔で首をひねる。どうやら正気に戻ったようだ。

「リア。早くお店戻らないと、休憩時間終わっちゃうぞ？」

「烈火？　何で私はこんなところに……っと、休憩時間が終わる？　いつの間にそんな時間に。よく分からんが、すぐ戻った方がよさそうだな。ありがとう烈火」

「どういたしまして」

　再び『リンダラバーズ』の制服姿で町内を駆け抜ぬけていくリアを見送りながら、俺は盛大な安あん堵どのため息をつく。もしリアがリンダさんに何か言われたらあとでフォローしておこう。

　俺がベンチの上で伸のびをしていると、桃音会長がやってきて人の膝の上からサクヤの入った壺つぼをひょいっと奪うばっていった。

「まったく！　手を煩わずらわせてくれたな！」

「サクヤを……どうするんですか？」

「決まってる！　うら若き乙おと女めの尊厳を踏ふみにじった罪で磔はりつけ獄ごく門もんの上、町内引き回しの刑！　……だが、こいつは悪あく霊りようだからな。オレの爺じじいに頼んで完全に除じよ霊れいしてもらう」

「除霊って、何ですか？」

「もう二度と現世で悪さしないようにあの世に送るってことだよ」

「！」

「じゃあ、オレは爺のとこにこれ届けるから、お前はもう帰っていいぞ」

　そう言ってそのまま帰ろうとする桃音会長――の手を、俺は引き留めた。

「……待ってください」

「何だ？」

「その壺は……俺の家の蔵くらにあった物です。返してください」

「んん？」

　桃音会長は変なモノでも見るみたいに目を細める。

「そりゃ除霊が終わったら壺は返してやるさ。でも今はまだ中にさっきの悪霊が入ってるんだぞ？」

「それも含ふくめて、返してください」

「おいおい、そりゃ何の冗じよう談だんだ？」

　さっきとは違う意味で、桃音会長は鋭するどく目を細めた。つまらないことを言ったら即そくブッ飛ばされそうな雰ふん囲い気きだ。

「……俺ン家の家系って、昔っから変な出来事に巻き込まれやすいんですよ」

「……」

「たぶん、そのサクヤって霊れいを封ふう印いんしたのも、俺のご先祖様です。でも、これって何か変じゃないですか？」

「変？」

「だって悪霊をせっかく封印したんですよ？　だったら――何でご先祖様は桃音会長みたいな専門家のところへ持って行って、サクヤを除霊しなかったんですか？」

　ご先祖様がどんな『物語』に巻き込まれてサクヤを封印したのか、その経けい緯いは俺にも分からない。だが、蔵にしまってあった壺に悪霊が封印されていたという話を聞いた時から、何か変だとずっと思ってた。

「お前ン家の家系がどんなモノなのかオレには分からんが……たとえば、持って行ける距きよ離りにその専門家がいなかったんじゃないか？　それで仕方なく蔵にしまったとか」

「そうかもしれません。でも、そうじゃないかもしれない……」

「ほう？」

　不意に、桃音会長はおもしろがるような声を出す。

　まるで俺を試ためすような視線をこちらに向け、彼女は片方の眉まゆをくいっと持ち上げた。

「なら聞かせろ。〝そうじゃないかもしれない〟理由とやらを」

「……ご先祖様は、サクヤを子孫の誰だれかに救って欲しかったんだと思います」

　俺の答えに、会長はますますおもしろそうな顔をする。

「随ずい分ぶんとポジティブというか善人的というか、多分にお前の希望が混じっていそうな推測だな。根こん拠きよはあるのか？」

「その壺のふたです」

　俺は桃音会長が脇わきに抱えている壺を指差す。

「ふたがどうした？」

「そのふたの裏には、サクヤの名前や特とく徴ちようがしっかり書いてあったって桃音会長は言いましたよね？」

「ああ、確かにそうだ」

　桃音会長は頷く。

「何でご先祖様は〝裏〟に書いたんですか？　除霊したくても専門家がいなくてできなくて、仕方なく蔵に封印したんだったら、『この中に危険な悪霊がいる』ということを、どうして壺の〝表〟に書かなかったんですか？」

「……ふむ」

　桃音会長は黙もつ考こうするようにアゴに指を当てた。

　ふたを開けなきゃ見られないふたの裏に何を書いたって、そんなの注意喚かん起きにはならない。ご先祖様がサクヤを「危険なモノ」と思っていたなら、表にそのことを書かなきゃおかしいんだ。

「ご先祖様がふたの裏にサクヤの詳しよう細さいを書いたのは、封印を解いた子孫に自分とは違う方法で何とかして欲しいと思ったからなんだと、俺は思います」

「生あい憎にくと、オレはお前のご先祖なんぞ知らん――が」

　桃音会長は脇に抱えていた壺をいきなりひょいっと俺の方へ放ほうる。

「わっ！　わっと！」

　危ねぇー、もう少しで落とすとこだった。

「お前はオレよりお前のご先祖の気持ちが分かるんだろうよ」

　なんてことを笑いながら言って、桃音会長は壺をキャッチするために尻しり餅もちを突ついた俺の顔を上から覗のぞき込む。

「問題児、もとい波乱烈火。あんな目に遭あわされたってのに、何でお前はそいつを庇かばう？」

「……まぁ、幸いにも記き憶おくが飛んでるってのもありますが」

　俺はできるだけ口の端をニッと持ち上げる。

「こいつが無念の塊かたまりだって言うなら、無念は消すんじゃなくて晴らしてやった方がいいかなと」

「お前は底そこ抜ぬけのド阿あ呆ほうだが、おもしろい奴だな」

　告げて、桃音会長は踵を返し、背中を見せる。

「気に入ったよお前。その内また生徒会に来い。歓かん迎げいしてやる」

　肩かた越ごしに彼かの女じよはひらひらと手を振って、そのまま公園からいなくなった。

　何て言うか、豪ごう快かいな人だったなぁ……。

「――なかなかよいフラグが立ちましたね」

「ん？　アール、どうかしたか？」

「いいえ、何も」

「？」

　何かまた変なこと言った気がしたが、まぁいいか。

　なんとか無事、この騒そう動どうも終わった。やれやれ、『物語』も関係ないのに、随分と大変だったな……。

「!?」

　その時、急な怖おぞ気けが俺の背中を駆け抜けた。

　恐おそる恐る振り返かえると――そこには七人ほどの、鬼おにが……。

「いつの間に生徒会長と親しくなったの？　ていうか、何で会長は巫み女こ装束なんて着てたの？」

　見たこともないような形相で皐月が俺を見下ろしてくる。

「先さき程ほど、悪霊だの封印だの聞こえたのう……。つまり、ワシらをここに呼んだのは、それに利用するためか……？」

　ロザリンドに至ってはもうまさに吸血〝鬼〟といった怒ど気きを漲みなぎらせ、両りよう腕うでの先が赤黒い狼おおかみに変身しかかっていた。

「一度ならず二度までも乙女にあんな恥はじをかかせて……」

　レインはおそらく、商店街での出来事も加算して言っているのだろう。いや、あの時会ったのは偶ぐう然ぜんで決してわざとじゃ……。

「烈火」

　ジャキンッと音を立てて、シャーリーが怪あやしい薬品の入った治療銃メデイカルガンを抜いた。

　そんな凶悪な雰囲気を醸かもし出す彼女たちに取り囲まれ、憐あわれな俺はダンゴムシのように体を丸めて小さくするしかなかった。

　………………誰だ今回は命のやり取りなんてないとか言ったの。

　今までで一番生死の境を彷徨さまよいそうじゃねぇか。




　――その後のことは、再び記憶が飛んだのでよく覚えていない。




―了りよう―







響ひびきのデート大作戦







　とある土曜日。

　その日、俺は響ひびきの地元の駅前にある噴ふん水すい広場で彼女と待ち合わせをしていた。

　電車を降りたのが十分ほど前。頬をつついてくるアールをあしらいながらしばらく待っていると、小走りにやってくる響の姿が視界に入った。

「待たせたな、烈れつ火か」

「いや、時間通りだって」

　俺は答えつつ、響の体をついまじまじと見てしまう。

「な、何か変か？」

「そんなことねーけど……何でセーラー服着てるんだ？」

　響の高校ってセーラー服だったのか。ウチの高校はブレザーだからなんか新しん鮮せん……だけど今日は休日だ。学校もないのになぜ制服を？

「き、気にするな！　ちょっとした個人的事情だ」

「？」

　セーラー服を着なくちゃならない個人的事情っていったい？

「……」

「……」

　なんとなく、お互たがい黙だまってしまう。

　な、何を喋しやべればいいのか分かんねー。

「…………と、とりあえず行くか、響」

「あ……ああ」

　お互いぎこちなく声をかけ合って、俺おれたちは町中へ向けて歩き出した。

　今日は俺の人生初デートだった。

　なぜいきなりそんな話になったかというと――時は三日前にまで遡さかのぼる。




　　　　　▽




　はじまりは、夜中にかかってきた響からの一本の電話だった。

「『カップルアフロ事件』？」

『そうだ』

「なんだよその漫まん才ざいのネタに使われそうな名前」

『いいから、聞け』

　響が語った事件の内容は……ぶっちゃけひと言に尽つきた。

　――『カップルが歩いていると突とつ然ぜん男の髪かみ型がたがアフロになる』

「……」

『……何だ？　その沈ちん黙もくは』

「いや、あのさ……」

　俺はこめかみを指で押さえながらケータイを持ち直す。

「響。もしかして疲つかれてるのか？」

『ボクはいたって正常だ！』

　いやあ～でも～……。

「それって間ま違ちがいなく実際に起きてる事件なのか？　冗談や噂うわさじゃなく？」

『ああ、それはボクが保証する』

　これだけハッキリと響が断言するってことは、本当に起こってる事件なのか……。

「まぁ、まだ正直半信半疑な部分はあるけど……それで？　響はその『カップルアフロ事件』をどうしたいんだ？」

『無論、解決する』

「……何で？」

　さすがにアフロにされてバッドエンドになる『物語』なんてないと思うし、『万ばん丈じようの血筋』も今回の『カップルアフロ事件』とは関係ないんだよな？

　そう俺がツッコむと、響はやや慌あわてて。

『ボ、ボクの地元で起こった事件なんだ。放っておくのも気持ち悪いし、何か裏で巨きよ大だいな陰いん謀ぼうが動いてるかもしれないだろ！』

「……」

　アフロで動く巨大な陰謀ねぇ……。

　何で響がここまでムキになっているのか分からなかったが……。

「まぁいいや。響には世話になってるし、力貸すよ。具体的には何をすればいいんだ？」

『そ、それなんだが……』

　急に歯切れ悪くなった響は、ごにょごにょと受話器の向こうで何かを言う。

「何だ？　ちょっと声遠くて聞こえない……」

『……ェと……だ』

「ワリィ。もう一回？」

『……ート、だ』

「すまん。聞こえん」

　再三にわたってリテイクを要求していたら、電話の向こうから『スゥーーー』と大きく息を吸う音が聞こえ、

『デ・エ・ト・だ・！』

　怒ど鳴なられた。

　み、耳がキィーンって……。

　いや、待て。ていうか、今……何て言った？

「デート」って言わなかったか？

「ちょっと待った。何で事件を解決するために俺と響がデートするんだ？」

『事件の名前をもう一度復唱してみろ』

「……『〝カップル〟アフロ事件』」

『そういうことだ』

　囮おとり捜そう査さってわけか。

「えーと……まぁ、なるほど、分かった。引き受けるよ」

『そうか！』

「？」

　なんだかうれしそうだな。そんなに俺の協力が嬉しいのか？　そう思うと結構頼りにされてるっぽくて、なんか照れる。

「確か『カップルアフロ事件』の犯人は、『ラブラブ』なカップルを特に狙うんだっけ？」

　ちょっとやる気の出てきた俺は確かく認にんのために響に尋たずねる。

『まぁだいぶ当事者の主観が入った話だが、そのようだな』

「ふむふむ……ん？」

　そこで俺ははたと気づく。

「あのさぁ響」

『何だ？』

「お前、男とデートした経験あるか？」

『ブッ！』

　受話器の向こうで何かを噴き出した音が聞こえた。ゲホゴホと咳まで聞こえる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

『いきなり何を聞くんだキミは！　経験なんかあるわけないだろ！　男友達すらいないのに！』

　そういえば、前にそんなこと聞いたことあるような……。

『ん、んん！　そ、そういう烈火はあるのか？　……だ、誰かとデ、デートしたこと？』

「ワリィ、俺もないんだ」

『ないのか、そうか……何で謝あやまる？』

「いや、だって経験ないんじゃ、上う手まく犯人を釣れないんじゃないかなーと思って」

　偽装デートだとバレたら犯人も寄ってこないだろう。

「むぅ……」

　せっかく響がこんなに頼ってくれているのだ。何としても事件を解決したいところだが、肝かん心じんの作戦の内容がスカスカでは話にならない。

「……よし」

『？』

「とりあえず、デートプランは俺の方で用意しとくよ」

『そうか？　べ、別にそんな凄すごいのを考えてこなくてもいいぞ？　ボクはキミと出かけられればそれで……』

　響は俺に気をつかっているのか、そんな風にハードルを下げてくれるが、なんだか逆にやる気が上がった。

　生憎と俺にはそれだけのプランを練る経験とスキルがないが……。

　そういう時は、人に聞くのが一番だ。




　　　　　▽




「デートプランを練って欲ほしい？」

「はい」

　俺の頼たのみを聞いて、常盤ときわ先せん輩ぱいは小首を傾かしげた。今日は背中側から抱だき着つかれているので、椅い子すの背もたれが彼女のやわらかい胸を防いでくれる。安心して会話することができた。

「烈火クン、デートするんだ」

「実は……」

　俺は『カップルアフロ事件』という物が響の地元で起こっていて、それを解決するために彼女と一いつ緒しよに囮捜査をやることを話した。

「へぇー、おもしろそう」

「協力してもらえますか？」

「うん。いいよ。でも条件がある」

「？　何ですか？」

「当日、私もついていっていい？　小説のネタになりそう」

「分かりました」




　　　　　▽




　――というわけで、俺は常盤先輩にデートプランを練ってもらい、本日の響とのデートに臨んでいた。

　ちなみに囮捜査でデートしているのに三人組というのは変なので、常盤先輩には離はなれたところからついてきてもらっている。

　そんな感じで、駅から五分ほど歩くと、大きな賑わいを見せる歩行者天国に出た。

「へぇ～、土曜日だからって随分と賑わってるな」

「休日のこの通りはいつもこんなものだ」

　響の住んでるところは俺の住んでるところに比べて大きな街だし、人口も多いからなぁ。休みの日の賑わい方も全然違う。

　ちなみにこの通りはよく学生たちのデートスポットとなっているらしい。確かに見える範囲にも二、三組カップルがいる。

「『カップルアフロ事件』の被害者はほとんど学生なんだよな？」

「ああ。だから『事件』の被害もこの通りに集中してる」

　つまりこの通りをうろついているのが、一番犯人を釣るには都合がいいってことか。

「それにしても男の頭を一いつ瞬しゆんでアフロにするなんて、どうやってるんだ？」

「さ、さぁな？」

　妙みようにそわそわしながら響は視線をあっちこっちに向けている。

　早くも犯人を捜し始めているのか。さすがだな。

「よし、じゃあ行くか」

「あ、ああ」

　そうして俺たちは『カップルアフロ事件』解決のため、学生カップルで賑わう歩行者天国へと足を踏み入れた。

「まずはどこに行くんだ？」

　響に尋ねられ、俺はポケットの中のメモをこっそり見る。

「デートと言えば、最初はやっぱり映画だろ？」

　そんなわけで俺たちは映画館へ向かった。

「響は何観みたい？」

　特にどの映画を観るかは決めていなかったので尋ねる。

「これ……じゃなくて！　やっぱりそっちだ」

　響は最初ハリウッド物のアクション映画を指差そうとしたが、途と中ちゆうで隣となりのラブロマンス映画に指先の向きを変更した。

「？　別にアクション映画でもいいけど」

　イメージ的に響はアクション映画の方が好きな気がするが。

「いや、そうじゃなくて」

　響は少し口ごもり、

「……そっちの方が、デートっぽいだろ？」

　頬ほおをやや赤くしながら答えた。

　確かにラブロマンス観てる方が『ラブラブ』っぽいかな……？

「よし、じゃあそれにするか」

　俺は受付のお姉さんに「高校生二枚」と言ってチケットを買い、一枚を響に手渡す。

「ん……？」

　チケットをよく見たら、隅すみに小さく『Ｒ―15』と書いてあった。

　こ、こういうのを同年代の女の子と観るのって恥はずかしいな……。

「？　どうした？」

　響は恥ずかしくないのか、立ち止まっている俺に対して小首を傾げていた。

　まぁ、彼女がいいなら俺も恥ずかしくて観られないなんて言ってられないか。

「何でもない。入ろう」

　俺はちょっとドキドキしながら、チケットを入り口でチェックしているお兄さんに差し出した。
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　映画が始まってから、しばし――

『あ……あ……アッ……！』

　――巨大なスクリーンの中で、綺麗に着飾った女優が艶っぽい声を上げている。

　おいおい、これ本当に『Ｒ―15』かよ……？

　いやまぁ肝心なところは全然見えないし、直接的な表現はないのだけれど、その分間接的婉曲的表現がてんこ盛りで、想像力豊かな男子高校生にはなかなか刺激の強い内容になってますよこれ。

「おー、胸の形が綺き麗れいですねー」

　隣でふよふよ浮ういているアールは相変わらず女優の胸ばっかり見てるみたいだが。結構楽しんでいるみたいだ。

　俺なんか始まる前はまぁいいかとか思ってたけど、今はもう顔から火が噴き出そう……。

　ラブロマンス映画の方がデートっぽいからと響は言ったけど、世の中のラブラブカップルというのはこんな映画ばっかり観ているのだろうか？　もしそうなら、スゲェ忍耐力だと思う。

『あ、ンンンン！』

　ダメだ！　正直、黙ってこれを観ているのは相当キツい。

　邪じや魔ましてしまうかもしれないが、隣の響と少し話しながら観よう。あんまりほかの人の迷めい惑わくにならないように、できるだけ小声で彼女の耳に口を近づけて……。

「響は平気なのか？　こういう映画？」

「……」

「響？」

「……」

「おーい」

「――んん!?」

　映画に集中していたのか、響は何度目かの呼びかけでようやく返事をしてくれた。結構耳元で話しかけてたんだけど。

「どどどっどうした烈火？」

「響。声ちょっと大きい」

　話しかけた俺が悪いのだが、いちおう注意しておく。

「す、すまない……そ、それで？　どうした？」

「いや、響はこういう映画観ても平気なのかなって思って」

「へへへ平気かだって？」

　メチャクチャどもってるな。

　よく見れば、薄暗闇の中でも分かるほど彼かの女じよの頬は熟れたトマトみたいになっていた。額は少し汗あせをかいているのか前髪がペターと張りつき、目はキョロキョロと泳いでいる。

　てっきり彼女は平気だからこの映画を選んだのだと思っていた俺は、ふとある可能性に気づき、

「もしかして、『Ｒ―15』って書いてあったの気づかなかったのか？」

　と、やや遠えん慮りよがちに尋ねた。

「い……イヤッ!?　わ、分かっていたさ」

　あからさまな強がりを言いながら、響はスクリーンから女優のひと際大きな声が聞こえてくると、小さく「ヒッ！」と声を上げた。

「の、飲み物を買ってくる。烈火は何がいい？」

「いや、何でもいいけど」

「そうか。じゃあ、行ってくる」

　素す早ばやくそれだけ言い残し、響は席を立って上映ルームをそそくさと出て行った。

　チケットの『Ｒ―15』って文字小さかったしなぁ。響も気づかずに選んでたのか。俺が気づいた時に言えばよかった。

「烈火クン」

「おうわっ!?」

　唐とう突とつに後ろの席から首に腕うでを回され、思わず悲鳴を上げる。

　途と端たんに周囲から舌打ちが聞こえてきたので、俺は身を縮こまらせながら後ろの席――そこにいるであろう常盤先輩の方を振ふり返かえった。

「常盤先輩。こんな近くにいたんですか？」

「暗くて気づかなかったでしょ？」

　まぁ確かに気づかなかったけど。

「それで？　どうしたんですか突然？」

「ん……渡したメモにはデートの行き先しか書いてなかったから、ほかにもアドバイスしようかと思って」

　俺のポケットの中でメモ用紙がかさりと小さく音を立てる。そこには常盤先輩に立ててもらったデートプランが書かれているが、基本的には今日回るルートしか書かれていない。

　それでも充じゆう分ぶんだと俺はお礼を言って受け取ったのだが、どうやら常盤先輩はさらに有意義なアドバイスをくれるようだ。

「烈火クン。映画館でカップルがすべきことって何だと思う？」

「分かりません」

「キス――」

「キキキキス!?」

「――は一番レベルが高いから、初心者にはオススメできない」

　じょ、冗じよう談だんだったか？　心臓に悪い。

「初心者の烈火クンにオススメなのは、映画が盛り上がる辺りで響さんの手を握ること」

「手を握る……」

　言われてみればマンガとかの主人公が、映画館でヒロインの手を見ながら悶もん々もんとするシーンがあったようななかったような。

「握る時は上からそっとね……。ほら、響さんが戻もどってきたよ」

　常盤先輩は俺へのアドバイスを終えるとするりと腕を離した。

　響の手を握る、か。

　それは目の前の映画とはまた違ちがった恥はずかしさのあるイベントだ。

「チキンな烈火さんにそんなことできますかねー？」

「……ムッ」

　話を聞いていたらしいアールにそんなことを言われ、ちょっとカチンと来る。

　よーし、そこまで言うなら、見事やってみせようじゃないか。

　せっかくこんな恥ずかしい思いをしてまで映画を観て、ラブラブカップルっぷりを演出しているんだ。しっかりと犯人を捕まえるためにも、妥協せずに行こう。

　俺は手の汗を何度も拭いながら、映画を観続けた。

　そして、いよいよ映画が最高潮を迎える。

『キャサリーン！』

　今か？　今なのかッ!?　今行くのが正しいのか!?

『エドワードォー！』

　クソータイミングなんて分かんねぇー!!

『ああああああああいいいいいしいいいいてええええるうううううう！』

　えぇい！　南無三!!

　俺おれはシートの肘掛けに載せられた響の手に向かって、自分の手を伸のばした。

　女の子のやわらかい手の上に俺の手を重ね合わせて、ギュっとする。

　突とつ然ぜん握にぎられた響の手が一瞬強張った。

　そうして、ほんのわずかな間を置いて。

「……ィ！」

　俺の手の下で、響の手が拳こぶしに変わる。

「キャアアアアア!!」

「ゴウハッ！」

　下から突き上げられたアッパーで、俺の体が宙を舞った。
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「……すまない。急に手なんて握られたから」

「……いや、俺の方こそ悪かった」

　なんとも言えない微び妙みような空気をお互たがいの間数センチに漂わせながら、俺と響は映画館を出た。

　むぅ、こんなんじゃ『カップルアフロ事件』の犯人も「……ハッ！」とか笑って俺たちを標的からはずしてしまうに違いない。なんとか挽回しなければ。

　俺はまたポケットからメモを取り出し、映画のあとのスケジュールを確認する。

「よしっ！　響、そこのカフェに入ろう」

「分かった」

『ランチ五百円』と看板に書かれた非常に学生のお財さい布ふにやさしいカフェに入り、俺と響はそれぞれランチセットを注文する。

　えーと、こういう時って観た映画の感想とか話すんだっけ？

「響はあの映画どうだった？」

「えーと…………あ、あんまり覚えてない。烈火は？」

「…………悪い。俺もいまいちちゃんと観てない」

　本当は多少なら覚えているのだが、正直口に出すにはちょっとアレなシーンばかりなので響には話せない。もしかしたら彼女もそうなのかも。

　仕方なく俺たちは学校でのことなどを話し始めるが、別々の高校に通っているためネタがかぶらないこともあり、意外と話は弾んだ。

「そういえば『カップルアフロ事件』だが、ボクのとこの生徒会が問題にしてたな」

「へぇー、生徒会ってそんなことまでするのか」

「生徒会長の性格もあるんだろうが、どちらかと言うと風紀の問題だな。ウチの学校は男女交際に厳しいから」

「なるほど」

　カップルがたくさん襲おそわれたことより、カップルがそんなにたくさんいることの方が問題ってわけか。

「そういえばウチの学校と烈火の学校の生徒会長同士は仲がいいらしいぞ……っと、すまない」

　話の途中で断わりを入れて、響は一時的に席を立つ。

「……ふぅ」

　映画館では失敗したけれど、カフェで食事っていうミッションは上手く行ってるかな？　いい感じのカップルに周囲からは見えているだろうか？

　そうだといいなと思いながら、俺はまだ残っている料理を食べてしまおうとする。

　コロコロ

「ん？」

　ミニトマトがひとつ皿の上を転がっている。

　はて？　つけ合わせは先に全部食べたはずだが。

　コロコロコロ

　小さく首を傾げていると、転がるトマトが増えた。

「んん？」

　俺は後ろを振り返る。

「常盤先輩。やめてください」

「…………」

　人のお皿にフォークでトマトをこそこそと移送していた常盤先輩は顔を上げ、やはり俺に抱き着こうとしてくる。

　って、こんなお店の中で抱き着かれてたまるかぁ！

　俺はとっさに躱そうとしたが、フォークの先せん端たんを服の裾すそに引っかけられ、後ろに下がろうとした動きを強制的に止められた。

「おわっ！」

「何で逃にげるの？」

　こちらの動きが止まった隙に素早く抱き着いてきた常盤先せん輩ぱいは不思議そうに尋たずねてくる。つーか今のとっさの反応、本当に病弱なのかこの人!?

　常盤先輩非病弱説が急浮上したところだが、今はその点を追及するよりもずっと大事なことがある。

「せ、先輩！　お願いですから離れてくださいよ」

「こうしないと、声聞こえない」

「前々から言おうと思ってたんですけど、周りの人の目を気にしてください！　ほら！　あっちのウエイトレスさんのゴミを見るような目を早く確かく認にんして！」

　正確にはウエイトレスさんの視線は俺へと向けられているもので、その目は「片方の女の子が席に立った瞬しゆん間かんに別の女の子と抱き合あうとか、二股また男マジくたばれ」と言っている。目は口ほどに物を言うってホントだなぁ！

「いいから、あーん」

「むぐっ!?」

　無理やりフォークに刺ささったトマトを口に突っ込まれ、引っ込めてくれそうもないので仕方なく噛かんで呑のみ込む……って、これ常盤先輩が使ったフォークじゃ!?

「トマトを食べてくれた烈火クンには新しいアドバイスをあげます」

　あくまでマイペースな常盤先輩は脈みやく絡らくもなくそんなことを言う。

「このお店にはカップル限定スペシャルメニューがあるから、店員さんにスペシャルひとつと注文してみましょう」

「スペシャルひとつですね!?　分かりましたから早く離れてホントマジで土下座でも何でもしますからお願いします！」

「？　土下座なんてしなくていいよ」

　常盤先輩は冷静にツッコミだけ入れて、自分の席へ戻る。

「あの……すみません、スペシャルひとつお願いします」

「スペシャルひとつですね……ウケタマワリマシター」

　ウエイトレスさんはとんでもない棒読みで注文を受け会え釈しやくした。

　今、こっちに背中を向ける直前に小さく舌打ちされた気がする……。

　その時、響が席に戻ってくる。

「待たせた。……どうしたんだ、烈火？　妙に疲つかれてるような」

「……気にしないでくれ」

　ただの精神疲労だから。

　俺が椅い子すの背もたれに寄りかかりながらグロッキーになっていると、件くだんの「スペシャル」とやらが運ばれてきた。

「お待たせしました。カップル限定愛情二本ドリンクになります」

「「……」」

　運ばれてきたそれを見て、俺と響は数瞬言葉を失う。

　だってこれって……ハート形で口をつける部分が二ヶ所あるストローを使って飲む、いわゆる「カップルジュース」って奴やつじゃん。

「烈火……何でこんなの頼たのんだ？」

「眼前の困難を避けるために、数メートル先の崖を確認せず走り出した結果かなぁ……」

　これを衆人環視の中飲むとかどんな羞恥プレイだ？　これを考えた奴は自分で試してみたのだろうか……？

　しかも俺なんて周囲の人に常盤先せん輩ぱいに抱だき着つかれている（しかも今も後ろの席に座すわってる）のを見られた上でだぞ。羞恥プレイ通り越こして拷問タイムだろこれ……。

　とはいえ、出された物に手をつけずに席を立つわけにもいかない。

「……飲むか」

「ああ……ボクはこっちから飲む」

「じゃあ、俺はこっちから……」

　ジュウゥゥゥゥと音を立ててジュースがストローを上ってくる。

　ジュースはとても甘くて冷たかったのに、辛くて熱い物でも食ってるみたいに全身から冷ひや汗が出て止まらなかった。
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　まさしく疲労困憊といった体ていで俺と響は並んで歩いていた。

「響……俺たち今ラブラブカップルに見えてると思うか？」

「家が火事になって無一文になった兄妹くらいには見えてるんじゃないか？」

　それじゃ意味ない。

　だがまぁ俺の頭がいつまで経たってもアフロにならないということは、『カップルアフロ事件』の犯人をまだおびき出せていないということなんだろう。

　多大な精神的ダメージ（もうあの店には二度と行けない）を負ったというのに、このまま手ぶらで逃げ帰るというのは収まりがつかない。

　何とかしたいと思いつつ、まるでよい案が思いつかず、俺たちが途方に暮れていると。

「あら？　響じゃない」

　不意に横合いから響が名前を呼ばれ、俺たちは揃そろってそちらを振り向むく。

　そちらには夏のこの時期にはとても涼しそうな白のワンピースを着て日傘を差した少女がいて、響に向かって小さく手を振ってこちらに近づいてきていた。

「叶かなえ」

　響が少女の名前を呼ぶ。

「今日はリハビリじゃなかったのか？」

「さっき終わったところ。帰りがけに少し歩こうと思って」

　リハビリ……あっ、思い出した。

　彼女は以前、響と一いつ緒しよに病院へお見舞まいに行った少女だ。俺は病室のドアからチラっと見ただけだったが、右耳の前に小さな三つ編みをたらした髪型に見覚えがある。

「それで響。そちらの彼かれは？」

　叶はふと俺の方に視線を移して響に尋ねる。

「彼は波なみ乱だれ烈火だ。前に話したことがあると思うが……」

「まあ！　あなたがよく響が話してくれる噂うわさの烈火さん？」

　まだ響の説明が途と中ちゆうだったが、叶は外見に似合わない大きな声を上げ、俺の方へと目を輝かせて詰つめ寄よってきた。

「え、えっと、たぶん俺が、その噂の烈火ですが」

「おふたりはつき合ってるの？」

「「ブッ！」」

　叶の唐突な問いに、俺と響は揃って噴き出す。

「れ、烈火とはそんなんじゃないってこの前も話したろ！」

「あらー？　でも響だけの証言じゃねえ？　どうなの烈火さん？」

「その、俺たちは別にそういう関係ってわけじゃ」

「そうなの？　じゃあおふたりはここで何を？」

　叶はそう言いながら、カップルだらけの休日の歩行者天国を示してみせる。

「それは、えーと――」

　確か、叶は響の『万丈の血筋』のことを知ってるんだよな？

　なら正直に話しても変人とは思われないだろう。

「――実は『カップルアフロ事件』の犯人を響と一緒に捜してまして」

「『カップルアフロ事件』……って、この前響が被害に遭あった？」

「え？」

「待ッ！　叶、それを言うな！」

「あらごめんなさい」

　焦る響に叶がうっかりしてたとばかりに舌をちろりと出してみせる。

「あ、あれ？　『カップルアフロ事件』って、カップルしか狙われない……はずじゃ」

　しかし、響は男とデートなんてしたことないと言っていたような？

「ち、違うぞ烈火！　そういうことじゃなくてなっ」

　考えていることが顔に出ていたのか、響は慌あわてて俺に向かって弁解の言葉を口にする。

「いや、別にそんな小さいウソで怒おこったりしないけど」

「～～～違うッ！　ボクはキミ以外の男と出かけたことなど一度もない！　デートだって今日がはじめてだ！」

「じゃあ、被害に遭ったっていうのは？」

　俺がそう尋ね返すと、響は両りよう腕うでをぶんぶん振って髪をクシャクシャとかき回す。説明はできるけど言いたくないような態度だ。

　そんな彼女のことを見ていた叶が、ふと意地悪そうな微笑を浮うかべる。

「この前、私と一緒にここを歩いていたら、響が男と間違われてアフロにされたんです」

「……は？」

　響が男と間違われた？

「～～～叶ッ！　勝手に言うな！」

「あら、でも烈火さんに勘かん違ちがいされたままの方が響は困るでしょ？」

「……うぅぅぅ～～～！」

　ついに地じ団だん駄だまで踏み始めた響の姿は何と言うか、いつもより子供っぽかった。

　叶は響の親友と聞いていたが、彼女の前じゃこんな態度も取るんだなぁ。

　まぁ、それはそれとして。

「何て言うかまぁ、災難だったな響」

「うるさい！　慰めるな！」

　響は半分泣きそうになりながら怒ど鳴なり返してくる。

　……もしかして、今日彼女がセーラー服を着てきたのは「どこからどう見ても女の子」に見えるようにするためだったのか？

　そりゃまぁ響は口調も男の子っぽいし、外を出歩く時もパンツスタイルが多いと聞くがでもそれにしたってなぁ……。

「犯人の目って節穴だな」

「え？」

「だって、響は充分女の子らしいだろ」

　確かに響はカッコよくて強いところもあるけど、虫とかヌルッとした物が苦手とか、女の子らしい弱点もたくさんあるし、前に見た水着も凄すごく似合ってた。それに……恥はずかしくてこういうことは口に出だせないが、凄くかわいいし。

「えっ、な……」

　響はうろたえた声を出しながら、俺の顔を凝視してくる。

　うーん、だいぶ言葉を選んだつもりだったが、こういう反応されるとこっちも恥ずかしくなってくるなぁ。

　そんな俺たちの様子を見て、叶がクスクスと笑いを漏らす。

「まぁ、あの日間違われたのは仕方のないところもあるんですよ？　響って結構カッコつけしいなところがあるから、私の前じゃ特に男の子っぽい格好するし、あの日はなぜか胸にさらしまで巻いてたしね？」

「……仕方ないだろ。通販で買った服のサイズ小さくて、あのまま着たらおへそが見えそうだったんだから」

「なら別の服を着てくればよかったじゃない。私に見せたかったのは分かったけど」

「むぅ……」

　響は膨ふくれっ面つらで押し黙る。それを見て叶はまたクスクス笑う。

　さっきから響がやられっぱなしだなぁ。相性なのかつき合いの長さなのか、この親友の少女には頭が上がらないらしい。

　一方、叶は叶で、無関係の『物語』に巻き込まれつつも、響との友情を継けい続ぞくさせている辺り、彼かの女じよのことが本当に好きなようだ。

「まっ、響がどうして『カップルアフロ事件』なんて珍ちん妙みような事件の解決にこだわってたのかは分かったよ。そりゃそんな目に遭わされたら響だって怒るよな？」

「……」

　俺は今までの話の流れからそう推測してみせたが、響は憮然と押し黙るだけだった。

　図星を指されて不ふ機き嫌げんになってしまったのかと思ったが。

「あら、それは違いますよ」

「え？」

「確かに響は怒ってましたけど、烈火さんに相談したらと言ったのは私です」

「何で？」

　尋ね返すと、叶は頬ほおに手を当てて。

「だって『カップルを狙う犯人をおびき出すため』って言えば、自然に烈火さんをデートに誘えるでしょう？　響ったらお見舞いの度に烈火さんの話をするんですもの、初々しくて私ったらついお節介をもがもが」

「叶！　もうやめてくれ！」

　ニコニコと話し続けていた叶の口を、響が横から手を伸ばしてふさいだ。

「？」

　いやまぁカップルを狙う犯人をおびき出すために、デート（囮おとり捜そう査さ）に俺を誘うのなんてそりゃ自然にできるだろうけど、それがどうかしたのだろうか？　そして響も何をそんなに慌てているんだ？

「あらあら、それじゃあ私はそろそろお暇するわね」

「早く家に帰れ！」

　響に追っ払われながらも、叶は最後まで笑え顔がおを浮かべたまま去っていった。

「……さて、じゃあ行くか」

　気を取り直すように、響はそう言って俺の方を振ふり返かえる。

「そうだな」

　なんだか叶と会ったことで、ぎこちなかった空気がいい具合に取っ払われた気がする。

　さて、それじゃあ囮捜査デートを再開しますかね。

　と、そう思った矢先――とてつもなくやわらかい小山がふたつ、背中に押し当てられた。

「烈火クン……」

「と、常盤先輩！　いきなりどうしたんですか!?」

「……人混みに酔っちゃった」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ぎぼち悪い」

「わあああああ！」

　常盤先輩はぐったりとしながら俺に全体重を預けてくるので、いつもよりも何倍も体と体が密着し、その分背中で潰れる感触もすんゴイことになっている。

「烈火……誰だれだそれは？」

「ひ、響？」

　なぜか物もの凄すごく殺気立っている響は声にドスを利きかせて尋ねてきた。正直、背筋が凍る。

　と、さらにそこへ。

「おおう？　誰かと思えば我わが校こうきっての問題児に緑みど里りじゃねえか」

「も、桃もも音ね会長？」

　現れたのは三橋高校の独眼生徒会長こと吉き備び桃音生徒会長だった。右目の霊れい視を眼帯で隠かくし、土曜日なのに格好は学校の制服で、おまけになぜか肩かたには竹刀袋ぶくろまで担いでいた。

「こんなところで何してるんですか？」

「この辺りで『カップルアフロ事件』とかいう珍妙な事件が頻発しているらしくてな。ウチの生徒も休日はよくここへ遊びに来るから、こっちの生徒会と二校合同で見回りをしてんだよ」

　なんと。まさか桃音会長（と生徒会の人たち）も『カップルアフロ事件』を追っていたのか。

「それで被害を未然に防ぐために、そこらでカップルを見かけては捕まえて家に帰しているんだ……ところで、お前らもデートか？」

　桃音会長は俺おれ、常盤先輩、響を順々に見やる。

「……問題児、両手に華はなとは結構なご身分だな」

「えっ！　い、いやこれはその……」

　とっさにこの状じよう況きようをどう説明しようか迷っていると――桃音会長は強ごう引いんに俺の手を掴まえて引っ張った。

「普ふ段だんなら見逃してもいいのだが、今は見回り中だしな。それに人の古馴染み相手に二股をしているというのも捨て置けん。こっちへ来い」

「――待てッ！」

　桃音会長は俺を連行しようとしたが――反対側の空いている手を響が掴つかんで引き留める。

「何なんだ次から次へと邪じや魔まばっかり……。せっかく今日は烈火と……」

　言葉尻がドンドン小さくなっていったが、響は俺の手を離そうとしない。絶対に桃音会長には連れていかせないという意志が感じられた。

「生あい憎にくと、これが今日のオレの職務でな。嫌いやだと言っても連れていくぞ」

「……そうはさせない！」

「おもしろい。抗あらがうというなら、受けて立つぞ」

　桃音会長は好戦的な笑えみを浮かべて響と睨にらみ合う。会長は竹刀袋を握にぎり直し、響は腰こしの裏に隠している特殊警棒へと手を伸ばす。

「……倒たおれそ」

　一触即そく発の空気の中、ひとり全然違ちがう時空にいる常盤先輩が顔を青くしながらモゾモゾと動いて俺の背中にさらに体重を預けようとする。

「なんともカオスな修しゆ羅ら場ばですねー」

　いつでものほほんと俺のピンチを見物しているアールは、やっぱり暢のん気きに呟いた。

　ていうか、ホント状況がドンドンと転がっていって、いつの間にか三人による俺の奪い合いみたいになっている。これ、見方によっては俺が三股とかかけてたようにも見えるんじゃなかろうか？　周囲のギャラリーの視線が俺の全身にブスブスと突つき刺さる。

　そして、響と桃音会長が同時に自分の武器を抜こうとした瞬間――




　ボンッ！




　――と、俺の頭の上で小さな爆ばく発はつ音が鳴った。

　な、何事？

「れ、烈火。その頭」

「んん？　こりゃたまげたな」

　今まさにぶつかり合いそうになっていた響と桃音会長は、あっけに取られた表情で俺の頭に視線を向ける。

「……烈火クン。暑苦しい」

　常盤先輩はちょっと苦しそうに頭の位置を下げた。

　俺は正面のショーウインドウのガラスに映る自分を見る。

　そこには――見事なアフロヘアーへと様変わりした俺の姿が映っていた。

「何じゃこりゃ!?」

　反射的に叫さけんでしまったけど、そんなの決まってる――『カップルアフロ事件』だ。俺たちの騒さわぎを見ていた犯人が、俺のことを三股かけたアホ彼氏と勘違いして頭をアフロにしたに違いない。

　ていうか、本当に何の前触れもなくアフロになったな。

　いったいどうやったんだ？

　とはいえ、そんなことは犯人を捕まえてから聞き出せばいい。それよりもせっかく囮捜査が実ったのだから、犯人を見つけなければ。

　俺はアフロ頭をぐるりと回し、周りのギャラリーへと視線を飛ばす。

　犯人はこの場にいるはずだ。誰なんだ犯人は？　怪あやしい奴はいったい……。

「響。誰か怪しい奴はいたか？」

「……え？　あ、いや、特には見当たらないな」

　響はなぜか妙みように気の抜ぬけた返事を返してくる。

　そんなにアフロが衝撃的だったのだろうか？　まぁ確かにアフロで頭が五倍くらいに膨らんでるけど。

「……ん？」

　その時、桃音会長が眉まゆをひそめる。

「どうしたんですか？」

「いや……かなりショボイが、妙な気配が……」

　桃音会長はクイッと眼帯を持ち上げ、右目の霊視を解放する。

　まさか近くに霊がいるのか？

　彼女は徐々に色が変化していく不思議な瞳ひとみで素す早ばやく周囲を見渡わたすと、

「いた」

　そう言って、担いでいた袋から竹刀を取り出し、振りかぶった。

「――チェストォ！」

　彼女が気合いとともに振り下ろした竹刀の先が見えない何かに当たる。

【ぎゃンッ！】

　誰かの悲鳴が聞こえた気がした。

「……桃音会長、何やったんですか？」

「今のは退たい魔まの術のひとつで『霊れい幻げん一いつ刀とう』といってな。簡単に言えば、霊をブッた斬る技だ。オレはまだ修行中だから、せいぜい殴るのが精いっぱいだが」

　どちらにせよ彼女の鋭するどい打ち込みを喰くらったら痛いじゃ済まなそうだけど。いや、霊が相手だから痛みは感じないのか？

「ていうか、いくら霊がいたからって、何でいきなり殴ったんです？」

「だってどう見たってこいつが『カップルアフロ事件』の犯人だろ」

「いや、見えないんですけど」

「何だ、この前やった見鬼の護ご符ふは持ってないのか？」

「普段は持ち歩きませんって、あんなの」

「あんなのとはなんだあんなのとは……まぁ、オレの見立ては間ま違ちがってないと思うぞ」

　桃音会長は何もない場所――おそらく殴なぐられた霊が悶絶するなり気絶するなりしている場所――を指差し、

「こいつの頭もアフロだしな」

　と告げた。
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　俺と響は桃音会長のあとをついて、彼女の実家である吉備神社を訪おとずれていた。

「まさかお前たちも『カップルアフロ事件』を解決しようとしていたとはな」

「ええまぁ」

「変なことに首を突っ込むのが好きな奴やつらだ。オレだって生徒会の仕事でなければ鼻で笑っておしまいだぞ。どっからどう見てもただの噂かアホのイタズラだろ。まぁ、どうもそうじゃなかったみたいだが」

　桃音会長は一いつ瞬しゆん笑いを引っ込めると、神社の本殿の床ゆかに転がされたアフロの少年――『カップルアフロ事件』の犯人を見やる。俺と響も見鬼の護符を借りているため、彼のアフロはハッキリと見て取れた。

　それにしても見事にファンキーなアフロだ。俺もついさっきあれと同じ髪かみ型になってたんだよな。ちなみに俺の髪は十分ほどで元に戻もどった。

　同じ事件を捜そう査さしていた縁えんでこれから始める犯人の取り調べに参加させてもらっている（常盤先輩は体調が優れないので帰った）が、最初の印象がよくなかったためか響はずっとムスッとしている。

「響、機嫌直せって」

「……キミにはボクが何で不機嫌なのか絶対分かってない」

「？　いや、そりゃまぁ桃音会長は好戦的な人だけどさ、そんな嫌いにならなくても」

「やっぱり分かってない」

　いちおう桃音会長のフォローをしたつもりなのだが、かえって怒らせてしまった。何か言い方がマズかったかな？

「たまに烈火さんはわざとやってるんじゃないかと思う時があります」

　アールもため息をついてる……俺が何を〝わざと〟やったんだ？

「さてと、本殿内の結界も張ったし、そろそろこのアフロを起こすか」

　言うと、桃音会長は先さき程ほどと同じ竹刀を再び振り上あげる。

「起きろ！」

【ぎゃおおおおん！】

　ケツを犬に噛まれたみたいな悲鳴を上げ、アフロ幽ゆう霊れいは跳び起きる。

【あ、あれ？　ここは？】

「神社だ」

　桃音会長は簡潔に告げる。

「貴様がカップルばかりを狙って男をアフロにしていた犯人だな。キリキリ白状しろ」

【お、俺のことが見えるのか？】

　バチンッ！

【ぎゃおおおおおおん！】

「もちろん見えてるぞ」

　今殴った意味は……？

　疑問に思ったが聞かないことにした。たぶんノリとか気分とかそんなんだから。

　頭と尻を押おさえたアフロ幽霊は、涙なみだ目になりながら四つん這いになって桃音会長のことを見上げる。

【あ、あの、俺にいったい何の用で？】

「決まってる。オレたちは貴様の起こした『カップルアフロ事件』のために、貴重な土曜日という時間を使って調査をしたのだ。キッチリと問題を解決し、面めん倒どうな見回りをもうしなくていいようにしなければならん」

　最後だいぶ私情が混じっているような気が……つーかそっちが本音か。

「で？　なぜ貴様はあんなことをしたのだ？」

【………】

　バチンッ！

【ぎゃおおおおおおん！】

「さっさと吐け」

　容赦ないな……。

「あー……さっさと喋しやべった方がいいと思うぞ？　その人手加減とか知らないから」

　俺はアフロ幽霊にそう助言するが、彼かれはこちらを見ると、唐とう突とつにやたらと不機嫌そうな表情を浮かべ、余計に口を閉ざした。

　しびれを切らせ始めた桃音会長が竹刀でバシンッと床を叩たたく。

「ほら、早く吐かないと今度はオレも手加減しないぞ」

「だから、さっきから手加減してないでしょ？」と俺はツッコむ。

「何を言う。慈愛の精神を持つオレは先程から随ずい分ぶんと手心を加えているぞ」

「どこがですか」

「この辺が」

「竹刀をくるくる回されても全然分かりませんよ」

【…………～～～だ】

　俺と桃音会長が不毛な会話を続けていると、不意にそれまで黙だまっていたアフロ幽霊が小さく口を開いた。

「ん？　何と言った？」

　桃音会長が尋たずね返す。

　そうしたら、アフロ幽霊は顔をガバッと上げて、

【お前みたいな奴がいるからだあああああああ！】

　俺に人差し指を突きつけながら絶ぜつ叫きようした。

「え？　何？　俺のせい？」

　混乱しながら俺は自分の顔を指差す。

【お前みたいな奴らがいるせいで俺は一生モテないまま死んだんだーッ！】

　続けてアフロ幽霊は叫ぶ。涙まで流していた。

「「「……」」」

【な、何だよその沈ちん黙もく】

　いや、だって、なぁ……。

「なんてくだらない」

　響は嘆息し、頭を抱かかえる。

【く、くだらなくない！　俺がどれだけ彼女がいないことで苦しんだと思ってるんだ！】

　アフロ幽霊は必死に抗弁するが、響の表情は変わらない。

　正直、俺の感想もほとんど彼女と同じだ。

「……つーか、あの場面だけ見たら勘かん違ちがいするのも仕方ないけど、俺って別にモテないぞ？」

「という問題児の己が見えていないアホ発言はともかく」

　桃音会長はなぜか俺の言ったことをスルーする。

「しかし何でアフロなんだ？」

【俺のアフロは天然なんだ。いくらセットしてもすぐアフロに……この髪型のせいで何度女の子にフラれたことか！　だからほかの奴らにも同じ苦しみを味わわせてやろうと】

「そうか。だがしかし、いまいちよく分からんのだが……」

　桃音会長はアフロ幽霊のことを怪け訝げんな顔で見下ろし、

「……そうするとお前がモテるようになるのか？」

　相手の心を抉るようなひと言をアフロ幽霊に投げかけた。

【う、う、うわあああああん】

　トドメを刺さされたアフロ幽霊はその場に崩れ落ちて、わんわんと泣き始めた。

「「「……」」」

　ある意味で途方に暮れ、俺たち三人はアフロ幽霊を囲みながら顔を見合わせる。

「……よし、それではこいつの妄執ごと綺麗さっぱり除じよ霊れいするか！」

「容赦なっ!?」

　桃音会長の発言に俺はビックリして思わずツッコむ。

「いくら何でも、このまま消しちゃうのはちょっとヒドすぎませんか？」

「そうは言っても、じゃあどうする？　こいつはもう幽霊だぞ。どうやってこれから彼女を作るんだ？」

「う、う～ん……」

　確かに幽霊が生きている女の子とつき合うってのは難しいか……。

　幽霊、幽霊……女の子、女の子……つき合う……。

「ん？」

　急にピンと来た。

　そうだ。可能性がある女の子にひとりだけ心当たりがある。

「桃音会長。ちょっと手伝ってもらえませんか？」

「手伝うって何をだ？」

「サクヤの説得です」




　　　　　▽




　波乱家の蔵くらの前。

　アフロ幽霊を吉備神社の結界の中に置いてきた俺たちは、今度はサクヤを封ふう印いんした壺つぼを三人で取り囲んでいた。

「これ、ふたに貼はってあるお札を剥がせばいいんですか？」

「そうだな。狭せまい範囲だが結界も張ったし、解放しても逃にげられることはないぞ。あのアマが暴れようとしたらオレが脳天に一発かましてやる」

　そう言って桃音会長は竹刀を一回ブンッと振る。

　できるだけ穏おん便びんに説得しようと心に留めた俺はグッと覚かく悟ごを決めると、サクヤを封印しているお札を壺のふたから剥がした。

　すると一瞬、中の彼かの女じよが目を覚ましたみたいに壺が震え、ふたがズズズと浮き上がって脇わきに落ちる。

「サクヤ。話したいことがあるんだけど、少し出てきてくれないか？」

　そう呼びかけると、真っ暗な壺の中から金きん髪ぱつジト目の女の子が、壺の縁から頭を半分だけ出して俺のことを見上げてきた。

【…………何か用？】

　サクヤはジトーと俺の顔を観察してくる。

　まぁ封印の片棒を担いだ男が突とつ然ぜん「用がある」と言っても不審がられるだろう。

「サクヤにとってもいい話だと思うんだけど、聞いてくれないか？」

【いい話？】

　サクヤはちょっとだけ壺から顔を出だす。

「なぁ、サクヤ――合コンしないか？」

【…………合コンって何？】

「合コンというよりお見合いじゃないのか？　この場合」と響。

【お、お見合い!?】

　合コンと言われた時より狼狽した声を上げるサクヤ。もしかして長い間封印されていたから「合コン」という言葉に馴染みがないのか？　まぁ、この場にいるみんなも単語を知ってるだけで実際にやったことはないそうだが。

「そう、まぁお見合いだ。サクヤの話をしたらぜひ会いたいって言う奴がいてさ、もしよかったら会ってくれないか？」

【えぇえぇぇええイヤイヤイヤイヤ無理無理無理！】

　いつも半分閉じてるまぶたを全開にして、サクヤは両手をブンブン振りながら裏返った声を上げる。

「よし、このアマも会ってみたいらしいぞ」

「え？　でも会長、今物もの凄すごい嫌がってましたけど？」

「ド阿あ呆ほう。単にビビッてるだけで心の中じゃ会ってみたいと思ってんだよ、今の態度は」

「そういうものなんですか……？」

「そういうものだ。な？」

【あ、あぅ……】

　桃音会長に見下ろされ、サクヤは縮こまりながら壺の中に顔を半分沈める。その表情は会長の指し摘てきが図星であると言っていた。

「なぁ、サクヤ。お前は〝恋こいがしたい〟んだろ？　でもさ、それって誰だれかにとり憑ついて擬似的に体験して満たされるようなことなのか？　自分で選んで、自分の恋をしてみたいとは思わないか？」

【…………】

「そりゃまぁ強制はしないけどさ。会うだけ会ってみてくれないか？」

　俺おれは精いっぱいサクヤに頼たのんでみるが、彼女はもじもじと指を動かして、

【……やっぱり無理よ】

　消え入るような声でそう呟いた。

「えぇい！　ここまでお膳立てしてやっているのにまだ尻込みするか！　汚きたない蔵の隅すみっこでカビが生えるまで眠ねむっていたいなら、いっそのこと今すぐ成じよう仏ぶつさせてやろうか!?」

「桃音会長、抑えて抑えて！　あとこの前掃そう除じしたんでウチの蔵はそんなに汚くないですよっ」

　俺は沸ふつ点てんの低い桃音会長をなだめるが、彼女は問答無用で霊れいを退治する用のお札を取り出し、それを見たサクヤがヒッと声を上げる。

【だ、だって……】

「だって？　何だ？」

【わ、私…………かわいくないし】

　蚊の鳴くような声で、サクヤは渋しぶ々しぶと桃音会長の問いに答えた。

「……いや、全然そんなことないと思うけど」

　俺はサクヤのセリフをやんわりと否定してみるが、

【ど、同情でそんなこと言われてもうれしくないんだから……】

　逆にますます落ち込ませてしまった。

　彼女の自身の容姿に対するコンプレックスはかなり根深そうだ。

「……だが、会ってみたい気持ちはあるんだろう？　どうしたら会えるんだ？」

　桃音会長が腕うでを組みながら柳眉を逆立ててサクヤに尋ねる。基本的に「欲ほしい物は戦って勝ち取れ！」な人だから、こう最初から諦めてる態度は承服できないのかもしれない。

　だがまぁ俺としても結果がどうなるか分からないとはいえ、せめて会うだけ会って欲しいという気持ちは会長と一いつ緒しよだ。結局動かなければ何も変えられないのだから。

【その……あの服でなら、会ってみても、いい】

　桃音会長に見つめられ、サクヤはつっかえつっかえにだが、一歩前進した答えを口にした。

「あの服って、どの服だ？」

　俺は尋ね返すと、

【この前とり憑いた……あの赤い髪の女の人が着てた、かわいい服】

　サクヤは顔を真っ赤にしながら、そう答えた。




　　　　　▽




　翌日。日曜日。

　リアを通してリンダさんに制服を貸して欲しいと頼んだり、幽霊のサクヤがその服を着られるように桃音会長があれこれ用意したりしていたら一日経たってしまったが、とりあえず週末の内に全すべての準備を整えることができた。

　さて、というわけで俺たちはアフロ幽霊とサクヤをお見合いさせる会を開くため、駅前の『リンダラバーズ』に集まっていた。

　壁かべ際ぎわの六人席――窓まど際ぎわは光が当たるから嫌いやだと言われた――に座すわり、俺・響・桃音会長の三人とアフロ幽霊は、スタッフルームで着き替がえているサクヤが現れるのを待っていた。

「…………」

　アフロ幽霊は緊きん張ちようしているようで、さっきからずっと押し黙っている。

　ちなみに、今のアフロ幽霊は見鬼の護符を持っていなくても誰にでも見えるようになっていた。それどころかちゃんと体がある。

　ただし生き返ったわけではなく、紙を人の形に切って作った〝人型〟という物を用いて仮初めの体を造ったに過ぎない、と桃音会長は言っていた――

『所詮は仮初めの体だから一日と持たないがな。オレじゃなくて爺じじいが術を仕込んだから突然ダメになるってことはないだろうが、紙だからどうしても水に弱くて濡れると術が解けちまう。お冷とかジュースには気をつけろよ』

　――とのことだ。

「それにしてもサクヤは遅おそいな。土壇場でまた怖おじ気けづいたか？」

　桃音会長はチラッと左目でスタッフルームのドアを見やる。あの奥おくで今サクヤはリアに制服を着るのを手伝ってもらっているはずだ。

「まぁ、『服を着る』なんてはじめてなんでしょうし、時間かかっても仕方ないですよ」

　霊体の時も服は着ていたけれど、あれは散ちる恋こい鬼おにの咲さく耶や姫ひめとして生まれた時に最初から着ていた物らしい。つまり服を脱いだり着たりということをするのは今日がはじめてなのだ。

　そんな話をしていると、ちょうどタイミングよくスタッフルームのドアが開いた。

　部屋からはまずリアが、続いてサクヤが出てきたようだ。先導するリアが長身なので肝心のサクヤの姿はよく見えないが、時々チラッチラッと彼女の金髪が見え隠れしている。

「待たせたな、ほら……ん？　どうした？」

　リアはサクヤを俺おれたちの前に出そうとする。が、

「…………は、恥はずかしい」

　やっぱりちょっと怖気づいていたサクヤはリアの制服を掴つかみ、彼女の背中に隠かくれるようにしてなかなか姿を見せようとしなかった。
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「あーもうまだるっこしい！　さっさと出て来い！」

　我が慢まんできなくなった桃音会長がサクヤの手を掴み、リアの後ろから引っ張り出す。

「あっ！」

　引っ張られた勢いでスカートの裾すそがめくれそうになり、サクヤは慌あわてて手で広がる布地を押さえる。

「うひょおーう！」

　アフロ幽霊が制服を着たサクヤを見て興奮した声を上げる。俺もかわいいと思った。

　突然の歓声に驚おどろいた彼女は顔を上げ――俺たちの視線が集まっていることに気づくと、途と端たんにプシューと顔を赤くして下を向いたまま動かなくなってしまった。

「ま、まぁ、座れよ」

　サクヤはこくんと頷うなずき、桃音会長に手を引かれて横長のシートの真ん中に座った。

「……」

「……」

　お互たがい正面に座ったアフロ幽霊とサクヤはカチンコチンに固まったまま動こうとしない。

「自己紹しよう介かいぐらいしろ」と桃音会長が急かす。

「…………散ちる恋こい鬼おにの咲さく耶や姫ひめです」

「…………すみません。俺幽ゆう霊れいになった時に名前忘れちゃって」

「じゃあアフロ太郎でいいだろ」

「ア、アフロ太郎です」

　それでいいのかよ、と俺は心の中でツッコむ。

　というか、たぶん全然頭が回っていないのだろう。今にも知恵熱でアフロから湯気が出そうな顔してる。まぁそれはサクヤも似たようなもんなんだが。

「出身は？」

「…………分かりません」

「…………ここが地元です」

「好きな食べ物は？」

「…………ないです」

「…………生きてた頃ころはコロッケが」

　桃音会長がお題を出して、ふたりがポツポツと答える構図になってる。お題が出なけりゃふたりとも延々と黙ってるし、まるで目も合わせないし……というか、ふたりとも霊魂だし、サクヤにいたっては元人間ですらないし、話が全然弾んでない。

　俺と響は目配せし「ダメじゃねーか？」「ダメだな」と無言で頷き合う。

「あー……ところでサクヤ、その服似合ってるな」

「え？　そ、そう？」

「似合ってる似合ってる。かわいいよなぁ響？」

「……そうだな」

　なぜかやや憮然とした表情で響は小さく頷く。

「？　だ、だよなー。太郎もそう思うだろ？」

「え？　あ。う……うん」

「あ、あり、ありが、とう……」

　よ、よし。ひとまずこの調子で何とかふたりに会話を続けさせ――ようとした時。

「お客様、ご注文は決まったか？」

　メモとペンを持ったリアが俺たちのテーブルに注文を取りに来た。

「えっと、全員何がいい？」

「オレはりんごジュースだ」

「ボクはコーヒー」

　桃音会長と響は即そく答とうする。

「お、俺は」

　アフロ太郎も慌てて答えようとするが、そこで桃音会長が「バカ者」と横よこ槍やりを入れる。

「飲み物なんか飲んだら〝人型〟の術が解けちまうって、さっき教えただろ」

「え、あ、そうでした」と頭を下げるアフロ太郎。

　それを聞いていたサクヤは少し残念そうな顔をしている。何か飲んでみたかったのかもしれない。

「じゃありんごジュースひとつとあとコーヒーふたつで」

　俺はサクヤとアフロ太郎を除いた分の注文をリアに告げる。

「了りよう解かいした。お客様……。ところで、烈火」

　リアは注文のメモを取り終えたがそのままテーブルを離はなれず――急に店員から素の喋り方かたに戻もどって、俺の名前を呼んだ。

「な、何だよリア？」

「さっきサクヤの服を褒めていたが……そういえば私は褒めてもらったことがなかった気がするぞ？　……それとも、私には似合っていないだろうか？」

　スカートの裾をつまみながら、リアは少し落ち込んだ口調で尋ねてくる。

「いや、そんなことないって！　リアもスゲー似合ってるよ、うん。正直目のやり場に困るぐらい物凄く……かわいいっていうか、その、とにかく似合ってないわけないからさ！」

「そうか」

　俺が慌ててリアのことを褒めちぎると、彼女はうれしそうに微笑ほほえんだ。

「……烈火は誰にでも『かわいい』って言うんだな」

「へ？」

　な、なぜそんな目で睨にらむんですか響さん？

　いつの間にかブスッと片方の頬ほおを大きく膨ふくらませていた彼女は、サクヤみたいなジトーッとした目で俺のことを見る。

「別に……。ああ、そういえばよくよく考えるとボクは『女の子らしい』と言われただけで、特に『かわいい』とかは言われてなかったな。『誰にでも』というのは間ま違ちがいだったか」

「え？　え？　いや、その、あの時は叶もいたし、『女の子らしい』っていうのにはそういう意味も含まれてるっていうか」

「そんな必死になってフォローしなくてもいいぞ。どうせ男と間違ちがわれるような女だからな、ボクは」

　ハハハと乾かわいた笑いを上げながら、目は全然笑っていない響。

　なぜこんなに彼女は怒おこってるんだ……？

　隣となりでアールが呆あきれ気ぎ味みのため息をつく。

「まぁ、あれこれ策を練ってようやくふたりっきりでデートできたと思ったら、実は桃音さんがついてきてたり、幽ゆう霊れい騒そう動どうが起こってデート自体がうやむやの内に終わったり、散々でしたからねー。さすがの響さんも沸点超えちゃいましたか」

　え？　あのデートの目的は『カップルアフロ事件』の犯人――つまりアフロ太郎を捕まえることだったんだから、あの時点で目的は果たしてたんじゃないのか？

　俺はアールに視線で問いかけるが、軍服姿の少女は素知らぬ顔で浮ういているだけだ。

「そもそも烈火の周りにはほかにもかわいい女の子がいっぱいいるからな。ボクのことなんか他校のちょっと便利な男おとこ女おんなくらいにしか思ってないんだろうな……」

「いや！　そんなことないって！　響もかわいいよ！　セーラー服も似合ってたし……そう！　この前べラノの海で来てた水着も凄すごくよかったって！」

「主にお胸とおへそが」

「そうそう主に胸とへそが……って!?」

　アール！　テメェなんてタイミングでなんつーセリフを耳打ちしてくんだよ!?

「むむむむむ胸とへそ!?　キ、キミはいきなり何を言ってるんだ!?」

「違う違う違う！　今のは魔まが差したというか横槍が入ったというか、断じてセクハラなどではなく！」

　顔を赤くしながら胸を両りよう腕うでで隠そうとする響に、俺は必死に言い訳をするがどう弁解したらいいものかまったく思いつかない。

「烈火。へそは分からないが、私の胸もそれなりだと思うぞ？」

　横で話を聞いていたリアもそっと自分の胸を強調するように両腕で持ち上げる。む、むにょんとか擬音が脳内で響いた。そんな感じの揺れ方をした。ていうか、何でそこで対抗してくる!?

「そうか。問題児は女の価値は胸だと思っているんだな」

　桃音会長は俺たちがぎゃいぎゃい騒さわいでいるのを見て、ひとり納なつ得とくがいったように頷いている。

「違いますよ！　そっちはそっちで妙みような風評被害を起こさないでください！」

「だがお前、軽文部に入ったのは緑里の胸が目当てなんじゃないのか？　あいつも小食で机にばっかり向かってるのに、なぜかあそこだけは大きくなってるからな。寝ねる子は育つというやつか」

「だから違いますって！」

「しかしなぁ波乱烈火。女の価値は胸ばかりではないぞ？　オレなど胸は平均的だが、剣けん道で鍛えた二の腕や太ももなどは自信がある。見るか？」

　話の方向がアクロバットで二転三転した!?

「どうだ？　生徒会に入るなら特別にスカートの内側のギリギリまで見せてやらんでもないぞ？」と桃音会長はニヤリと笑う。

「烈火。なんなら試しに揉んでみるか？」とリアは寄せてあげて、むにむに。

「リアは早く仕事に戻れ！　それに烈火！　だいたいキミはだな！」響は冷静にリアにツッコミながら、俺へ向けた矛先を下ろそうとしない。

　な、何で急にこんな展開に？　アールは俺が原因みたいなことを言っているが、どうしてこうなったとしか俺には言えない。

　そんな、もう何のためにこのお店にいるのか理由すら忘れそうになった時、

「「――いい加減に、しろー！」」

　その〝理由〟であるサクヤとアフロ太郎が大声で怒ど鳴なり、テーブルの上のお冷を引っ掴んで、自分の頭へとブッかけた。

　突然何を？　と思った瞬しゆん間かん――〝人型〟が水に濡れて術が破れたふたりは元の霊体に戻り、怒りの表情でそれぞれ指を俺たちに向け、

【腹くだせ！】

【アフロになれ！】

　と叫さけんだ。

「「「！」」」

　ボンッ！

　途端にリア・響・桃音会長の三人は顔色を青くし、俺の頭の上で小爆ばく発はつが起こった。たぶんサクヤとアフロ太郎が叫んだ通りの効果が現れたのだろう。

「「「～～～！」」」

　三人は即そく座ざに席から立ち上がって駆け出していく。

　あとにはアフロになった俺と、だいぶスッキリとした表情になったサクヤとアフロ太郎だけが残された。

【ああー、スッキリしたわ！】

【ホントホント！　人の隣でイチャコライチャコラ……爆発しろ！】

　さわやかに額の汗あせでも拭うようなジェスチャーなんかしちゃって、ふたりの幽ゆう霊れいは互いに笑い合う。

【今日は私たちが主役って聞いてたのに自分たちだけ盛り上がるとか……何なの？　ホント意味分かんない。いじめ？　いじめなの？　見せつけてるの？　くたばれ！】

【いやー学園祭の打ち上げで、なぜか俺だけ部屋の端はしっこの方に取り残された時のこと思い出したよ。……あのあとクラス内にカップルが急増して昼休みにひとりで飯食ってた……うぐぐぐ田中め～お前だけは仲間だと思ってたのに！】

　ふたりは散々愚ぐ痴ちり合い、会話の内容は段々と今までにしてきたカップルへの嫌がらせの内容へと変わっていく。

【男と女がさ、わざわざひとつのクレープをふたりで食べてんの見てさ。もうキィィィィーッてなっちゃって、最後のひと口を食べ終わる直前に腹を下してやったわ】

【あーそれはいいっすねー。俺は相合傘して帰ってた学生カップルの男をアフロにしてやったんですけどね、髪かみが邪じや魔まで傘が持てなくなって凄く気まずくなってましたよ】

【アハハハハ！　なにそれおもしろい。よくそんなの思いついたわね？】

【まぁ、生前に自分も傘が持ちづらかったの覚えてたからなんすけどね……】

　……なんかスゲー意気投合してんな。

　その後もふたりの幽霊はやいのやいのと楽しく会話を続け、みんながテーブルに帰ってくる頃にはどこかへ行っていなくなってしまった。

　とりあえず、当初の目的は解決した……のか？

　なんとも微び妙みような形で、俺はミッションコンプリートの旨むねをみんなに告げた。




　　　　　▽




　月曜日。放課後。

　俺は部活に顔を出だすついでに常盤先せん輩ぱいにあのあとどうなったかを教えるために、軽文部の部室に来ていた。

「……まぁ、ことの顛末はそんな感じです」

　説明を終えると、常盤先輩は小さく頷き、カタカタとキーボードのキーを叩き始めた。

　とりあえず、サクヤとアフロ太郎がカップルになってくれたなら、もうふたりとも人のことを腹イタやアフロにすることはなくなるだろう。

　過程はどうにもグダグダだったが、ひとまず事件が決着したなら結末としてはまずまずということにしておこう。常盤先輩のインスピレーションの種にもなってくれたなら上々だ。

　その時、常盤先輩がちょいちょいと俺を手招きした。

「何です？」

「……」

　彼かの女じよは一いつ瞬しゆんだけ画面を指差して、また文章を打ち込む作業に戻る。

「？」

　何だろうと思いつつ、俺がＰＣの画面を見ると、そこには先輩が今文章を打っているのとは別のテキストファイルが表示されていた。

『ところで、この前のデートは楽しかった？』

　テキストファイルにはそう書かれていた。小説を書くついでに俺に聞きたかったことを別ファイルに打ち込んだのだろう。

　そうか。部室でＰＣを立ち上げている間は抱だき着つかれなくても会話できるのか。いいことを知ったけど、結局外や保健室では抱き着かれるんだろうなぁ……。

「えっと、デートは楽しかったですし、プランも先輩に相談したおかげで助かりましたよ。おかげで『カップルアフロ事件』も解決できましたし」

「……」

　カタカタカタ

『そう。よかった。この前読んだ小説のデートシーンから引っ張ってきたんだけど、上う手まくいったのね』

「……あれ？」

　小説から引っ張ってきた？

「もしかして、あのデートプランって先輩が考えたものじゃなかったんですか？」

『だって私もデートの経験なんてないもの。ずっと原げん稿こうが恋こい人だったし』

　高速で文章を打ち込んだ常盤先輩はまた小説を書いてる方のファイルをアクティブにし……少し考えてから、また俺おれと会話している方のファイルをクリックした。

『でも、この前のはなんだか私も烈火クンとデートしてるみたいで楽しかった』

「……！」

「……」

　唐とう突とつな告白に俺は面喰らうが、常盤先輩は画面から目を離さずにまた小説の方を書き始める。

　何と言うか……。

「読めない方ですね～」

　まったくだよ。そこはアールに同意するね。

　なんて思っていると、軽文部の部室がコンコンとノックされる。

　ここに用がある人なんて珍めずらしいな……そう思ってドアを開けようとすると――逆に向こうから開けられた。

「おいコラ！　波乱烈火！」

「どぅわっととと、も、桃音会長？」

　憤怒に顔色を染めた桃音会長は部室に入ると同時に、俺の胸むな倉ぐらを掴み上げて竹刀をノド仏に突きつけてきた。完全に怒ってらっしゃる。

「な、何ですか突とつ然ぜん？　今日は俺、何にもしてないと思うんですけど」

「違う！　昨日のあのクソアマとクソアフロの件だ！　お前は確か問題は解決したと言っていたな!?　オレはこれで面めん倒どうな見回りから解放されると思って意気揚々と学校に来たのだぞ！　ところがだ！」

「と、ところが？」

　ちょっと息が苦しくなりながらも俺は尋たずねる。

「さっき向こうの生徒会長から連絡があった！　今度はカップルが道を歩いていると突然男がアフロになって女が腹イタになる事件が、立て続けに六件発生したとさ！」

「マジですか……」

　あ、あいつら意気投合してたと思ったら……おとなしくなるどころか協力してさらに被害を増やしてるじゃねーか！

「また今週も見回りだ！　オレはこのイラ立ちをどこにぶつければいいと思う、なぁ!?」

「お願いですから俺にぶつけるのだけはやめてください！　死んでしまいます！」

「――じゃあさ」

　その時、ふわっと、俺たちふたりの首に手を回すようにして、常盤先輩が自分の声が聞こえるようにお互いの顔と顔をくっつける。

「その埋うめ合わせも兼ねて、今度はこの三人でデート……する？」

「「えっ？」」

　目を丸くする俺と桃音会長の顔を見て、常盤先輩はクスッと笑った。




―了りよう―







アールレポート







　はい。毎度お馴染みキュート＆クールな観測者アールちゃんです。

　滑りましたか？

　まぁどっちでもいいです。おちゃめなアールちゃんの前口上だと思ってください。

　さてと、それではいつもの定期報告です。

　観測対象『特異分岐点保持者』。

　氏名。『波なみ乱だれ烈れつ火か』。変化なし。

　性別。『男』。変化なし。

　年ねん齢れい。『十六歳さいと三ヶ月』。端日数は切り捨てます。

　身長・体重は微細な変化が多いので割愛します。

　所在地『日本。波乱家』。変化なし。

　現在の健康状態は良好です。

　いつも思うんですけど、この基本情報の羅ら列れつってやる必要あるんですかね？　非常にメンドくさいのですが、次から省いていいか上官に聞いてみてもらえませんか？

　まぁそれは置いておいて。




　まずは前回までにすでに報告している『ヒロイン』の方々について。




　皐さ月つきさんは相変わらず献身的ですね。次から次へと現れる『ヒロイン』たち相手にもめげずに、烈火さんの隣のポジションを維い持じしています。最近はいかにして周囲にバレないようにお弁当にハートマークを入れるかで悩んでおられる模様で。




　ハリッサさんもまた皐月さんに負けず劣らずですね。どうしても子供に見られがちなハンデを抱かかえながら頑がん張ばっておられます。時折、枕まくらを持って烈火さんの部屋の前をうろうろしておられますが、まだ一いつ緒しよに寝たいと言う勇気は出せないでいるようです。そこは逆に年下なところを活かして甘え気味に行けばＯＫしてもらえると思うのですが。




　イリスさんはいつも積極的です。烈火さんってば、おっぱいに弱いですからね。もう少し狡猾に行けば簡単にオトせそうなんですが、この方は意外とオトメなところがありますから。何かアピールをかけるにしてもロマンチックなやり方を好む傾向があります。




　つみきさんは少々素す直なおになるのがヘタと言いますか――この時代の言葉では「ツンデレ」と言うそうです――ほかの方に比べると一歩遅おくれてる感じでしょうか。烈火さんに料理をダメ出しされたあと、調理場で少ししょんぼりしているところなど、なかなか心をくすぐるのですが。




　テトラさんはご自身がなにかと多忙なのがネックになってますね。『のぞみや』でたまに会う程度しか接点がないのがキツいでしょうか。ですが、烈火さんのことを一途に信じる心は人一倍であるような気がします。




　リアさんは掴つかみどころのない方でしたが、今回意外な一面が明らかになりましたね。人間性などの精神面でかなり成熟した方が、まさか生活面ではあれほどドジなところがあったとは。そのギャップが個人的には素す晴ばらしいのひと言です。胸の大きさも一番ですしね。




　響ひびきさんは『波乱の血筋』に非常に近しい存在ということもあって、ほかの方とはまた違った信頼関係を築いているようです。育った環境の関係でかなりストイックな性格でしたが、初対面の時と比べ烈火さんと会う時の服装が段々と女性らしくなってきた辺り、いじらしい方ですね。




　ロザリンドさんは『物語』の経けい緯いが経緯ですので、少々複雑な方ですね。おそらく烈火さんに対する執着心は危ういくらい大きいです。ただご自身の中でどうしても烈火さんとご先祖を重ねている部分があるらしく、それが後ろめたさになっているのかやや遠えん慮りよがちになっている気もします。ですが、時間が経たって烈火さんをただの〝烈火さん〟と見られるようになったら、その時は誰だれにも負けないくらい積極的に彼かれを求めるでしょう。




　スズランさんは確実に烈火さんに惹かれていると思われますが、まだ人になって日が浅いためご自身の感情の正体が分からずにいるような気がします。とても献身的な方ですし、何よりメイドですし、もっと多くの人の心を手に入れたら、案外烈火さんをあっさりとオトすかもしれません。メイドさんはいつの時代も男性の憧れですからね。




　チェルシーさんは弟さんがいらっしゃるからか、とても面倒見のよいお姉さんといった感じですね。烈火さんくらいのお年とし頃ごろだと、ああいった方にやさしく包まれたいという願望は強そうです。ただ職業柄がら世界中を飛び回っていて、なかなか烈火さんに会えないのがネックでしょうか。そういう意味でハンデは大きいですが、姉属性×巨乳の黄金比は強力な武器であると本官は信じております。




　レインさんはさすが人魚族と言いますか、幼さ残る美貌が際立っておられます。こんな方に求婚されたら普ふ通つうはふたつ返事な気がするのですが……いやはや烈火さんは底ナシの阿あ呆ほうですね。




　ファムさんは精神的な意味でも最も子供っぽい方でしょうか。その純粋さが吉きちと出るか凶と出るかは……烈火さんのロリコン度次第ですかね。烈火さんは結局ロリコンなのか巨乳好きなのか……ハッ！　ロリ巨乳好きという線も。




　シャーリーさんは『物語』が解決し、毒気が抜け落ちて表面上は穏やかになられましたが、腹の中ではどうでしょう？　表情を隠すのが上手い方なので本官にも彼女の本心は分かりませんが、烈火さんの争奪戦から降りる気はさらさらないように思えます。おそらく一番計算に長けている彼女が参戦することで、この未来の命運を握る修しゆ羅ら場ばはいったいどこへ向かっていくのでしょうね。




　以上が、前回までにすでに報告していた『ヒロイン』の方々の現状です。私見も多数入っていますが、まぁそこは上手く調整して上官に報告をお願いします。

　さて、では今回の本題に入りましょうか。

　今回確かく認にんされた『ヒロイン』は常盤ときわ緑みど里りさんと吉き備び桃もも音ねさんのおふたりです。

　ですが、彼女たちには今までの『ヒロイン』とは決定的に違ちがう点があります。

　それは――彼女たちは、彼女たち各々固有の『物語』を持っていないということ。

　烈火さんと出会う過程で多少のイベントはありましたが、これまで観測された既存『ヒロイン』の方々のそれに比べ小規模であり、バッドエンド直前という危機感もなく、『物語』とは呼べないモノであると思われます。

　即ち、常盤緑里さん、吉備桃音さん、この両名の『ヒロイン』は――『本官の物語』の『登場人物』であると断定してよいでしょう。

　本官の――『烈火さんがヒロインの誰かを選んで未来を救う物語』の特殊性が上手く機能したようです。

『全ての戦争オールオブウオー』は烈火さんが『ヒロイン』の中から誰も選ばなかったせいで起きた戦争。だからこそ、我々は烈火さんに『ヒロイン』の誰かを選んでもらうことで、『全ての戦争』を回避しようとしている――それが『本官の物語』の根幹です。

　そこで重要なのは「烈火さんが『ヒロイン』のひとりを選んだ」ということが、『ほかのヒロインたち』にも伝わらなければ意味がないという点です。他人から見えない本官は、そこからはずれているため『本官の物語のヒロイン』になれない。ゆえに、『本官以外のヒロイン』が必要となる……。

　もし万が一、烈火さんが未来の話を聞いてビビってしまって、『物語解決』から逃げ出したとしても――『本官の物語』にさえ巻き込まれてくれれば烈火さんは『ヒロイン』たちと出会えるはず……そう仮定し、研究者の方々は二年もかけて本官の機能を調整してくださいましたね。結果として、その目論みは成功したようです。

　まぁ、今更そんなことぶっちゃけどうでもいいんですがね。

　だって烈火さんは逃げなかったから。逃げずに、『物語』に立ち向かうことをあの方は選んでしまったから。そんな万が一の保険なんて、結局のところ最初から必要なかったんですから。

　ただ、今だから正直な話をしますと、本官は〝こちら〟が本命だと思っていました。

　だってそうでしょう？　数値的に見た烈火さんのスペックはこの時代の同年代の少年が持つ能力の平均を超えず、人と違うところなど『波乱の血』を引いていることと対女性に関して際立って鈍いということだけ。

　そんな彼が命がけで『物語』に挑むだなんて、本官は思っていませんでしたから。

　まったく不思議なお方です。烈火さんは。

　特殊な力など持たず、人並みの身体能力に人並みの価値観、人並みの感性しか持ち合わせていないのに――なぜか彼の決断や行動が、多くの運命を変えてしまう。

　鍛えているわけでもないその拳こぶしで、天才的でもないあぶなっかしい知恵で、豪胆と言えるほどでもない勇気で、烈火さんはバッドエンドを乗り越えていく。

　まるで歩くバタフライエフェクトです。

　蝶ちようの羽ばたき程度の小さな力で、巨きよ大だいな運命を動かしてしまう。

　究極の魔ま法ほうが使えるわけでも、最強の超能力者でも、あらゆるモノを破壊できるわけでも、異能のことごとくを打ち消せるわけでもない――『主人公』らしい力を何も持たない。それでいて、実は彼の存在そのものが『運命を変える力』として作用する。

　それこそが『波乱』なのでしょうか？

　それとも……『波乱烈火』こそが特別の中の特別なのでしょうか？

　ぶっちゃけそうは見えませんけどね。

　ただ……そうですね。

　この三ヶ月間、実際に烈火さんと生活をともにしてみて感じたのは、〝貴方〟が話していた通りの方だなぁということです。これも今だから言いますが、正直〝貴方〟の話は過大評価と脚色が入っていると思ってました。

　まぁ、これからも本官は観測者として、烈火さんのことを見ていきたいと思いますよ。未来が救われるその日まで、ね。





以上で報告を終わります。

〝博士〟へ









あとがき







『彼女が増えるよ！　やったね烈火くん！』のキャッチフレーズでお馴な染じみのバトルロワイヤルラブコメの第六巻になります。五巻から続なめこの方はお久しぶりです。六冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　ついにヒロインの数も十五人になりました。ベンチも含めてサッカーチームが組めますね！　チーム名は「なみだれジャパン」！　ボールよりもマネージャー（烈火）の取り合いの方が激しそうなチームです。

　ページがないので早速ですが謝しや辞じを。今回も素敵なイラストを仕上げてくださった和わた狸ぬきナオ様、ありがとうございます。ただの怨おん霊りようだったサクヤがあんなにかわいくなったのは予想外でした（笑）。それから担当の南部様、今回も遅れてごめんなさい、ありがとうございました。そしてコミカライズの長は谷せ川がわ光こう司じ様、ＨＪ文庫編集部・営業部のみなさま、この本を棚に並べてくださる書店様方、本当にありがとうございました。また本作を読んでくださる読者のみなさま、これからもリトル黙示録シリーズをよろしくお願いいたします。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


なめこ印先生／和狸ナオ先生
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